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は
じ
め
に

　
美
馬
市
は
、
平
成
十
七
年
三
月
一
日
に

旧
美
馬
郡
内
の
脇
町
、
美
馬
町
、
穴
吹
町
、

木
屋
平
村
の
三
町
一
村
が
合
併
し
て
で
き

た
豊
か
な
自
然
と
数
多
く
の
文
化
財
が
残

る
歴
史
情
緒
あ
ふ
れ
る
ま
ち
で
す
。

　
市
の
西
側
が
三
好
市
、
美
馬
郡
つ
る
ぎ

町
と
、
北
側
が
讃
岐
山
脈
の
山
頂
で
香
川

県
と
、
東
側
が
阿
波
市
、
吉
野
川
市
、
名

西
郡
神
山
町
と
、
南
側
が
那
賀
郡
那
賀
町

と
接
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
一
の
清
流
「
穴
吹
川
」
な
ど
幾
多

の
川
が
、
四
国
三
郎
「
吉
野
川
」
に
流
れ

込
み
、
吉
野
川
沿
岸
の
平
野
部
が
主
な
可

住
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
北
側
の
讃
岐
山

脈
、
南
側
の
剣
山
を
は
じ
め
、
ほ
と
ん
ど

が
山
地
で
、
総
面
積
の
約
八
割
が
森
林
と

な
っ
て
お
り
、
清
ら
か
な
水
と
豊
か
な
緑

に
囲
ま
れ
た
自
然
の
美
し
い
地
域
で
す
。 

　

美
来
創
生
の
ま
ち
美
馬
市

〜
一
歩
先
の
確
か
な
未
来
へ

　
私
は
、
昨
年
執
行
さ
れ
ま
し
た
「
美
馬

市
長
選
挙
」
に
お
き
ま
し
て
、
市
民
の
皆

さ
ま
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
第

二
代
「
美
馬
市
長
」
に
就
任
致
し
ま
し
た
。

　
就
任
後
、
新
た
に
ま
ち
づ
く
り
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
「
美
来
創
生
の
ま

ち
美
馬
市
〜
一
歩
先
の
確
か
な
未
来
へ
」

と
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
、
次
の
五
つ
の

基
本
方
針
を
掲
げ
、
こ
れ
ま
で
市
政
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
一
つ
目
に
「
地
方
創
生
、
県
西

部
の
中
核
拠
点
と
し
て
の
美
馬
市
創
生
の

実
現
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
美
馬
市
に
し
ご
と
を
つ
く
り
、
雇
用
の

創
出
・
所
得
の
増
加
を
実
現
し
、
本
市
に

新
し
い
「
ひ
と
」
の
流
れ
を
創
出
し
て
、

時
代
に
合
っ
た
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
二
つ
目
に
、「
未
来
へ
は
ば
た
く
！
市

民
の
個
性
と
能
力
が
発
揮
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。
子
育
て
、
就
学

前
・
義
務
教
育
の
充
実
等
を
と
お
し
、
本

市
か
ら
世
界
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
を

図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
三
つ
目
に
、「
未
来
を
支
え
る
！
い
き

い
き
と
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。
地
域
福
祉
・
高
齢

者
・
障
が
い
者
・
児
童
福
祉
、
地
域
医
療

の
充
実
に
取
り
組
み
、
生
涯
現
役
、
躍
動

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
、
豊
齢
先
進
都
市
み

ま
の
実
現
に
よ
り
、
生
涯
活
躍
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　
四
つ
目
に
、「
未
来
を
守
る
！
安
全
・

安
心
で
環
境
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
で

ご
ざ
い
ま
す
。
防
災
・
危
機
管
理
体
制
の

再
構
築
と
推
進
等
を
と
お
し
、
内
陸
部
直

下
型
地
震
等
へ
の
新
た
な
防
災
、
危
機
管

美
来
創
生
の
ま
ち
へ

藤
　
田
　
元
　
治

美
馬
市
長

美
来
創
生
の
ま
ち
へ

剣　山
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理
体
制
の
構
築
に
よ
り
、「
安
全
安
心
み

ま
」
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
五
つ
目
に
、「
未
来
を
創
る
！
快
適
で

便
利
・
活
力
が
み
な
ぎ
り
、
交
流
が
生
ま

れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。
公

共
交
通
シ
ス
テ
ム
等
各
種
社
会
基
盤
整
備

を
は
じ
め
産
業
振
興
の
促
進
に
よ
り
活
力

と
交
流
の
創
出
を
推
進
し
ま
す
。

　

美
来
創
生
の
ま
ち
の

　
　
　
実
現
に
向
け
て

　
平
成
二
十
九
年
度
を
迎
え
、
私
自
身
、

今
年
度
は
美
来
創
生
に
向
け
て
本
格
的
な

ス
タ
ー
ト
を
切
る
年
と
位
置
付
け
て
お
り

ま
す
。

　
先
程
の
五
つ
の
基
本
方
針
の
も
と
に
市

政
を
推
進
し
、
脇
町
、
穴
吹
、
美
馬
、
木

屋
平
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
色
を
活
か
し
な
が
ら
発
展
し
、
美
馬

市
が
「
県
西
部
の
中
核
拠
点
」
と
な
る
よ

う
着
実
に
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ず
、「
地
方
創
生
、
県
西
部
の
中
核

拠
点
と
し
て
の
美
馬
市
創
生
の
実
現
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
地
方
創
生
推
進
交
付
金

を
活
用
し
た「
う
だ
つ
の
町
並
み
空
き
家
・

空
き
店
舗
再
生
事
業
」
や
「
農
林
業
×
伝

統
工
芸
×
観
光
連
携
推
進
事
業
」、
市
内

で
増
加
し
て
い
る
空
き
家
を
活
用
す
る
た

め
の
「
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
設
置

事
業
・
移
住
交
流
セ
ン
タ
ー
設
置
事
業
」、

若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
「
若
者
Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
就
職
・
定
住
促
進
事
業
」
及
び

創
業
支
援
事
業
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
特
に
、「
農
林
業
×
伝
統
工
芸
×
観
光
　

連
携
推
進
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
中
で
営
ま
れ

る
「
農
林
業
」
と
藍
染
め
や
竹
工
品
な
ど

の
「
伝
統
工
芸
」、「
観
光
」
の
連
携
推
進

の
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、美
馬
和
傘
を
「
美
馬
の
竹
工
品
」

と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
販
売
拡
大
に
向

け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、「
未
来
へ
は
ば
た
く
！
市
民
の

個
性
と
能
力
が
発
揮
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
小
学
校
の
英
語

教
育
充
実
の
た
め
の
「
英
語
教
育
推
進
事

業
」、
地
産
地
消
の
活
性
化
を
促
し
、
質

の
高
い
給
食
の
提
供
に
つ
な
げ
る
「
美
馬

市
産
米
給
食
推
進
事
業
」、
市
内
で
三
園

目
と
な
る
「
穴
吹
地
区
認
定
こ
ど
も
園

整
備
事
業
」、
新
た
に
美
馬
地
区
に
開
設

さ
れ
る
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
委
託
を
含
む

「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
」
等
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
穴
吹
地
区
に
お
け
る
認
定
こ
ど
も
園
の

建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
、
用
地
取
得

を
始
め
、
測
量
設
計
業
務
、
用
地
造
成
工

事
等
を
進
め
て
い
く
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
内
の
保
護
者
の
方
々
に
安
心
で
き
る

保
育
施
設
の
提
供
を
図
る
た
め
に
も
、
出

来
る
だ
け
早
い
開
園
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
続
い
て
、「
未
来
を
支
え
る
！
い
き
い

き
と
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」

構
想
の
実
現
に
向
け
た
「
美
馬
市
生
涯
活

巻頭言　美来創生のまちへ

うだつの町並み（美馬和傘） 藍染製品

美馬和傘 美馬和傘ランプシェード
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躍
の
ま
ち
推
進
事
業
」
等
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
実
現
に
向
け
、
生
き
が
い
や
健
康

支
援
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
四
国
大
学

と
の
連
携
に
よ
り
開
発
す
る
ほ
か
、
移
住

後
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
を
支
援
す
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
や
、「
移
住

促
進
拠
点
」
の
整
備
を
計
画
し
て
い
る
脇

町
小
星
地
区
を
中
心
と
し
た
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
に
取
り
組
む
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
続
い
て
、「
未
来
を
守
る
！
安
全
・
安

心
で
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
地
震
発
生
時
の
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
不
全
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
の
「
橋
梁
耐
震
性
照
査
事
業
」、

地
震
に
よ
っ
て
家
屋
が
倒
壊
し
た
場
合
で

も
、
室
内
に
局
所
的
な
安
全
空
間
が
確
保

さ
れ
る
「
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
普
及
促
進
モ

デ
ル
事
業
」
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

消
防
団
員
の
皆
さ
ん
の
活
動
服
な
ど
、
装

備
品
の
充
実
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
、「
未
来
を
創
る
！
快
適
で
便

利
・
活
力
が
み
な
ぎ
り
、
交
流
が
う
ま
れ

る
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日

常
生
活
に
必
要
な
商
品
の
購
入
が
困
難
な

地
域
を
解
消
し
、
生
活
の
利
便
性
を
確
保

す
る
た
め
の
「
買
物
支
援
事
業
」
等
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
脇
町
地
区
の
商
業
施
設
「
パ
ル

シ
ー
」
を
改
修
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、
市
民
ホ
ー
ル
、
図
書
館
、
公
民
館

な
ど
様
々
な
機
能
を
備
え
る
複
合
施
設
と

し
て
現
在
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
「
脇

町
地
区
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
」

に
つ
き
ま
し
て
も
、
平
成
三
十
年
二
月
末

の
完
成
に
向
け
、
引
き
続
き
着
実
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
他
に
も
、「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
活

用
普
及
促
進
事
業
」、「
結
婚
新
生
活
支
援

に
よ
る
定
住
促
進
事
業
」
等
、
美
馬
市
な

ら
で
は
の
特
色
の
あ
る
事
業
を
推
進
し
、

ふ
る
さ
と
美
馬
市
に
活
気
を
取
り
戻
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　
現
在
、
美
馬
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
少

子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
人
口
減
少
が
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
に
よ
る
自
治
会
や
集

落
規
模
の
縮
小
・
消
滅
や
経
済
の
停
滞
も

強
く
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
厳
し
い
情
勢
の
中
、「
美

来
創
生
の
ま
ち
美
馬
市
」
を
実
現
し
、「
県

西
部
の
中
核
拠
点
」
と
し
て
発
展
し
て
い

く
た
め
に
カ
ギ
と
な
る
の
が
「
創
造
的
実

行
力
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　「
創
造
的
実
行
力
」
と
は
、
よ
り
高
い

目
標
や
理
想
の
姿
、
あ
る
べ
き
姿
を
創
造

し
、
そ
の
実
現
に
向
か
っ
て
果
敢
に
挑
戦

し
て
、
こ
れ
を
成
し
遂
げ
る
と
い
う
意
味

合
い
で
、
私
が
普
段
か
ら
用
い
て
い
る
言

葉
で
す
。

　
今
後
も
、
こ
の
「
創
造
的
実
行
力
」
を

発
揮
し
な
が
ら
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て

諸
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、
市
民
の
皆

さ
ま
と
共
に
「
美
来
創
生
の
ま
ち
」
に
向

け
て
力
強
く
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

特
集 特集●　平成29年度　地方財政計画の概要について　

地域交流センターホール完成予想図 地域交流センターホールホワイエ完成予想図

美馬小学校
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１
　
は
じ
め
に

　「
地
方
財
政
計
画
」
は
、
地
方
交
付
税
法

第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
る
「
地

方
団
体
の
歳
入
歳
出
総
額
の
見
込
額
に
関
す

る
書
類
」
の
こ
と
で
あ
り
、
同
条
の
規
定
に

よ
り
、
国
会
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
一
般

へ
の
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
人
口
や
産
業
集
積
の
度
合

い
に
よ
る
地
域
間
格
差
や
景
気
の
動
向
に
よ

る
税
収
の
年
度
間
格
差
に
か
か
わ
ら
ず
、
地

方
団
体
が
そ
の
重
要
な
責
任
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、

　
○
地
方
交
付
税
制
度
と
関
連
し
て
、
地
方

財
源
を
保
障
す
る
機
能

　
○
地
方
団
体
に
お
け
る
当
該
年
度
の
「
財

政
運
営
の
指
針
」
と
し
て
の
機
能

  

○
「
国
家
財
政
・
国
民
経
済
等
と
の
整
合

性
」
を
確
保
す
る
機
能

を
担
っ
て
い
ま
す
。

２
　
平
成
二
十
九
年
度
の

　
地
方
財
政
計
画

　
平
成
二
十
九
年
度
の
地
方
財
政
計
画
は
、

二
月
七
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
国
会
に
提
出

さ
れ
る
と
と
も
に
、
一
般
に
も
公
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
な
お
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
八
年
度

か
ら
、
被
災
地
が
自
立
し
、
地
方
創
生
の
モ

デ
ル
と
な
る
復
興
を
目
指
す

｢

復
興
・
創
生

期
間
」
に
移
行
し
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き

「
通
常
収
支
分
」
と
「
東
日
本
大
震
災
分
」

に
区
分
し
て
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
１
）
通
常
収
支
分
（
資
料
①
、
②
）

　
通
常
収
支
分
に
お
い
て
は
、
極
め
て
厳
し

い
地
方
財
政
の
現
状
及
び
現
下
の
経
済
情
勢

等
を
踏
ま
え
、
歳
出
面
で
は
、
一
億
総
活
躍

社
会
の
実
現
や
地
方
創
生
、
公
共
施
設
等
の

適
正
管
理
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費

が
計
上
さ
れ
る
と
と
も
に
、
社
会
保
障
関
係

経
費
の
増
加
を
適
切
に
反
映
し
た
計
上
が
行

わ
れ
る
一
方
、
国
の
取
り
組
み
と
基
調
を
合

わ
せ
た
歳
出
改
革
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
歳
入
面
に
お
い
て
は
、「
経
済
財

政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
二
〇
一
五
」（
平

成
二
十
七
年
六
月
三
十
日
閣
議
決
定
）、
い

わ
ゆ
る

｢

骨
太
の
方
針
」
で
示
さ
れ
た

｢

経

済
・
財
政
再
生
計
画
」
を
踏
ま
え
、
地
方
の

安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
と
な
る
地
方
の

一
般
財
源
総
額
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
八
年

度
地
方
財
政
計
画
の
水
準
を
下
回
ら
な
い
よ

う
実
質
的
に
同
水
準
を
確
保
す
る
こ
と
を
基

本
と
し
て
、
引
き
続
き
生
じ
る
こ
と
と
な
っ

た
大
幅
な
財
源
不
足
に
つ
い
て
、
地
方
財
政

の
運
営
上
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
適
切
な
補

填
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
通
常
収
支
分
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
規
模
】

　
通
常
収
支
分
の
歳
入
歳
出
規
模
は
、
八
六

兆
六
一
九
八
億
円
（
前
年
度
比
＋
八
六
〇
五

億
円
、
＋
一
・
〇
％
）、
地
方
一
般
歳
出
の

規
模
（
歳
出
総
額
か
ら
、
公
債
費
、
公
営
企

業
繰
出
金
の
う
ち
企
業
債
償
還
費
普
通
会
計

平
成
二
十
九
年
度
　
地
方
財
政
計
画
の
概
要
に
つ
い
て

市
町
村
課
課
長
補
佐
（
企
画
財
政
担
当
）　

美
　
保
　
圭
　
祐
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負
担
分
、不
交
付
団
体
水
準
超
経
費
を
除
く
）

は
、
七
〇
兆
六
三
三
三
億
円
（
前
年
度
比
＋

七
一
九
六
億
円
、
＋
一
・
〇
％
）、
ま
た
一

般
財
源
総
額
は
、
六
二
兆
八
〇
三
億
円
（
前

年
度
比
＋
四
〇
一
一
億
円
、
＋
〇
・
七
％
）、

不
交
付
団
体
水
準
超
経
費
を
除
い
た
額
で
は
、

六
〇
兆
二
七
〇
三
億
円
（
前
年
度
比
＋
四
一

一
億
円
、
＋
〇
・
一
％
）
と
な
っ
て
お
り
、

い
ず
れ
も
前
年
度
を
上
回
る
額
が
確
保
さ
れ

て
い
ま
す
。

【
ポ
イ
ン
ト
】

　
平
成
二
十
九
年
度
地
方
財
政
計
画
・
通
常

収
支
分
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
六
点
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

○
一
般
財
源
総
額
の
確
保
等

　
毎
年
度
、
地
方
六
団
体
等
か
ら
強
く
要
請

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
地
方
創
生
等
の

重
要
課
題
に
取
り
組
み
つ
つ
、
地
方
公
共
団

体
が
安
定
的
な
財
政
運
営
を
行
え
る
よ
う
、

前
年
度
を
上
回
る
額
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
税
収
入
や
地
方
交
付
税
の
原

資
と
な
る
国
税
収
入
が
高
水
準
で
は
あ
る
も

の
の
伸
び
が
鈍
化
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
交

付
税
特
別
会
計
か
ら
の
繰
越
金
が
な
い
と
い

う
前
年
度
ま
で
と
大
き
く
変
わ
っ
た
状
況
の

中
で
、
地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
の
公
庫
債

権
金
利
変
動
準
備
金
の
活
用
な
ど
の
交
付
税

平成29年度の地方財政の姿

①　地方財政計画の規模　　　　　86兆6,198億円（前年度比＋8,605億円、＋1.0%）

②　地方一般歳出　　　　　　　　70兆6,333億円（ 　同　　＋7,196億円、＋1.0%）

③　一般財源総額　　　　　　　　62兆　803億円（ 　同　　＋4,011億円、＋0.7%）

　　・水準超経費除き　　　　　　　60兆2,703 億円（　 同　　＋　411 億円、＋0.1%）

④　地方交付税の総額　　　　　　16兆3,298億円（㉘16兆7,003億円、　▲3,705億円、▲ 2.2%）

⑤　地方税及び地方譲与税　　　　41兆6,027億円（㉘41兆1,344億円、　＋4,683億円、＋ 1.1%）

⑥　臨時財政対策債　　　　　　　　4兆　452億円（㉘3兆7,880億円、　　＋2,572億円、＋ 6.8%）

⑦　財源不足額　　　　　　　　　　6兆9,710億円（㉘5兆6,063億円、＋1兆3,647億円、＋24.3%）

（1）復旧・復興事業

　　①　震災復興特別交付税　　　　　　4,503億円（㉘　　4,802億円、▲　299億円、▲ 6.2%）

　　②　規模　　　　　　　　　　　　　　　　1兆2,842億円（㉘1兆7,799億円、▲4,957億円、▲　27.8%）

（2）全国防災事業

　　　　規模　　　　　　　　　　　　　　946億円（㉘　　1,310億円、▲　364億円、▲　27.8%）
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区　　　　分
平成29年度

（Ａ)
平成28年度

（Ｂ)
増　減　額

(Ａ)−(Ｂ)　(Ｃ)
増　減　率
(Ｃ) ／ (Ｂ)

歳
　
　
　
　
　
　
入

地 方 税 390,663 387,022 3,641 0.9

地 方 譲 与 税 25,364 24,322 1,042 4.3

地 方 特 例 交 付 金 1,328 1,233 95 7.7

地 方 交 付 税 163,298 167,003 △ 3,705 △ 2.2

国 庫 支 出 金 135,386 132,184 3,202 2.4

地 方 債 91,907 88,607 3,300 3.7

う ち 臨 時 財 政 対 策 債 40,452 37,880 2,572 6.8

う ち 財 源 対 策 債 7,900 7,900 0 0.0

使 用 料 及 び 手 数 料 16,184 16,247 △ 63 △ 0.4

雑 収 入 42,370 41,643 727 1.7

復 旧・ 復 興 事 業 一 般 財 源 充 当 分 △　    77 △　    79 2 △ 2.5

全 国 防 災 事 業 一 般 財 源 充 当 分 △　  225 △　  589 364 △ 61.8

計 866,198 857,593 8,605 1.0

一 般 財 源 620,803 616,792 4,011 0.7

（ 水 準 超 経 費 を 除 く ） 602,703 602,292 411 0.1

歳
　
　
　
　
　
　
出

給 与 関 係 経 費 203,209 203,274 △ 65 △ 0.0

退 職 手 当 以 外 186,737 185,807 930 0.5

退 職 手 当 16,472 17,467 △ 995 △ 5.7

一 般 行 政 経 費 365,590 357,931 7,659 2.1

補 助　 197,809 190,004 7,805 4.1

単　　　　　　　　　　　　 独 140,213 140,374 △ 161 △ 0.1

国民健康保険・後期高齢者医療制度関係事業費 15,068 15,053 15 0.1

まち・ひと・しごと創生事業費 10,000 10,000 0 0.0

重 点 課 題 対 応 分 2,500 2,500 0 0.0

地域経済基盤強化・雇用等対策費 1,950 4,450 △ 2,500 △ 56.2

公 債 費 125,902 128,051 △ 2,149 △ 1.7

維 持 補 修 費 12,621 12,198 423 3.5

投 資 的 経 費 113,570 112,046 1,524 1.4

直 轄 ・ 補 助 57,273 57,705 △ 432 △ 0.7

単 独 56,297 54,341 1,956 3.6

う ち 緊 急 防 災・ 減 災 事 業 費 5,000 5,000 0 0.0

うち公共施設等適正管理推進事業費
※平成28年度は公共施設等最適化事業費

3,500 2,000 1,500 75.0

公 営 企 業 繰 出 金 25,256 25,143 113 0.4

企 業 債 償 還 費 普 通 会 計 負 担 分 15,863 15,905 △ 42 △ 0.3

そ の 他 9,393 9,238 155 1.7

不 交 付 団 体 水 準 超 経 費 18,100 14,500 3,600 24.8

計 866,198 857,593 8,605 1.0

（ 水 準 超 経 費 除 く ） 848,098 843,093 5,005 0.6

地 方 一 般 歳 出 706,333 699,137 7,196 1.0

資料② 地方財政計画歳入歳出一覧（通常収支分）
（単位：億円、％）
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原
資
を
最
大
限
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

方
交
付
税
総
額
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
に
比

べ
て
△
三
七
〇
五
億
円
（
△
二
・
二
％
）
の
減
、

赤
字
地
方
債
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
の
発

行
額
に
つ
い
て
も
前
年
度
に
比
べ
て
＋
二
五

七
二
億
円
（
＋
六
・
八
％
）
の
増
と
、
概
算

要
求
時
点
と
比
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
大
幅
に
抑
制

さ
れ
て
い
ま
す
。

○
公
共
施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
費
の
創

設

  

公
共
施
設
等
の
集
約
化
・
複
合
化
、
老
朽

化
対
策
等
を
推
進
し
、
そ
の
適
正
配
置
を
図

る
た
め
、
平
成
二
十
八
年
度
の
「
公
共
施
設

等
最
適
化
事
業
費
」
に
長
寿
命
化
対
策
等
を

追
加
す
る
な
ど
内
容
の
拡
充
を
行
い
、
新
た

に
「
公
共
施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
費
」

と
し
て
、
三
五
〇
〇
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

○
一
億
総
活
躍
社
会
関
連
施
策
に
必
要
な
経

費
の
計
上
（
資
料
③
）

  

「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
に
基

づ
く
保
育
士
や
介
護
人
材
等
の
処
遇
改
善
の

事
業
費
と
し
て
、
一
九
一
三
億
円
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

○
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費
の
確

保

  

地
方
公
共
団
体
が
自
主
性
・
主
体
性
を
最

大
限
発
揮
し
て
地
方
創
生
に
取
り
組
み
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
施
策
を
可

能
に
す
る
観
点
か
ら
、
平
成
二
十
七
年
度
に

創
設
さ
れ
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

事
業
費
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
度

に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
一
兆
円
が
確
保
さ

れ
て
い
ま
す
。

○
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
費
の
拡
充
・
延
長

  

引
き
続
き
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
防
災
・
減

災
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
、防
災
・

減
災
事
業
費
に
つ
い
て
、
対
象
事
業
を
拡
充

し
た
上
で
、
東
日
本
大
震
災
に
係
る
復
興
・

創
生
期
間
で
あ
る
平
成
三
十
二
年
度
ま
で
延

長
さ
れ
る
と
と
も
に
、
五
〇
〇
〇
億
円
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
歳
出
特
別
枠
の
見
直
し

　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
特
別
措
置
と
し

て
創
設
さ
れ
た
歳
出
特
別
枠
に
つ
い
て
は
、

経
済
再
生
に
合
わ
せ
、
危
機
対
応
モ
ー
ド
か

ら
平
時
モ
ー
ド
へ
の
切
り
替
え
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
前
年
度
廃
止

さ
れ
た
別
枠
加
算
に
加
え
、
歳
出
特
別
枠
に
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資料③

(1) 子ども・子育て支援新制度の実施
○ 教育・保育、地域の子ども・子育て支援の量的拡充及び質の向上

(2) 国民健康保険への財政支援の拡充
○ 平成30年度から都道府県が国民健康保険制度の財政運営の責任主体となる新制度
の円滑な運営ができるよう、国民健康保険への財政支援を拡充

① 平成30年度以降、保険者努力支援制度等の実施のために必要となる約1,700億円を確保

② 財政安定化基金について、平成29年度はこれまでの積立分と合わせて1,700億円
規模を確保し、平成32年度末までに、2,000億円規模を確保

③ 平成29年度予算において、保険料の激変緩和のための約300億円及び①による
活用も念頭に置いた約500億円を別途措置

○ 保育士について２％の処遇改善及び技能・経験を積んだ職員の追加的な処遇改善

○ 介護人材についてキャリアアップの仕組みを構築し月額平均１万円相当の処遇改善 等
【公費：2,000億円程度（うち地方：1,000億円程度）】

○ 平成29年度においては、

・ 子ども・子育て支援新制度の実施（「量的拡充」及び「質の向上」）

・ 国民健康保険への財政支援の拡充

・「ニッポン一億総活躍プラン」に基づく保育士や介護人材等の処遇改善

などの措置を講じることとしている。

○ これらに係る地方負担額について、地方財政措置を講じることとしている。

平成29年度の「社会保障の充実」等

（単位：億円）

項目 平成29年度
予算案（公費） 国 地方

子ども・子育て支援

うち子ども・子育て支援新制度の実施

医療・介護

うち国保への
財政支援の
拡充

財政安定化基金の造成

上記以外の財政支援の拡充

年金

合計

※消費税増収分（1.35兆円）と社会保障改革プログラム法等に基づく重点化・効率化による
財政効果（▲0.49兆円）を活用して実施。なお、平成28年度予算では1.53兆円を計上。

※この他、新制度のスタートに当たり、処遇改善を着実に実施する
ための周知・広報等に要する経費（128億円：全額国費）がある。

＜平成29年度「社会保障の充実」の主な項目＞

１．社会保障・税一体改革による「社会保障の充実」

（注）計数は精査中。四捨五入の関係で合計と内訳が一致しない場合がある。

２．「ニッポン一億総活躍プラン」に基づく保育士や介護人材等の処遇改善

6,958

6,526

11,130

1,100

2,464

299

※ 18,388

3,203

2,985

7,021

1,100

1,632

286

10,511

3,755

3,541

4,109

0

832

13

7,877
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つ
い
て
も
、
見
直
し
が
進
め
ら
れ
、
平
成
二

十
九
年
度
は
、
二
五
〇
〇
億
円
が
減
額
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
前
述
の
公
共
施
設
の
適
正
管

理
や
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
取
り
組
む

た
め
の
歳
出
の
確
保
に
よ
り
同
額
が
確
保
さ

れ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
は
前
年
度
と
同
水

準
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

  【
歳
出
】

　
歳
出
の
概
要
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
給
与
関
係
経
費

　
前
年
度
比
で
、
△
六
五
億
円
、
△
〇
・
〇
％

の
微
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
内
訳
を
見
ま
す
と
、
退
職
手
当
以
外
で
は
、

平
成
二
十
八
年
度
の
給
与
改
定
に
伴
う
増
加

分
が
あ
る
一
方
、
地
方
財
政
計
画
上
の
職
員

数
の
純
減
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
前
年
度
に

比
べ
て
＋
九
三
〇
億
円
、
＋
〇
・
五
％
の
微

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
退
職
手
当
に
つ
い
て
は
、
前
年
度

に
比
べ
て
△
九
九
五
億
円
、
△
五
・
七
％
の

減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　○
一
般
行
政
経
費
（
単
独
）

　
社
会
保
障
の
充
実
分
等
の
計
上
と
と
も
に
、

震
災
復
興
特
別
交
付
税
に
よ
り
別
枠
で
措
置

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
地
方
税
収
等
の
減
収
分

見
合
い
の
歳
出
分
（
三
八
九
億
円
）
が
控
除

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
△

一
六
一
億
円
、
△
〇
・
一
％
の
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
地
方
税
収
等
の
減
収
分

見
合
い
の
歳
出
分
に
つ
い
て
は
、
震
災
復
興

特
別
交
付
税
で
補
填
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
見
合
い
の
歳
出
と
も
合
わ
せ
て
東
日
本
大

震
災
分
の
歳
入
歳
出
に
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費

　
地
方
公
共
団
体
が
、
自
主
性
・
主
体
性
を

最
大
限
発
揮
し
て
地
方
創
生
に
取
り
組
み
、

地
方
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
施
策
に

積
極
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
前
年
度
同
額

の
一
兆
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
地
域
経
済
基
盤
強
化
・
雇
用
等
対
策
費

　
地
域
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
が
激
変
す
る

中
、
海
外
競
争
力
強
化
等
の
た
め
に
、
地
域

が
実
施
す
る
緊
急
事
業
を
含
め
、
地
域
経
済

活
性
化
や
雇
用
機
会
の
創
出
な
ど
に
取
り
組

め
る
よ
う
、
い
わ
ゆ
る

｢

歳
出
特
別
枠
」
と

し
て
、
一
九
五
〇
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
前
述
の
と
お
り
前
年
度
と
比
較
し
て

△
二
五
〇
〇
億
円
（
△
五
六
・
二
％
）
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
維
持
補
修
費

　
最
近
に
お
け
る
実
績
等
を
勘
案
す
る
と
と

も
に
、「
公
共
施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
」

の
実
施
に
伴
い
増
加
が
見
込
ま
れ
る
公
共
施

設
等
の
維
持
補
修
・
点
検
等
に
要
す
る
経
費

を
充
実
す
る
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
、

＋
四
二
三
億
円
（
＋
三
・
五
％
）
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

○
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
費
（
資
料
④
）

　
地
方
公
共
団
体
が
、
引
き
続
き
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
防
災
・
減
災
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
け
る
よ
う
、
防
災
・
減
災
事
業
費
に
つ
い

て
、
対
象
事
業
を
拡
充
し
た
上
で
、
東
日
本

大
震
災
に
係
る
復
興
・
創
生
期
間
で
あ
る
平

成
三
十
二
年
度
ま
で
延
長
さ
れ
る
と
と
も
に
、

五
〇
〇
〇
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
公
共
施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
費
（
資

料
⑤
）

　
公
共
施
設
等
の
集
約
化
・
複
合
化
、
転
用
、

除
却
の
た
め
に
必
要
な
経
費
と
し
て
計
上
し

て
い
る
「
公
共
施
設
等
最
適
化
事
業
費
」（
二

〇
〇
〇
億
円
）
に
つ
い
て
、
長
寿
命
化
対
策
、

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
推
進（
立
地
適
正
化
）

及
び
熊
本
地
震
の
被
害
状
況
を
踏
ま
え
た
庁

舎
機
能
の
確
保
（
市
町
村
役
場
機
能
緊
急
保

全
）
を
追
加
す
る
な
ど
内
容
を
拡
充
し
、
新

た
に「
公
共
施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
費
」

と
し
て
、
一
五
〇
〇
億
円
増
の
三
五
〇
〇
億

円
が
計
上
さ
れ
る
と
と
も
に
、
長
寿
命
化
対

策
等
に
対
し
地
方
財
政
措
置
が
拡
充
さ
れ
て

特
集 特集●　平成29年度　地方財政計画の概要について　
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い
ま
す
。

  【
歳
入
】

　
歳
入
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

○
一
般
財
源

　
一
般
財
源
は
、
地
方
税
、
地
方
譲
与
税
、

地
方
特
例
交
付
金
、
地
方
交
付
税
及
び
臨
時

財
政
対
策
債
の
合
計
額
で
あ
り
、
平
成
二
十

九
年
度
に
お
い
て
は
、
六
二
兆
八
〇
三
億
円
、

前
年
度
比
＋
〇
・
七
％
と
、
前
年
度
を
四
〇

一
一
億
円
上
回
る
額
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
地
方
税
・
地
方
譲
与
税

　
地
方
税
の
収
入
見
込
額
は
、
税
制
改
正
後

に
お
い
て
三
九
兆
六
六
三
億
円
、
前
年
度
か

ら
＋
三
六
四
一
億
円
、
＋
〇
・
九
％
の
増
額

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
市
町
村
税
は
二

一
兆
九
九
四
億
円
、
前
年
度
か
ら
＋
四
三
九

六
億
円
、
＋
二
・
一
％
の
増
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
市
町
村
に
お
け
る
主
要
税
目
で
は
、
市
町

村
民
税
の
う
ち
の
所
得
割
で
＋
二
・
六
％
、

法
人
税
割
で
＋
三
・
八
％
、
固
定
資
産
税
の

う
ち
償
却
資
産
で
＋
四
・
六
％
、
軽
自
動
車

税
で
＋
二
・
六
％
と
そ
れ
ぞ
れ
増
額
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
譲
与
税
の
収
入
見
込
額
は
、

特
集特集●　平成29年度　地方財政計画の概要について

特
集 特集●　平成29年度　地方財政計画の概要について　

資料⑤ 資料④

１．対象事業（※は、平成２９年度以降の対象事業として追加したもの）

災害に強いまちづくりのための事業、災害に迅速に対応するための情報網の構築及
び地域の防災力を強化するための施設の整備などの地方単独事業等

（１）災害に強いまちづくりのための事業

① 地域防災計画上の避難所とされている公共施設や災害時に災害対策の拠点とな
る施設等の耐震化

② 津波対策の観点から移転が必要な災害対策の拠点となる施設等の移転

③ 指定避難所における避難者の生活環境の改善ための施設（空調・Wi-Fi ※等）
の整備 など

（２）災害に迅速に対応するための情報網の構築

① 全国瞬時警報システム（Jアラート）の新型受信機の導入・情報伝達手段の多重化※

② 消防の広域化又は共同化※に伴う高機能消防指令センターの整備

③ 防災行政無線のデジタル化 など

（３）地域の防災力を強化するための施設の整備

① 防災の拠点となる施設（地域防災センター等）の整備

② 津波からの避難路・避難階段、津波避難タワーの整備

③ 消防団の機能強化のための整備（救助資機材搭載型車両等） など

２．財政措置

（１）地方債の充当率 １００％

（２）交付税措置 元利償還金について、その７０％を基準財政需要額に算入

３．事業年度

平成２９年度から平成３２年度まで

緊急防災・減災事業の拡充・延長

地方公共団体が引き続き喫緊の課題である防災・減災対策に取り組んで

いけるよう、緊急防災・減災事業費について、対象事業を拡充した上で、

東日本大震災に係る復興・創生期間である平成３２年度まで継続すること

とし、平成２９年度は５,０００億円を計上公共施設等適正管理推進事業費の創設等
○ 公共施設等の集約化・複合化、転用、除却のために必要な経費として計上して
いる現行の「公共施設等最適化事業費」（２，０００億円）について、長寿命化
対策、コンパクトシティの推進（立地適正化）及び熊本地震の被害状況を踏ま
えた庁舎機能の確保（市町村役場機能緊急保全）を追加するなど内容を拡充し、
新たに「公共施設等適正管理推進事業費」として計上（３，５００億円）

○ このほか公共施設等適正管理推進事業の実施に伴い増加が見込まれる公共
施設等の維持補修・点検等に要する経費を計上（３００億円）

（１）対象事業

① 集約化・複合化事業：延床面積の減少を伴う施設の集約化・複合化事業
② 長寿命化事業【新規】
（公共用建物）：施設の使用年数を法定耐用年数を超えて延伸させる事業
（社会基盤施設（道路・農業水利施設））：所管省庁が示す管理方針に基づき実施
される事業

③ 転用事業：施設の他の用途への転用事業
④ 立地適正化事業【新規】：コンパクトシティの形成に向けた長期的なまちづくり
の視点に基づく事業

⑤ 市町村役場機能緊急保全事業【新規】：昭和５６年の新耐震基準導入前に建
設され、耐震化が未実施の市町村の本庁舎の建替え事業等

⑥ 除却事業

（２）地方債の充当率等

① 充当率９０％、交付税措置率５０％
②～④ 充当率９０％、交付税措置率３０％
⑤ 充当率９０％（交付税措置対象分７５％）、交付税措置率３０％

※地方債の充当残については、基金の活用が基本

⑥ 充当率９０％【現行７５％から引き上げ】

（３）事業要件

○ 公共施設等総合管理計画に基づいて実施される事業であること

○ 上記に加え、
・ ①～③については、個別施設ごとの長寿命化計画（個別施設計画）において、
①～③の各事業類型に明確に位置付けられているものであること
・ ④については、立地適正化計画に基づく事業であること
・ ⑤については、個別施設計画に基づく事業であって、建替え後の庁舎を

等とこるあでのもるけづ置位に画計続継務業

（４）事業年度

平成２９年度から平成３３年度まで（５年間）
⑤については、緊急防災・減災事業の期間にあわせて平成３２年度まで（４年間）

公共施設等の適正管理に要する経費について、地方財政計画の計上
額を増額するとともに、長寿命化事業等に対し地方財政措置を拡充

公共施設等の適正管理の推進

２．地方財政措置（公共施設等適正管理推進事業債）

１．地方財政計画への計上
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主
に
地
方
法
人
特
別
譲
与
税
の
増
額
に
よ
り
、

二
兆
五
三
六
四
億
円
、
前
年
度
比
＋
一
〇
四

二
億
円
、
＋
四
・
三
％
の
増
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
平
成
二
十
九
年
度
税
制
改
正
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
本
号
特
集
の
「
平
成
二
十

九
年
度
税
制
改
正
（
市
町
村
税
関
係
）
に
つ

い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
地
方
特
例
交
付
金

　
個
人
住
民
税
に
お
け
る
住
宅
借
入
金
等
特

別
税
額
控
除
に
よ
る
減
収
を
補
填
す
る
た
め

に
必
要
な
額
、
一
三
二
八
億
円
（
前
年
度
比

＋
九
五
億
円
、
＋
七
・
七
％
）
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

○
地
方
債

　
地
方
債
は
、
九
兆
一
九
〇
七
億
円
（
前
年

度
比
＋
三
三
〇
〇
億
円
、
＋
三
・
七
％
）
が

計
上
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
結
果
、
地
方
債
計

画
（
通
常
収
支
分
）
の
規
模
は
、
一
一
兆
六

二
五
七
億
円
（
普
通
会
計
分
九
兆
一
九
〇
七

億
円
、
公
営
企
業
会
計
等
分
二
兆
四
三
五
〇

億
円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
地
方
債
計
画
の
具
体
的
な
内
容
に

つ
い
て
は
、
本
号
特
集
の
「
平
成
二
十
九
年

度
地
方
債
計
画
の
概
要
等
に
つ
い
て
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
地
方
交
付
税
】

　
平
成
二
十
九
年
度
の
地
方
交
付
税
に
係
る

国
の
一
般
会
計
か
ら
交
付
税
特
別
会
計
へ
の

繰
入
額
は
、
法
定
四
税
分
の
一
四
兆
一
三
八

五
億
円
に
、
一
般
会
計
か
ら
の
加
算
額
の
一

兆
二
九
五
八
億
円
（
既
往
法
定
分
等
六
三
〇

七
億
円
、
臨
時
財
政
対
策
特
例
加
算
六
六
五

一
億
円
）
を
加
え
た
一
五
兆
四
三
四
三
億
円

（
前
年
度
比
＋
二
七
六
五
億
円
、＋
一
・
八
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
交
付
税
特
別
会
計
か
ら
地
方
公
共
団
体
に

交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
の
総
額
は
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
額
に
、
地
方
法
人
税
の
全

額
六
三
七
五
億
円
（
地
方
法
人
税
決
算
該
当

年
度
精
算
額
六
四
億
円
の
減
額
後
）、
交
付

税
特
別
会
計
剰
余
金
の
活
用
額
三
四
〇
〇
億

円
、
地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
の
公
庫
債
権

金
利
変
動
準
備
金
の
活
用
額
四
〇
〇
〇
億
円

を
加
え
た
額
か
ら
、
交
付
税
特
別
会
計
借
入

金
に
係
る
償
還
額
四
〇
〇
〇
億
円
及
び
借
入

金
の
利
子
支
払
額
八
二
〇
億
円
を
減
額
し
た

一
六
兆
三
二
九
八
億
円
、
前
年
度
か
ら
△
三

七
〇
五
億
円
、
△
二
・
二
％
の
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
九
年
度
の
地
方
交
付
税
の
主
な

総
額
確
保
対
策
と
し
て
は
、
地
方
財
政
計
画

の
歳
出
に
お
い
て
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
事
業
費
」
及
び
「
重
点
課
題
対
応
分
」

に
つ
い
て
前
年
度
と
同
額
が
確
保
さ
れ
る
と

と
も
に
、
歳
出
特
別
枠
の
減
少
分
と
同
じ
規

模
で「
公
共
施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
費
」

及
び
「
一
億
総
活
躍
社
会
関
連
施
策
に
必
要

な
経
費
」
が
計
上
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　
そ
の
他
、
地
方
財
政
計
画
で
は
触
れ
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
事
業
費
」
に
つ
い
て
、「
人
口
減
少
等

特
別
対
策
事
業
費
」
の
算
定
に
お
い
て
、
平

成
二
十
九
年
度
か
ら
三
年
間
か
け
て
、
段
階

的
に
「
取
組
の
必
要
度
」
に
応
じ
た
算
定
か

ら
「
取
組
の
成
果
」
に
応
じ
た
算
定
へ
一
〇

〇
〇
億
円
シ
フ
ト
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

平
成
二
十
九
年
度
は
「
取
組
の
成
果
」
へ
三

三
〇
億
円
（
う
ち
市
町
村
分
二
二
〇
億
円
）

が
シ
フ
ト
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
様
に
、「
地
域
の
元
気
創
造
事
業
費
」
に

つ
い
て
も
、
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
三
年
間

か
け
て
、
段
階
的
に
「
行
革
努
力
分
」
の
算

定
か
ら
「
地
域
経
済
活
性
化
分
」
の
算
定
へ

一
〇
〇
〇
億
円
シ
フ
ト
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

お
り
、
平
成
二
九
年
度
は
「
地
域
経
済
活
性

化
分
」
へ
三
三
〇
億
円
（
う
ち
市
町
村
分
二

五
〇
億
円
）
が
シ
フ
ト
さ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
取
組
の
骨
太
の
方
針
」
に
基
づ

い
て
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
「
公
立
学
校
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も
、
な
お
不
足
す
る
額
（
一
兆
三
三
〇
一
億

円
）
に
つ
い
て
は
、
国
と
地
方
の
折
半
ル
ー

ル
に
基
づ
き
、
国
負
担
分
は
、
国
の
一
般
会

計
か
ら
交
付
税
特
別
会
計
へ
の
繰
入
れ
に
よ

る
加
算
（
臨
時
財
政
対
策
特
例
加
算
）
に
よ

り
、
地
方
負
担
分
は
、
地
方
財
政
法
第
五
条

の
特
例
と
な
る
地
方
債（
臨
時
財
政
対
策
債
）

に
よ
り
補
填
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  （
２
）
東
日
本
大
震
災
分
（
資
料
①
、
⑦
）

　
東
日
本
大
震
災
分
に
つ
い
て
は
、
被
災
団

体
を
は
じ
め
と
し
た
地
方
の
復
旧
・
復
興
事

業
及
び
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
て

の
用
務
員
事
務
」
な
ど
「
十
六
業
務
」
を
対

象
に
導
入
さ
れ
た｢

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
」

に
つ
い
て
、
平
成
二
十
九
年
度
も
段
階
的
な

反
映
に
お
け
る
見
直
し
が
な
さ
れ
る
と
と
も

に
、
新
た
に
二
業
務
が
導
入
予
定
（
本
県
市

町
村
に
は
影
響
な
し
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
の
合
併
に
よ
る
行
政
区
域
の
広
域
化

を
反
映
し
た
普
通
交
付
税
算
定
方
法
の
改
正

が
、
引
き
続
き
行
わ
れ
ま
す
。
平
成
二
十
七

年
度
に
見
直
し
を
行
っ
た
「
消
防
費
」
や

「
清
掃
費
」
等
、
及
び
平
成
二
十
八
年
度
に

見
直
し
を
行
っ
た
「
保
健
衛
生
費
」
や
「
徴

税
費
」
等
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

段
階
的
に
交
付
税
の
算
定
に
反
映
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
九
年
度
は
、

平
成
二
十
六
年
度
に
創
設
さ
れ
た
支
所
に
要

す
る
経
費
に
係
る
補
正
に
つ
い
て
、
旧
市
町

村
地
域
に
お
け
る
交
通
手
段
の
確
保
、
景
観

保
全
、
荒
廃
防
止
等
に
要
す
る
経
費
が
増
額

さ
れ
る
と
と
も
に
、「
そ
の
他
の
教
育
費
」

に
お
い
て
人
口
密
度
に
応
じ
た
補
正
の
新
設
、

「
都
市
計
画
費
」、「
そ
の
他
の
土
木
費
」
等

に
つ
い
て
は
、
標
準
団
体
の
面
積
の
見
直
し

に
伴
う
単
位
費
用
の
見
直
し
を
三
年
間
か
け

て
段
階
的
に
交
付
税
の
算
定
に
反
映
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
資
料
⑥
）

　
さ
ら
に
、
平
成
三
十
年
度
以
降
も
、
引
き

続
き
検
討
が
進
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

【
地
方
の
財
源
不
足
の
補
填
】

　
平
成
二
十
九
年
度
に
お
い
て
は
、
経
済
の

動
向
を
反
映
し
て
、
地
方
税
収
入
や
地
方
交

付
税
の
原
資
と
な
る
国
税
収
入
が
高
水
準
で

あ
る
も
の
の
伸
び
が
鈍
化
す
る
一
方
で
、
交

付
税
特
別
会
計
に
お
け
る
前
年
度
か
ら
の
繰

越
金
が
な
い
こ
と
、
社
会
保
障
関
係
経
費
の

自
然
増
な
ど
に
よ
り
、
六
兆
九
七
一
〇
億
円

の
財
源
不
足
額
が
生
じ
る
見
込
み
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
平
成

三
十
一
年
度
ま
で
の
間
は
、
平
成
二
十
八
年

度
と
同
様
、
財
源
不
足
額
の
う
ち
、
建
設
地

方
債
（
財
源
対
策
債
）
の
増
発
等
に
よ
っ
て

資料⑥
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実
施
す
る
全
国
防
災
事
業
に
つ
い
て
、
通
常

収
支
分
と
は
そ
れ
ぞ
れ
別
枠
で
整
理
さ
れ
て

お
り
、
所
要
の
事
業
費
及
び
財
源
が
確
保
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
歳
出
規
模
は
、
復
旧
・
復
興
事
業
で

は
、
一
兆
二
八
四
二
億
円
、
全
国
防
災
事
業

で
は
、
九
四
六
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
分
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
震
災
復
興
特
別
交
付
税
】

　
東
日
本
大
震
災
に
係
る
復
旧
・
復
興
事
業

等
の
実
施
の
た
め
の
特
別
の
財
政
需
要
等
を

考
慮
し
て
交
付
さ
れ
る
震
災
復
興
特
別
交
付

税
に
つ
い
て
は
、
四
五
〇
三
億
円
が
確
保
さ

れ
て
い
ま
す
。

【
全
国
防
災
事
業
】

　
全
国
防
災
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十

七
年
度
で
終
了
し
て
お
り
、
歳
出
と
し
て
は

公
債
費
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
　
お
わ
り
に

　
平
成
二
十
九
年
度
地
方
財
政
計
画
に
お
い

て
は
、
交
付
税
特
別
会
計
に
お
け
る
前
年
度

か
ら
の
繰
越
金
が
な
い
こ
と
等
を
は
じ
め
と

す
る
厳
し
い
状
況
の
中
、
地
方
交
付
税
の
減

少
や
臨
時
財
政
対
策
債
の
増
額
を
極
力
抑
制

し
た
上
で
、
前
年
度
を
上
回
る
「
地
方
一
般

財
源
」
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
本
県
は
じ
め
地
方
か
ら

求
め
て
き
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

事
業
費
」
の
確
保
、
そ
れ
と
は
別
に

｢

公
共

施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
費
」
の
創
設
と
、

そ
の
う
ち
の
長
寿
命
化
事
業
等
へ
の
地
方
財

政
措
置
が
拡
充
さ
れ
た
こ
と
は
、
地
方
財
政

に
一
定
の
配
慮
が
な
さ
れ
た
も
の
と
し
て
評

価
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
、
平
成
二
十
九
年
度
は

｢

経
済
・

財
政
再
生
計
画
」
の
２
年
目
で
も
あ
り
、
地

方
に
お
い
て
も
、
国
の
取
り
組
み
と
基
調
を

合
わ
せ
徹
底
し
た
歳
出
の
見
直
し
を
迫
ら
れ

る
中
、
歳
出
特
別
枠
に
つ
い
て
も
実
質
的
な

歳
出
規
模
は
維
持
さ
れ
た
と
は
い
え
、
大
幅

に
減
額
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

「
骨
太
の
方
針
」
に
基
づ
く
一
般
財
源
総
額

の
水
準
確
保
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
年
度

ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
国
の
議
論
の

方
向
に
よ
っ
て
は
、
一
般
財
源
総
額
や
地
方

交
付
税
総
額
の
確
保
に
つ
い
て
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
地
方
創
生
に
取
り
組
む
た
め
の
財
政
需
要

や
社
会
保
障
関
係
費
の
自
然
増
な
ど
が
見
込

ま
れ
る
中
、
地
方
交
付
税
の
安
定
的
な
総
額

確
保
は
最
重
要
の
課
題
で
す
。
財
源
保
障
や

財
源
調
整
な
ど
制
度
本
来
の
機
能
を
適
切
に

発
揮
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
地
方
公
共
団

体
の
財
政
運
営
の
予
見
性
向
上
の
た
め
、
法

定
率
の
さ
ら
な
る
引
上
げ
に
よ
り
、
安
定
的

な
総
額
確
保
策
を
講
じ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
市
町
村
課
に
お
き
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
、

県
内
市
町
村
と
の
連
携
を
一
層
密
に
し
て
、

「
徳
島
発
の
政
策
提
言
」
や
全
国
知
事
会
な

ど
を
通
じ
た
提
言
活
動
に
よ
り
、
粘
り
強
く

そ
の
実
現
を
訴
え
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
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区　　　　分
平成29年度

（Ａ)
平成28年度

（Ｂ)
増　減　額

(Ａ)−(Ｂ)　(Ｃ)
増　減　率
(Ｃ) ／ (Ｂ)

歳
　
　
入

震 災 復 興 特 別 交 付 税 4,503 4,802 △ 299 △ 6.2

一 般 財 源 充 当 分 77 79 △ 2 △ 2.5

国 庫 支 出 金 8,059 12,528 △ 4,469 △ 35.7

地 方 債 161 331 △ 170 △ 51.4

雑 収 入 42 59 △ 17 △ 28.8

計 12,842 17,799 △ 4,957 △ 27.8

歳
　
　
　
　
出

給 与 関 係 経 費 96 104 △ 8 △ 7.7

一 般 行 政 経 費 4,200 5,464 △ 1,264 △ 23.1

補 助 3,374 4,625 △ 1,251 △ 27.0

単 独 826 839 △ 13 △ 1.5

公 債 費 43 60 △ 17 △ 28.3

投 資 的 経 費 8,341 12,024 △ 3,683 △ 30.6

直 轄 ・ 補 助 7,967 11,648 △ 3,681 △ 31.6

単 独 374 376 △ 2 △ 0.5

公 営 企 業 繰 出 金 162 147 15 10.2

計 12,842 17,799 △ 4,957 △ 27.8

資料⑦ 地方財政計画歳入歳出一覧（東日本大震災分）

（単位：億円、％）(1)　復旧・復興事業

区　　　　分
平成29年度

（Ａ)
平成28年度

（Ｂ)
増　減　額

(Ａ)−(Ｂ)　(Ｃ)
増　減　率
(Ｃ) ／ (Ｂ)

歳
　
　
入

地 方 税 720 720 0 0.0

一 般 財 源 充 当 分 225 589 △ 364 △ 61.8

雑 収 入 1 1 0 0.0

計 946 1,310 △ 364 △ 27.8

歳
　
出

公 債 費 946 1,310 △ 364 △ 27.8

計 946 1,310 △ 364 △ 27.8

（単位：億円、％）(2)　全国防災事業

特
集特集●　平成29年度　地方財政計画の概要について

特
集 特集●　平成29年度　地方財政計画の概要について　
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区　　　　分
平成29年度

（Ａ)
平成28年度

（Ｂ)
増　減　額

(Ａ)−(Ｂ)　(Ｃ)
増　減　率
(Ｃ) ／ (Ｂ)

歳
　
　
　
　
　
　
入

地 方 税 391,383 387,742 3,641 0.9

地 方 譲 与 税 25,364 24,322 1,042 4.3

地 方 特 例 交 付 金 1,328 1,233 95 7.7

地 方 交 付 税 167,801 171,805 △ 4,004 △ 2.3

震 災 復 興 特 別 交 付 税 以 外 163,298 167,003 △ 3,705 △ 2.2

震 災 復 興 特 別 交 付 税 4,503 4,802 △ 299 △ 6.2

国 庫 支 出 金 143,445 144,712 △ 1,267 △ 0.9

地 方 債 92,068 88,938 3,130 3.5

う ち 臨 時 財 政 対 策 債 40,452 37,880 2,572 6.8

う ち 財 源 対 策 債 7,900 7,900 0 0.0

使 用 料 及 び 手 数 料 16,184 16,247 △ 63 △ 0.4

雑 収 入 42,413 41,703 710 1.7

計 879,986 876,702 3,284 0.4

一 般 財 源 626,328 622,982 3,346 0.5

歳
　
　
　
　
　
　
出

給 与 関 係 経 費 203,305 203,378 △ 73 △ 0.0

退 職 手 当 以 外 186,833 185,911 922 0.5

退 職 手 当 16,472 17,467 △ 995 △ 5.7

一 般 行 政 経 費 369,790 363,395 6,395 1.8

補 助 201,183 194,629 6,554 3.4

単 独 141,039 141,213 △ 174 △ 0.1

国民健康保険・後期高齢者医療制度関係事業費 15,068 15,053 15 0.1

ま ち・ ひ と・ し ご と 創 生 事 業 費 10,000 10,000 0 0.0

重 点 課 題 対 応 分 2,500 2,500 0 0.0

地 域 経 済 基 盤 強 化・ 雇 用 等 対 策 費 1,950 4,450 △ 2,500 △ 56.2

公 債 費 126,891 129,421 △ 2,530 △ 2.0

維 持 補 修 費 12,621 12,198 423 3.5

投 資 的 経 費 121,911 124,070 △ 2,159 △ 1.7

直 轄 ・ 補 助 65,240 69,353 △ 4,113 △ 5.9

単 独 56,671 54,717 1,954 3.6

う ち 緊 急 防 災・ 減 災 事 業 費 5,000 5,000 0 0.0

うち公共施設等適正管理推進事業費
※平成28年度は公共施設等最適化事業費

3,500 2,000 1,500 75.0

公 営 企 業 繰 出 金 25,418 25,290 128 0.5

企 業 債 償 還 費 普 通 会 計 負 担 分 15,863 15,905 △ 42 △ 0.3

そ の 他 9,555 9,385 170 1.8

不 交 付 団 体 水 準 超 経 費 18,100 14,500 3,600 24.8

計 879,986 876,702 3,284 0.4

地 方 一 般 歳 出 719,132 716,876 2,256 0.3

（参考） 通常収支分と東日本大震災分の合計
（単位：億円、％）

特
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平
成
二
十
九
年
度
地
方
債
計
画
は
、
平
成

二
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日
に
取
り
ま
と
め

ら
れ
た
。

　
毎
年
度
の
地
方
債
計
画
は
、
地
方
財
政
法

第
五
条
の
三
第
十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

同
意
等
を
行
う
地
方
債
の
予
定
額
の
総
額
そ

の
他
政
令
で
定
め
る
事
項
に
関
す
る
書
類
と

し
て
作
成
、
公
表
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
地

方
交
付
税
制
度
と
と
も
に
地
方
財
源
を
保
障

す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

Ⅰ
　
地
方
債
計
画
の
策
定
方
針

　
平
成
二
十
九
年
度
地
方
債
計
画
は
、
引
き

続
き
厳
し
い
地
方
財
政
の
状
況
の
下
で
、
地

方
財
源
の
不
足
に
対
処
す
る
た
め
の
措
置
を

講
じ
、
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
が
公
共
施
設

等
の
適
正
管
理
、
防
災
・
減
災
対
策
及
び
地

域
の
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
を
着
実
に
推
進

で
き
る
よ
う
、
所
要
の
地
方
債
資
金
の
確
保

を
図
る
と
と
も
に
、
東
日
本
大
震
災
に
関
連

す
る
事
業
を
円
滑
に
推
進
で
き
る
よ
う
、
所

要
額
に
つ
い
て
そ
の
全

額
を
公
的
資
金
で
確
保

を
図
る
こ
と
と
し
て
、

通
常
収
支
分
、
東
日
本

大
震
災
分
の
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
策
定
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
両
者
を
合

計
し
た
地
方
債
の
総
額

は
、
一
一
兆
六
、
四
四

五
億
円
と
な
り
、
前
年

度
に
比
べ
て
三
、
九
八

三
億
円
、
三
・
五
％
の

増
と
な
っ
て
い
る
。（
表

１
）

平
成
二
十
九
年
度
　
地
方
債
計
画
の
概
要
等
に
つ
い
て

市
町
村
課
係
長
（
企
画
財
政
担
当
）　

青
　
木
　
秀
　
夫

区　　　分
平成29年度

（Ａ)
平成28年度

（Ｂ)
増　減　額

(Ａ)−(Ｂ)　(Ｃ)
増　減　率

(Ｃ) ／ (Ｂ)×100

普通会計分 92,068 88,938 3,130 3.5

通　常　分 42,816 42,258 558 1.3

特　別　分 49,252 46,680 2,572 5.5

臨時財政対策債 40,452 37,880 2,572 6.8

財 源 対 策 債 7,900 7,900 0 0.0

退 職 手 当 債 800 800 0 0.0

調　　　　　整 100 100 0 0.0

公営企業会計等分 24,377 23,524 853 3.6

総　　　計 116,445 112,462 3,983 3.5

通　常　分 67,193 65,782 1,411 2.1

特　別　分 49,252 46,680 2,572 5.5

（単位：億円、％）

平成29年度地方債計画（総括表）表１

（注）公営企業会計等分はすべて通常分である。

特
集特集●　平成29年度　地方債計画の概要等について

特
集 特集●　平成29年度　地方債計画の概要等について
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Ⅱ
　
地
方
債
計
画
の
主
な
特
色

１
　
通
常
収
支
分

（
１
）
概
況

　
　
平
成
二
十
九
年
度
地
方
債
計
画
の
通
常

収
支
分
に
つ
い
て
は
、
地
方
財
政
の
見
通

し
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
公
営
企
業
会
計
等

分
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
の
所
要

額
等
を
勘
案
し
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
総
計
で
は
、
普
通
会
計
分
が
九
兆
一
、

九
〇
七
億
円
、
公
営
企
業
会
計
等
分
が
二

兆
四
、
三
五
○
億
円
で
、
合
わ
せ
て
一
一

兆
六
、
二
五
七
億
円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、

前
年
度
に
比
べ
て
四
、
一
七
五
億
円
、
三
・

七
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
。（
表
２
）

（
２
）
主
な
特
色

　
①
　
公
共
施
設
の
適
正
管
理
の
推
進

　
　
　
地
方
公
共
団
体
が
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
等
に
基
づ
き
、
公
共
施
設
等

の
適
正
管
理
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
け
る
よ
う
、公
共
施
設
等
の
集
約
化
・

複
合
化
に
係
る
公
共
施
設
最
適
化
事
業

並
び
に
転
用
及
び
除
却
に
係
る
事
業
に
、

長
寿
命
化
、
立
地
適
正
化
及
び
災
害
時

の
役
場
の
中
枢
機
能
の
確
保
に
係
る
事

業
を
加
え
、
新
た
に
公
共
施
設
等
適
正

管
理
推
進
事
業
と
し
て
、
三
、
一
五
〇

億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
各
市
町
村
に
お
か
れ
て
は
、
こ
れ
ら

の
措
置
を
活
用
し
、
公
共
施
設
の
適
正

管
理
に
つ
い
て
、
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
等
に
基
づ
く
取
り
組
み
の
推
進

を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
②
　
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
の
推
進

　
　
　
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
八
年
度
ま
で
の
事
業
期
間
と

さ
れ
て
い
た
が
、
地
方
公
共
団
体
が
引

き
続
き
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
防
災
・

減
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
、

対
象
事
業
を
拡
充
し
た
上
で
、
東
日
本

大
震
災
に
係
る
復
興
・
創
生
期
間
で
あ

る
平
成
三
十
二
年
度
ま
で
継
続
さ
れ
、

前
年
度
と
同
額
の
五
、
〇
〇
〇
億
円
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
③
　
過
疎
対
策
事
業
の
推
進

　
　
　
公
共
施
設
の
適
正
管
理
を
推
進
す
る

た
め
、
過
疎
対
策
事
業
が
充
実
さ
れ
、

前
年
度
比
三
○
○
億
円
増
の
四
、
五
〇

〇
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
④
　
地
方
公
営
企
業
に
よ
る
生
活
関
連
社

会
資
本
の
整
備
の
推
進

　
　
　
上
・
下
水
道
、
交
通
、
病
院
等
住
民

生
活
に
密
接
に
関
連
し
た
社
会
資
本
の

整
備
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
、

事
業
の
実
施
状
況
等
を
踏
ま
え
、
所
要

額
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
⑤
　
公
営
企
業
会
計
の
適
用
の
推
進

　
　
　
地
方
公
営
企
業
へ
の
公
営
企
業
会
計

の
適
用
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、

公
営
企
業
会
計
の
適
用
に
要
す
る
経
費

に
つ
い
て
、
公
営
企
業
債
の
対
象
と
す

る
こ
と
と
し
、
所
要
額
が
計
上
さ
れ
　

て
い
る
。

　
⑥
　
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行

　
　
　
地
方
財
源
の
不
足
に
対
処
す
る
た

め
、
地
方
財
政
法
第
五
条
の
特
例
と
し

て
、
前
年
度
に
比
べ
て
二
、
五
七
二
億

円
、
六
・
八
％
増
の
四
兆
四
五
二
億
円

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

２
　
東
日
本
大
震
災
分

　
平
成
二
十
九
年
度
地
方
債
計
画
の
東
日
本

大
震
災
分
に
つ
い
て
は
、
復
旧
・
復
興
事
業

と
し
て
、
総
計
で
一
八
八
億
円
が
計
上
さ
れ

て
お
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
一
九
二
億
円
、

五
〇
・
五
％
の
減
と
な
っ
て
い
る
。（
表
３
）

特
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（単位：億円、％）

平成29年度地方債計画
（通常収支分）

表２

項　　　　目
平成29年度
計画額（Ａ)

平成28年度
計画額（Ｂ)

差　　引
(Ａ)−(Ｂ)　(Ｃ)

増　減　率
(Ｃ)／(Ｂ)×100

一　一 般 会 計 債

　１　公 共 事 業 等 16,443 16,601 △ 158 △ 1.0

　２　公 営 住 宅 建 設 事 業 1,130 1,141 △ 11 △ 1.0

　３　災 害 復 旧 事 業 873 711 162 22.8

　４　教育・福祉施設等整備事業 3,391 3,395 △ 4 △ 0.1

　　(1)　学 校 教 育 施 設 等 1,245 1,248 △ 3 △ 0.2

　　(2)　社 会 福 祉 施 設 383 381 2 0.5

　　(3)　一 般 廃 棄 物 処 理 656 657 △ 1 △ 0.2

　　(4)　一 般 補 助 施 設 等 567 569 △ 2 △ 0.4

　　(5)　施 設（ 一 般 財 源 化 分） 540 540 0 0.0

　５　一 般 単 独 事 業 21,927 21,474 453 2.1

　　(1)　一　　　　　　　　　般 2,795 4,362 △ 1,567 △ 35.9

　　(2)　地 域 活 性 化 690 690 0 0.0

　　(3)　防 災 対 策 871 871 0 0.0

　　(4)　地 方 道 路 等 3,221 3,221 0 0.0

　　(5)　旧 合 併 特 例 6,200 6,200 0 0.0

　　(6)　緊 急 防 災 ・ 減 災 5,000 5,000 0 0.0

　　(7)　公 共 施 設 等 適 正 管 理 3,150 1,130 2,020 178.8

　６　辺 地 及 び 過 疎 対 策 事 業 4,975 4,665 310 6.6

　　(1)　辺 地 対 策 475 465 10 2.2

　　(2)　過 疎 対 策 4,500 4,200 300 7.1

　７　公 共 用 地 先 行 取 得 等 事 業 345 345 0 0.0

　８　行 政 改 革 推 進 700 700 0 0.0

　９　調　　　　　　　　　　　整 100 100 0 0.0

計 49,884 49,132 752 1.5

二　公 営 企 業 債

　１　水 道 事 業 5,043 4,473 570 12.7

　２　工　業　用　水　道　事　業 247 222 25 11.3

　３　交 通 事 業 1,611 1,654 △ 43 △ 2.6

　４　電 気 事 業 ・ ガ ス 事 業 202 178 24 13.5

　５　港 湾 整 備 事 業 509 461 48 10.4

　６　病院事業・介護サービス事業 4,614 4,434 180 4.1

　７　市 場 事 業 ・ と 畜 場 事 業 235 458 △ 223 △ 48.7

　８　地 域 開 発 事 業 622 699 △ 77 △ 11.0

　９　下 水 道 事 業 11,904 11,597 307 2.6

　10　観 光 そ の 他 事 業 134 94 40 42.6

計 25,121 24,270 851 3.5

合　　　　　計 75,005 73,402 1,603 2.2
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Ⅲ
　
地
方
債
資
金
の
確
保

　
平
成
二
十
九
年
度
地
方
債
計
画
の
資
金
の

構
成
は
、
表
２
、
表
３
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
る
。

　
通
常
収
支
分
の
公
的
資
金
（
財
政
融
資
資

金
、
地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
資
金
）
に
つ

い
て
は
、
前
年
度
と
同
程
度
の
割
合
が
確
保

さ
れ
、
所
要
額
と
し
て
、
四
兆
六
、
六
○
九

億
円
（
前
年
度
比
四
九
四
億
円
、一
・
一
％
増
、

構
成
比
四
〇
・
一
％
）
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
分
に
つ
い
て
は
、

関
連
す
る
事
業
が
円
滑
に
推
進
で
き
る
よ
う
、

所
要
額
の
全
額
が
公
的
資
金
で
確
保
さ
れ
て

い
る
。

　
一
方
、
民
間
等
資
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の

円
滑
な
調
達
を
図
る
た
め
、
市
場
公
募
地
方

債
の
発
行
を
引
き
続
き
推
進
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。

Ⅳ
　
地
方
公
営
企
業
の
改
革
に

　
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
公
営
企
業
に
つ
い
て
は
、
保
有
す
る
資
産

の
老
朽
化
に
伴
う
大
量
更
新
期
の
到
来
や
人

口
減
少
等
に
伴
う
料
金
収
入
の
減
少
等
に
よ

り
、
経
営
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、

特
集 特集●　平成29年度　地方債計画の概要等について

（単位：億円、％）

項　　　　目
平成29年度
計画額（Ａ)

平成28年度
計画額（Ｂ)

差　　引
(Ａ)−(Ｂ)　(Ｃ)

増　減　率
(Ｃ)／(Ｂ)×100

三　臨 時 財 政 対 策 債 40,452 37,880 2,572 6.8

四　退 職 手 当 債 800 800 0 0.0

五　国 の 予 算 等 貸 付 金 債 （　　　266） （　　　302） （△ 36） （△ 11.9）

総　　　　　計
（　　　266） （　　　302） （△ 36） （△ 11.9）

116,257 112,082 4,175 3.7

内 

訳

普 通 会 計 分 91,907 88,607 3,300 3.7

公 営 企 業 会 計 等 分 24,350 23,475 875 3.7

資　金　区　分

公 的 資 金 46,609 46,115 494 1.1

財 政 融 資 資 金 28,545 28,076 469 1.7

地 方 公 共 団 体 金 融 機 構 資 金 18,064 18,039 25 0.1

（ 国 の 予 算 等 貸 付 金 ） （　　　266） （　　　302） （△ 36） （△ 11.9）

民 間 等 資 金 69,648 65,967 3,681 5.6

市 場 公 募 38,200 36,900 1,300 3.5

銀 行 等 引 受 31,448 29,067 2,381 8.2

その他同意等の見込まれる項目
　１　資金区分の変更等を行う場合において発行する借換債
　２　地方税等の減収が生じることとなる場合において発行する減収補塡債
　３　財政再生団体が発行する再生振替特例債

（備考）
１　一般補助施設等のうち、特別転貸債分として 95 億円を計上している。
２　公共施設等適正管理の平成 28 年度計画額は、公共施設適正化に係る額である。
３　国の予算等貸付金債の（　）書は、災害援護資金貸付金などの国の予算等に基づく貸付金を財源とするものであって外

書である。
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（単位：億円、％）

平成29年度地方債計画
（東日本大震災分）

表３

項　　　　　目
平成29年度
計画額（Ａ)

平成28年度
計画額（Ｂ)

差　　引
(Ａ)−(Ｂ)　(Ｃ)

増　減　率
(Ｃ)／(Ｂ)×100

一般会計債

公営住宅建設事業 158 323 △ 165 △ 51.1

災害復旧事業 18 18 0 0.0

一般単独事業 3 8 △ 5 △ 62.5

公営企業債

水道事業 0 1 △ 1 △ 100.0

市場事業・と畜場事業 1 4 △ 3 △ 75.0

下水道事業 8 22 △ 14 △ 63.6

被災施設借換債 0 4 △ 4 △ 100.0

国の予算等貸付金債 （　　　　　5） （　　　　15） （△ 10） （△ 66.7）

総　　　　　　　　計
（　　　　　5） （　　　　15） （△ 10） （△ 66.7）

188 380 △ 192 △ 50.5

内
訳

普 通 会 計 分 161 331 △ 170 △ 51.4

公 営 企 業 会 計 等 分 27 49 △ 22 △ 44.9

資
金
区
分

公 的 資 金

財 政 融 資 資 金 135 259 △ 124 △ 47.9

地方公共団体金融機構資金 53 121 △ 68 △ 56.2

（ 国 の 予 算 等 貸 付 金 ） （　　　　　5） （　　　　15） （△ 10） （△ 66.7）

その他同意等の見込まれる項目
　１　東日本大震災復興特別会計予算に係る国庫支出金を受けて事業を実施する場合に発行する一般補助施設

整備等事業債
　２　上記以外の東日本大震災復興特別会計予算に係る復興交付金等を受けて事業を実施する場合に発行する

公営企業債
　３　上記以外の公営企業の事業区分において発行する震災減収対策企業債

（備考）
　　国の予算等貸付金債の（　）書は、国の予算等に基づく貸付金を財源とするものであって外書である。

復旧・復興事業

特
集特集●　平成29年度　地方債計画の概要等について

特
集 特集●　平成29年度　地方債計画の概要等について
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不
断
の
経
営
健
全
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
総
務
省
は
、「
経

営
状
況
の
把
握
と
管
理
」
に
つ
い
て
は
「
公

営
企
業
会
計
の
適
用
」
を
、「
経
営
改
革
」

に
つ
い
て
は
中
長
期
的
な
経
営
の
基
本
計
画

で
あ
る
「
経
営
戦
略
」
の
策
定
を
要
請
し
て

い
る
。

１
　
公
営
企
業
会
計
の

適
用
の
推
進

　
平
成
二
十
七
年
一

月
二
十
七
日
に
総
務

大
臣
通
知
、
自
治
財

政
局
長
通
知
が
発
出

さ
れ
、
経
営
基
盤
の

強
化
や
財
政
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
向
上
等
を

よ
り
的
確
に
行
う
た

め
に
は
、
公
営
企

業
会
計
を
適
用
し
、　

自
ら
の
経
営
・
資
産

等
を
正
確
に
把
握
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
資
料
１
）

具
体
的
に
は
、

　
○
平
成
二
十
七
年
度

か
ら
平
成
三
十
一
年
度
ま
で
を
公
営
企

業
会
計
適
用
の
「
集
中
取
組
期
間
」
と

す
る

　
○
下
水
道
事
業
及
び
簡
易
水
道
事
業
を

「
重
点
事
業
」
と
位
置
付
け

　
　
・
都
道
府
県
及
び
人
口
三
万
人
以
上
の

市
区
町
村
等
に
つ
い
て
は
、
公
共
下

水
道
、
流
域
下
水
道
、
簡
易
水
道
事

業
の
移
行
が
必
要
。
人
口
三
万
人
未

満
の
市
町
村
に
つ
い
て
も
で
き
る
限

り
移
行
が
必
要

　
　
・
そ
の
他
の
事
業
も
実
情
に
応
じ
て
移

行
が
望
ま
し
い

な
ど
と
さ
れ
て
い
る
。

　
各
市
町
村
に
お
か
れ
て
は
、
総
務
省
が
策

定
・
公
表
し
て
い
る
「
地
方
公
営
企
業
法
の

適
用
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
や
、
公
営
企

業
会
計
の
適
用
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充

当
す
る
た
め
に
措
置
さ
れ
て
い
る
公
営
企
業

債（
平
成
二
十
七
年
度
〜
平
成
三
十
一
年
度
）

等
を
適
切
に
活
用
し
な
が
ら
、
公
営
企
業
会

計
の
適
用
が
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
着

実
な
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

２
　「
経
営
戦
略
」
の
策
定

　
平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
九
日
、
平
成

二
十
八
年
一
月
二
十
六
日
に
公
営
企
業
三

課
室
長
通
知
が
発
出
さ
れ
、
各
公
営
企
業

が
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
事
業
を
継

続
し
て
い
く
た
め
の
中
長
期
的
な
経
営
の

基
本
計
画
で
あ
る
「
経
営
戦
略
」
の
策
定

が
要
請
さ
れ
て
い
る
。（
資
料
２
）

　
　
具
体
的
に
は
、

　
○
「
経
済
・
財
政
再
生
計
画
」
の
「
集
中

改
革
期
間
」
で
あ
る
平
成
二
十
八
年
度

特
集 特集●　平成29年度　地方債計画の概要等について

資料１
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か
ら
平
成
三
十
年
度
ま
で
の
間
、
集
中

的
に
策
定
を
推
進
し
、
平
成
三
十
二
年

度
ま
で
に
策
定
率
一
○
○
％
を
目
指
す

　
○
水
道
事
業
の
高
料
金
対
策
、
下
水
道
事

業
の
高
資
本
費
対
策
に
つ
い
て
、
経
営

戦
略
策
定
を
要
件
化
（
平
成
二
十
九
年

度
〜
）

　
な
ど
と
さ
れ
て
い
る
。

　
各
市
町
村
に
お
か
れ
て

は
、
総
務
省
が
策
定
・
公

表
し
て
い
る
「
経
営
戦
略

策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
や
、

経
営
戦
略
の
策
定
に
要
す

る
経
費
に
対
す
る
特
別
交

付
税
措
置
（
平
成
二
十
八

年
度
〜
平
成
三
十
年
度
）

等
を
適
切
に
活
用
し
な
が

ら
、
実
効
性
の
あ
る
「
経

営
戦
略
」
が
策
定
で
き
る

よ
う
、
着
実
な
取
り
組
み

を
お
願
い
し
た
い
。

　

Ⅴ
　
お
わ
り
に

　
各
市
町
村
に
お
か
れ
て

は
、
中
長
期
的
な
視
点
に

立
っ
た
計
画
的
な
財
政
運

営
に
資
す
る
た
め
、
地
方

債
の
発
行
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
年
度
の
地

方
債
計
画
の
内
容
に
十
分
ご
留
意
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
将
来
に
わ
た
る
地
方
債
の
発

行
計
画
や
償
還
計
画
等
に
よ
り
、
総
合
的
な

地
方
債
の
管
理
に
努
め
つ
つ
、
地
方
債
を
効

果
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
創
生

に
関
す
る
取
り
組
み
や
、
公
共
施
設
の
適
正

管
理
等
の
着
実
な
推
進
を
お
願
い
し
た
い
。

　
な
お
、
平
成
二
十
九
年
度
の
各
事
業
債
の

詳
細
な
取
扱
い
等
、
具
体
的
な
起
債
事
務
に

つ
い
て
は
、
総
務
省
が
告
示
す
る
地
方
債
同

意
等
基
準
や
、
総
務
副
大
臣
が
通
知
す
る
地

方
債
同
意
等
基
準
運
用
要
綱
等
を
踏
ま
え
、

適
切
な
事
務
処
理
を
お
願
い
し
た
い
。

特
集特集●　平成29年度　地方債計画の概要等について

特
集 特集●　平成29年度　地方債計画の概要等について

資料２



23　AWA no JICHI No.90

特
集 特集●　平成29年度　地方債計画の概要等について

（単位：億円、％）

平成29年度地方債計画
（通常収支分と東日本大震災分の合計）

（参考）

項　　　　目
平成29年度
計画額（Ａ)

平成28年度
計画額（Ｂ)

差　　引
(Ａ)−(Ｂ)　(Ｃ)

増　減　率
(Ｃ)／(Ｂ)×100

一　一 般 会 計 債

　１　公 共 事 業 等 16,443 16,601 △ 158 △ 1.0

　２　公 営 住 宅 建 設 事 業 1,288 1,464 △ 176 △ 12.0

　３　災 害 復 旧 事 業 891 729 162 22.2

　４　教育・福祉施設等整備事業 3,391 3,395 △ 4 △ 0.1

　　(1)　学 校 教 育 施 設 等 1,245 1,248 △ 3 △ 0.2

　　(2)　社 会 福 祉 施 設 383 381 2 0.5

　　(3)　一 般 廃 棄 物 処 理 656 657 △ 1 △ 0.2

　　(4)　一 般 補 助 施 設 等 567 569 △ 2 △ 0.4

　　(5)　施 設（ 一 般 財 源 化 分） 540 540 0 0.0

　５　一 般 単 独 事 業 21,930 21,482 448 2.1

　　(1)　一　　　　　　　　　般 2,798 4,370 △ 1,572 △ 36.0

　　(2)　地 域 活 性 化 690 690 0 0.0

　　(3)　防 災 対 策 871 871 0 0.0

　　(4)　地 方 道 路 等 3,221 3,221 0 0.0

　　(5)　旧 合 併 特 例 6,200 6,200 0 0.0

　　(6)　緊 急 防 災 ・ 減 災 5,000 5,000 0 0.0

　　(7)　公 共 施 設 等 適 正 管 理 3,150 1,130 2,020 178.8

　６　辺 地 及 び 過 疎 対 策 事 業 4,975 4,665 310 6.6

　　(1)　辺 地 対 策 475 465 10 2.2

　　(2)　過 疎 対 策 4,500 4,200 300 7.1

　７　公 共 用 地 先 行 取 得 等 事 業 345 345 0 0.0

　８　行 政 改 革 推 進 700 700 0 0.0

　９　調　　　　　　　　　　　整 100 100 0 0.0

計 50,063 49,481 582 1.2

二　公 営 企 業 債

　１　水 道 事 業 5,043 4,474 569 12.7

　２　工　業　用　水　道　事　業 247 222 25 11.3

　３　交 通 事 業 1,611 1,654 △ 43 △ 2.6

　４　電 気 事 業 ・ ガ ス 事 業 202 178 24 13.5

　５　港 湾 整 備 事 業 509 461 48 10.4

　６　病院事業・介護サービス事業 4,614 4,434 180 4.1

　７　市 場 事 業 ・ と 畜 場 事 業 236 462 △ 226 △ 48.9

　８　地 域 開 発 事 業 622 699 △ 77 △ 11.0

　９　下 水 道 事 業 11,912 11,619 293 2.5

　10　観 光 そ の 他 事 業 134 94 40 42.6

計 25,130 24,297 833 3.4

合　　　　　計 75,193 73,778 1,415 1.9
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特
集特集●　平成29年度　地方債計画の概要等について

特
集 特集●　平成29年度　税制改正（市町村税関係）について

（単位：億円、％）

項　　　　目
平成29年度
計画額（Ａ)

平成28年度
計画額（Ｂ)

差　　引
(Ａ)−(Ｂ)　(Ｃ)

増　減　率
(Ｃ)／(Ｂ)×100

三　被 災 施 設 借 換 債 0 4 △ 4 △ 100.0

四　臨 時 財 政 対 策 債 40,452 37,880 2,572 6.8

五　退 職 手 当 債 800 800 0 0.0

六　国 の 予 算 等 貸 付 金 債 （　　　271） （　　　317） （△ 46） （△ 14.5）

総　　　　　計
（　　　271） （　　　317） （△ 46） （△ 14.5）

116,445 112,462 3,983 3.5

内 

訳

普 通 会 計 分 92,068 88,938 3,130 3.5

公 営 企 業 会 計 等 分 24,377 23,524 853 3.6

資　金　区　分

公 的 資 金 46,797 46,495 302 0.6

財 政 融 資 資 金 28,680 28,335 345 1.2

地 方 公 共 団 体 金 融 機 構 資 金 18,117 18,160 △ 43 △ 0.2

（ 国 の 予 算 等 貸 付 金 ） （　　　271） （　　　317） （△ 46） （△ 14.5）

民 間 等 資 金 69,648 65,967 3,681 5.6

市 場 公 募 38,200 36,900 1,300 3.5

銀 行 等 引 受 31,448 29,067 2,381 8.2

その他同意等の見込まれる項目
　１　資金区分の変更等を行う場合において発行する借換債
　２　地方税等の減収が生じることとなる場合において発行する減収補塡債
　３　財政再生団体が発行する再生振替特例債

（備考）

　１　一般補助施設等のうち、特別転貸債分として 95 億円を計上している。
　２　公共施設等適正管理の平成 28 年度計画額は、公共施設最適化に係る額である。
　３　国の予算等貸付金債の（　）書は、災害援護資金貸付金などの国の予算等に基づく貸付金を財源とするもの

であって外書である。
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は
じ
め
に

　
平
成
二
十
九
年
度
の
税
制
改
正
は
、
平
成

二
十
八
年
十
二
月
八
日
に
与
党
に
お
い
て
、

平
成
二
十
九
年
度
税
制
改
正
大
綱（
以
下「
与

党
大
綱
」
と
い
う
。）
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
、

同
二
十
二
日
に
政
府
に
お
い
て
「
平
成
二
十

九
年
度
税
制
改
正
の
大
綱
」
が
閣
議
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
与
党
大
綱
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組

に
よ
り
、
雇
用
・
所
得
環
境
は
改
善
さ
れ
て

き
て
い
る
も
の
の
、
個
人
消
費
や
設
備
投
資

は
力
強
さ
を
欠
く
状
況
に
あ
る
と
し
て
、
我

が
国
経
済
の
更
な
る
成
長
力
の
底
上
げ
の
た

め
、「
一
億
総
活
躍
社
会
」
を
目
指
し
、
多

様
な
働
き
方
が
可
能
と
な
る
第
一
弾
と
し
て
、

就
業
調
整
を
意
識
し
な
く
て
済
む
よ
う
に
配

偶
者
控
除
等
が
見
直
さ
れ
る
と
と
も
に
、
経

済
の
「
好
循
環
」・「
地
方
創
生
」
の
強
化
に

向
け
て
、
地
域
中
小
企
業
向
け
設
備
投
資
促

進
税
制
の
拡
充
等
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
消
費
税
率
の
引
上
げ
延
期
に
伴
い

「
地
方
法
人
課
税
の
是
正
」
や
「
環
境
性
能

割
の
創
設
」
な
ど
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
同

税
率
引
上
げ
ま
で
適
用
が
先
送
り
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
御
留
意
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
平
成
二

十
九
年
度
税
制
改
正
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
以
下
市
町
村
税
に
関
す
る
主
な
改
正

点
を
御
説
明
し
ま
す
。

１
　
個
人
住
民
税
関
係

（
１
）　
配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控
除
の

見
直
し(
平
成
三
十
一
年
度
〜
）

　
個
人
所
得
課
税
に
つ
い
て
は
、
派
遣
社
員

の
増
加
な
ど
、
社
会
の
著
し
い
構
造
変
化
の

中
で
、
近
年
、
結
婚
や
出
産
を
す
る
経
済
的

余
裕
が
な
い
若
者
が
増
加
し
て
お
り
、
少
子

化
対
策
の
観
点
か
ら
も
、
こ
の
若
者
世
代
に

対
す
る
、
総
合
的
な
取
組
が
不
可
欠
と
し
て
、

平
成
二
十
七
年
度
税
制
改
正
で
、
効
果
的
・

効
率
的
に
子
育
て
を
支
援
す
る
観
点
、
働
き

方
の
選
択
に
対
し
て
中
立
的
な
税
制
を
構
築

す
る
観
点
を
含
め
、
社
会
・
経
済
の
構
造
変

化
に
対
応
す
る
た
め
の
各
種
控
除
や
税
率
構

造
の
一
体
的
な
見
直
し
を
丁
寧
に
検
討
す
る

と
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

  

そ
の
後
の
税
制
調
査
会
な
ど
の
検
討
を
経

て
、
二
十
九
年
度
改
正
で
は
、
就
業
調
整
を

め
ぐ
る
喫
緊
の
課
題
に
対
応
す
る
と
し
て
、

配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控
除
の
見
直
し

を
行
い
、
女
性
が
就
業
調
整
を
意
識
せ
ず
に

働
け
る
よ
う
改
正
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
配
偶
者
の
所
得
に
つ
い
て
、

所
得
控
除
額
三
十
三
万
円
の
対
象
と
な
る
配

偶
者
の
合
計
所
得
金
額
を
四
十
五
万
円
未
満

か
ら
九
十
万
円
以
下
に
引
き
上
げ
る
と
と
も

に
、
税
負
担
の
公
平
性
等
の
観
点
か
ら
、
合

計
所
得
金
額
が
九
百
万
円
を
超
え
る
所
得
割

納
税
義
務
者
に
係
る
配
偶
者
控
除
等
に
つ
い

て
、
逓
減
・
消
失
す
る
仕
組
み
が
創
設
さ
れ
、

ま
た
、
同
所
得
金
額
が
一
千
万
円
を
超
え
る

同
義
務
者
者
に
は
配
偶
者
控
除
等
が
適
用
さ

平
成
二
十
九
年
度
　
税
制
改
正
（
市
町
村
税
関
係
）
に
つ
い
て

市
町
村
課
課
長
補
佐
（
税
政
担
当
）　

美
　
吉
　
克
　
春

特
集 特集●　平成29年度　税制改正（市町村税関係）について
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れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

  

な
お
、
こ
の
改
正
に
よ
る
個
人
住
民
税
の

減
額
分
に
つ
い
て
は
、
全
額
国
費
で
補
填
さ

れ
ま
す
。

（
表
１
）

（
２
）　
森
林
吸
収
源
対

　
策
に
係
る
地
方
財
源

　
確
保
の
検
討

　
今
後
の
検
討
事
項
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
、「
森

林
吸
収
源
対
策
に
係
る

地
方
財
源
の
確
保
」
に

つ
い
て
、
今
回
の
改
正

に
お
い
て
一
定
の
方
向

性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
個
人
住
民

税
均
等
割
の
活
用
を
含

め
検
討
す
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

こ
の
項
で
御
報
告
い
た

し
ま
す
。

　
与
党
大
綱
で
は
、
森

林
の
整
備
等
に
関
す
る

市
町
村
の
役
割
を
明
確

に
し
つ
つ
、
市
町
村
が

主
体
と
な
っ
て
実
施
す

る
事
業
等
の
財
源
に
充

て
る
た
め
、
個
人
住
民
税
均
等
割
の
枠
組
み

の
活
用
を
含
め
、
都
市
・
地
方
を
通
じ
て
国

民
に
等
し
く
負
担
を
求
め
る
こ
と
を
基
本
と

す
る
森
林
環
境
税
（
仮
称
）
の
創
設
に
向
け

て
、
地
方
団
体
の
意
見
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

具
体
的
な
仕
組
み
等
に
つ
い
て
総
合
的
に
検

討
し
、
平
成
三
十
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て

結
論
を
得
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
政
府
税
制
調
査
会
な
ど
で
、
市
町

村
が
行
う
森
林
整
備
・
間
伐
等
の
事
業
の
明

確
化
を
し
た
上
で
、
そ
の
財
源
に
充
て
ら
れ

る
新
税
の
徴
税
の
仕
組
み
が
議
論
さ
れ
る
わ

け
で
す
が
、
去
る
一
月
二
十
三
日
に
開
催
さ

れ
た
総
務
省
主
催
の
会
議
で
は
、
現
段
階
で

は
、
国
税
と
し
て
一
旦
プ
ー
ル
し
、
全
額
地

方
に
譲
与
す
る
仕
組
み
と
し
、
森
林
整
備
等

の
財
源
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
現

在
三
十
七
府
県
が
課
税
し
て
い
る
森
林
整
備

の
た
め
の
目
的
税
と
並
立
さ
せ
て
い
く
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
議

論
に
注
視
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
表
２
）

２
　
車
体
課
税
関
係

グ
リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）
の
見
直
し

　
グ
リ
ー
ン
化
特
例
を
含
む
車
体
課
税
に
つ

い
て
は
、
平
成
二
十
八
年
度
与
党
税
制
改
正

大
綱
に
お
い
て
、
消
費
税
率
一
〇
％
引
上
げ

時
に
抜
本
的
に
見
直
す
と
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。

　
前
述
の
と
お
り
、
同
税
率
引
上
げ
延
期
に

伴
い
環
境
性
能
割
の
導
入
等
も
延
期
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
抜
本
的
な
改
革
に
つ
い
て
は
見

特
集特集●　平成29年度　税制改正（市町村税関係）について

特
集 特集●　平成29年度　税制改正（市町村税関係）について
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送
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
企
業
の
開
発
努
力

を
促
し
、
よ
り
燃
費
性
能
の
優
れ
た
自
動
車

の
普
及
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
、
自
動
車
取

得
税
に
お
け
る
エ
コ
カ
ー
減
税
及
び
自
動
車

税
・
軽
自
動
車
税
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
化
特

例
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

  

軽
自
動
車
に
お
い
て
は
、
燃
費
達
成
基
準

が
見
直
さ
れ
、
対
象
と
な
る
絞
り
込
み
を

行
っ
た
上
で
、
二
年
間
の
延
長
が
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

（
表
３
）

３
　
固
定
資
産
税
関
係

（
１
）　
地
域
の
中
小
企
業
に
よ
る
設
備
投
資

の
支
援
措
置
の
拡
充

　
平
成
二
十
八
年
度
税
制
改
正
で
、
地
域
の

特
集 特集●　平成29年度　税制改正（市町村税関係）について

表２
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中
小
企
業
に
よ
る
設
備
投
資
の
促
進
を
図
る

た
め
、
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
の
施
行
の

日
（
平
成
二
十
八
年
七
月
一
日
）
か
ら
平
成

三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い

て
、
中
小
企
業
者
等
が
同
法
に
規
定
さ
れ
た

経
営
力
向
上
計
画
に
記
載
さ
れ
た
経
営
力
向

上
設
備
の
う
ち
一

定
の
機
械
及
び
装

置
を
取
得
し
た
場

合
に
は
、
そ
の
固

定
資
産
税
に
つ
い

て
、
課
税
標
準
を

最
初
の
三
年
間
に

つ
い
て
価
格
の
二

分
の
一
と
す
る
特

例
措
置
が
設
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

  

二
十
九
年
度
改

正
で
は
、
固
定
資

産
税
の
市
町
村
に

お
け
る
重
要
性
に

鑑
み
、
前
述
の
特

例
は
期
限
の
到
来

を
も
っ
て
終
了
す

る
と
明
確
に
規
定

し
た
上
で
、
残
余

期
間
に
つ
い
て
、

地
域
の
中
小
企
業

に
よ
る
設
備
投
資
の
促
進
を
よ
り
図
る
と
し

て
、
措
置
対
象
に
測
定
工
具
及
び
検
査
工
具
、

器
具
・
備
品
並
び
に
建
物
附
属
設
備
（
償
却

資
産
と
し
て
課
税
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。）

の
う
ち
一
定
の
も
の
が
追
加
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

  

な
お
、
追
加
さ
れ
る
特
例
措
置
に
つ
い
て

は
、
最
低
賃
金
に
よ
り
、
都
道
府
県
ご
と
に

対
象
と
な
る
業
種
が
限
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

※
①
中
小
企
業
者
等

　
・
資
本
金
の
額
又
は
出
資
金
の
額
が
一
億

円
以
下
の
法
人

　
・
資
本
金
又
は
出
資
金
を
有
し
な
い
法
人

の
場
合
は
、
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の

数
が
一
、
〇
〇
〇
人
以
下
の
法
人

　
・
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
一
、
〇

〇
〇
人
以
下
の
個
人

※
②
一
定
の
機
械
及
び
装
置
（
次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
も
の
）

　
・
販
売
開
始
か
ら
一
定
期
間
以
内
の
も
の

　
　（
例
）
機
械
・
装
置
　
一
〇
年
以
内

　
　

　
　
器
具
・
備
品
　
　
六
年
以
内

　
・
旧
モ
デ
ル
比
で
生
産
性
が
年
一
％
以
上

向
上

　
・
取
得
価
額
が
一
定
以
上
の
も
の

　
　（
例
）
機
械
・
装
置
　
一
六
〇
万
円

　
　

　
　
器
具
・
備
品
　
　
三
〇
万
円

（
表
４
）

（
２
）　
保
育
の
受
け
皿
整
備
の
促
進
の
た
め

の
税
制
上
の
措
置

　
待
機
児
童
等
の
問
題
を
解
消
し
、
子
育
て

支
援
に
資
す
る
と
し
て
、
次
の
と
お
り
課
税

特
集特集●　平成29年度　税制改正（市町村税関係）について

特
集 特集●　平成29年度　税制改正（市町村税関係）について
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標
準
の
特
例
（
わ
が
ま
ち
特
例
）
が
導
入
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
特
例
割
合
に
つ
い
て
は
、
市

町
村
の
条
例
で
定
め
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
参
酌
基
準
と
同
じ
と
す
る
場
合
も
条

例
に
制
定
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
御
留
意

く
だ
さ
い
。

①
企
業
主
導
型
保
育
事
業
に
係
る
特
例
措
置

の
創
設 

　
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十

一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
に
基
づ
く
政
府
の
補
助
（
企
業
主

導
型
保
育
事
業
運
営
費
補
助
金
）
を
受
け
た

事
業
主
等
が
、
一
定
の
保
育
に
係
る
施
設
を

設
置
す
る
場
合
、
当
該
施
設
の
用
に
供
す
る

固
定
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計

画
税
に
つ
い
て
、
課
税
標
準
を
最
初
の
五
年

間
、
価
格
の
二
分
の
一
を
参
酌
し
て
三
分
の

一
以
上
三
分
の
二
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て

市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得

た
額
と
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。（
た
だ
し
、

大
臣
配
分
等
と
な
る
償
却
資
産
に
つ
い
て
は
、

価
格
の
二
分
の
一
）

②
事
業
所
内
保
育
事
業
等
に
係
る
特
例
措
置

の
拡
充
（
平
成
三
十
年
度
課
税
〜
）

　
家
庭
的
保
育
事
業
、
居
宅
訪
問
型
保
育
事

業
又
は
事
業
所
内
保
育
事
業
（
定
員
五
人
以

下
）
の
用
に
直
接
供
す
る
家
屋
及
び
償
却
資

産
（
他
の
用
途
に
供
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に

限
る
。）
に
係
る
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計

画
税
の
課
税
標
準
の
特
例
措
置
に
つ
い
て
、

現
行
の
二
分
の
一
か
ら
、
価
格
の
二
分
の
一

を
参
酌
し
て
三
分
の
一
以
上
三
分
の
二
以
下

の
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村
の
条
例
で
定
め

る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
と
見
直
し

が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。（
た
だ
し
、
大
臣

配
分
等
と
な
る
償
却
資
産
に
つ
い
て
は
、
価

格
の
二
分
の
一
）

（
表
５
）

（
３
）
災
害
に
関
す
る
税
制
上
の
措
置
の
常

設
化

  

大
規
模
災
害
等
が
起

こ
っ
た
場
合
、
こ
れ
ま
で

は
個
別
法
で
特
例
を
定
め

て
い
ま
し
た
が
、
近
年
災

害
等
が
頻
発
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
軽
減
措
置
が

常
設
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

①
被
災
代
替
家
屋
の
特
例 

　
被
災
者
生
活
再
建
支
援

法
の
適
用
と
な
る
市
町
村

に
お
い
て
、
災
害
に
よ
り

滅
失
・
損
壊
し
た
家
屋
に

代
わ
る
も
の
と
し
て
市
町

村
長
が
認
め
る
も
の
を
取

得
等
し
た
場
合
、
当
該
家

屋
に
係
る
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
を
四
年
度
分

二
分
の
一
と
す
る
措
置
が

講
じ
ら
れ
ま
す
。

特
集 特集●　平成29年度　税制改正（市町村税関係）について
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②
被
災
代
替
償
却
資
産
の
特
例

  

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
適
用
と
な
る

市
町
村
に
お
い
て
、
災
害
に
よ
り
滅
失
・
損

壊
し
た
償
却
資
産
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
市

町
村
長
が
認
め
る
も
の
を
取
得
等
し
た
場
合
、

当
該
償
却
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
を
四
年

度
分
二
分
の
一
と
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま

す
。

③
被
災
住
宅
用
地
特
例
の
拡
充

  

被
災
市
街
地
復
興
推
進
地
域
に
つ
い
て
、

被
災
住
宅
用
地
特
例
（
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
）
の
適
用
が
四
年
度
分
に
拡
充
さ
れ

ま
す
。

※
被
災
住
宅
用
地
特
例

  

震
災
等
に
よ
り
家
屋
が
滅
失
又
は
倒
壊
し
、

住
宅
用
地
と
し
て
使
用
で
き
な
い
と
市
町
村

長
が
認
め
る
場
合
は
、
従
前
の
小
規
模
住
宅

特
例
な
ど
の
住
宅
用
地
特
例
の
適
用
が
二
年

間
受
け
ら
れ
る
。

※
被
災
市
街
地
復
興
推
進
地
域

　
大
規
模
な
災
害
に
よ
り
相
当
数
の
建
築
物

が
滅
失
し
た
場
合
に
、
土
地
区
画
整
理
事
業

等
を
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
町
村
の

都
市
計
画
で
定
め
ら
れ
た
も
の
。

　
な
お
、
災
害
関
係
税
制
に
つ
い
て
は
、
国

税
で
あ
る
所
得
税
及
び
法
人
税
に
お
い
て
講

じ
ら
れ
る
措
置
に
対
応
し
、
個
人
住
民
税
及

び
地
方
法
人
二
税
に
つ
い
て
も
改
正
が
な
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

（
表
６
）

４
　
そ
の
他

（
１
）
地
方
税
犯
則
調
査
手
続
の
見
直
し

　
現
行
の
地
方
税
の
犯
則
調
査
手
続
に
つ
い

て
は
、
各
税
目
ご
と
に
規
定
を
お
い
て
、
基

本
的
に
は
国
税
犯
則
取
締
法
を
準
用
す
る
取

扱
い
に
な
っ
て
お
り

ま
し
た
。

　
今
回
、
経
済
の
Ｉ

Ｔ
化
等
に
対
応
す
る

た
め
国
税
犯
則
調
査

手
続
が
改
正
さ
れ
、

国
税
通
則
法
に
統
合

さ
れ
た
の
を
受
け
て

地
方
税
に
お
い
て
も

同
様
の
改
正
が
な
さ

れ
ま
す
。

　
主
な
改
正
点
と
し

て
は
、
電
磁
的
記
録

に
係
る
記
録
媒
体
の

差
押
え
の
執
行
方
法

強
制
調
査
の
夜
間
執

行
制
限
の
緩
和
な
ど

が
整
備
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

  

ま
た
、
軽
自
動
車

税
、
都
市
計
画
税
な

特
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ど
は
犯
則
調
査
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
地
方
税
法
総
則
に
犯
則
調
査

の
規
定
が
移
動
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
全
税
目

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
２
）
Ｊ
Ｒ
二
島
特
例
等
の
延
長

  
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
に
係
る
Ｊ

Ｒ
二
島
会
社
（
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
四
国
）
の
事

業
用
固
定
資
産
に
係
る
課
税
標
準
の
特
例
措

置
並
び
に
Ｊ
Ｒ
二
島
会
社
及
び
Ｊ
Ｒ
貨
物
が

国
鉄
か
ら
承
継
し
た
固
定
資
産
に
係
る
課
税

標
準
の
特
例
措
置
が
五
年
延
長
さ
れ
て
お
り

ま
す
。む

す
び
に

　
今
年
度
改
正
は
、
消
費
税
率
の
引
上
げ
が

平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
ま
で
延
期
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
大
幅
な
改
正
等
も
先
送
り
が

さ
れ
た
感
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、「
一
億
総
活
躍

社
会
」
を
目
指
し
、
個
人
所
得
課
税
改
革
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
個
人
所
得
課
税
に
つ
い
て
は
、
税
負

担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
角
度

か
ら
そ
の
控
除
方
法
を
検
討
し
て
い
く
と
さ

れ
て
お
り
、
市
町
村
の
基
幹
税
で
あ
る
個
人

市
町
村
民
税
も
所
得
課
税
の
一
つ
と
な
る
こ

と
か
ら
そ
の
動
向
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
検
討
事
項
と
し
て
、
県

税
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
方
消
費
税
の
清
算

基
準
の
見
直
し
、
法
人
事
業
税
の
収
入
金
額

課
税
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
が
項
目
と
し
て
上

が
っ
て
お
り
ま
す
。

　
法
人
事
業
税
に
つ
い
て
は
、
消
費
税
率
引

上
げ
後
と
な
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
交
付
金

と
し
て
市
町
村
に
配
分
さ
れ
、
市
町
村
財
政

に
影
響
を
与
え
る
も
の
と
な
り
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
注
視
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
一
方
、
交
付
税
関
係
で
は
、
基
準
財
政
収

入
額
算
定
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
捕
捉
徴
収

率
に
つ
い
て
、
個
人
市
町
村
民
税
、
固
定
資

産
税
と
も
〇
・
一
％
の
引
上
げ
が
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
税
に
対
す
る
住
民
の
意
識
も
高
ま
り
、
取

り
ま
く
環
境
は
日
々
厳
し
さ
を
増
す
ば
か
り

で
あ
り
ま
す
が
、
適
正
な
税
務
行
政
に
よ
る

税
負
担
の
公
平
性
の
確
保
は
、
市
町
村
行
政

に
対
す
る
住
民
の
信
頼
へ
と
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、
よ
り
一
層
の
適
正
な
課
税
・
徴
収
に

努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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地
方
自
治
雑
感

「
阿
波
の
自
治
」
九
十
号
の
発
刊
に
寄
せ
て

　

「
阿
波
の
自
治
」
発
刊
当
時
の
徳
島
県
地
方
課
長
　
　
　

　
　
　
　
　

石
　
橋
　
孝
　
雄

い
う
こ
と
で
し
た
。
私
は
年
齢
が
「
喜
寿
」
も
過
ぎ
、
仕

事
を
離
れ
て
毎
日
が
日
曜
日
に
な
っ
て
ま
も
な
く
十
年
近

く
に
な
り
、
そ
の
間
原
稿
を
執
筆
す
る
こ
と
も
全
く
な
く
、

寄
稿
す
る
よ
う
な
地
方
自
治
に
対
す
る
知
見
も
な
く
な
っ

て
い
る
の
で
辞
退
し
た
の
で
す
が
、
記
念
す
べ
き
九
十
号

で
あ
る
の
で
、
創
刊
者
と
し
て
内
容
は
自
由
に
執
筆
し
て

や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
断
り
切
れ
ず
引
き
受
け

た
次
第
で
す
。

「
阿
波
の
自
治
」
創
刊
の
思
い
出

　
市
町
村
振
興
協
会
よ
り
寄
稿
依
頼
の
文
書
と
合
わ
せ
て

直
前
に
発
刊
さ
れ
た
八
十
七
号
、
八
十
八
号
、
八
十
九
号

を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
久
し
振
り
に
「
阿
波
の
自

治
」
を
拝
見
し
て
創
刊
に
携
わ
っ
た
者
と
し
て
、
三
十
四

年
前
に
産
ま
れ
た
子
供
が
、
あ
ま
り
に
も
立
派
に
成
長
し

た
姿
を
見
る
思
い
で
感
激
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
極
め
て
多
忙
な
仕
事
を
処
理
さ
れ

て
い
る
中
で
毎
号
編
集
か
ら
発
行
ま
で
御
尽
力
い
た
だ
い

た
歴
代
の
地
方
課
、
市
町
村
課
、
市
町
村
振
興
協
会
の
担

当
さ
れ
た
皆
様
方
の
御
労
苦
に
対
し
深
く
敬
意
と
感
謝
を

致
し
ま
す
。

　
思
い
起
こ
せ
ば
、
昭
和
五
十
七
年
頃
か
ら
県
と
市
町
村
、

市
町
村
相
互
間
の
情
報
交
換
を
図
る
機
関
誌
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
意
見
が
ま
と
ま
り
、
当
時
の
地
方
課
振
興
係
が

担
当
し
て
準
備
を
始
め
ま
し
た
。

　
財
源
は
県
市
町
村
振
興
協
会
が
運
用
し
て
い
る
基
金
の

果
実
の
一
部
を
充
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、
当
時
、

他
の
都
道
府
県
で
既
に
発
刊
さ
れ
て
い
た
「
北
海
道
自

は
じ
め
に

　
三
月
の
あ
る
日
突
然
思
い
が
け
ず
、
徳
島
県
人
事
委
員

会
事
務
局
長
の
小
笠
原
章
さ
ん
よ
り
電
話
を
い
た
だ
き
、

久
し
振
り
に
な
つ
か
し
い
元
気
な
声
を
お
聞
き
し
、
う
れ

し
く
て
気
持
ち
が
は
ず
み
ま
し
た
。

　
そ
の
話
の
中
で
私
が
地
方
課
長
と
し
て
在
職
し
て
い
た

三
年
六
ヶ
月
の
間
に
始
め
た
「
市
町
村
派
遣
職
員
事
後
研

修
会
」、
地
方
課
Ｏ
Ｂ
職
員
と
現
職
と
の
交
流
会
「
地
方

課
ク
ラ
ブ
」、
そ
し
て
創
刊
に
携
わ
っ
た
「
阿
波
の
自
治
」

の
発
刊
、
こ
れ
ら
い
ず
れ
も
が
現
在
も
続
け
ら
れ
て
お
り
、

市
町
村
課
の
宝
物
と
な
っ
て
い
る
と
伺
い
ま
し
た
。
思
い

起
こ
せ
ば
、
始
め
た
の
は
い
ず
れ
も
三
十
五
年
程
も
前
で

あ
り
、
長
い
間
よ
く
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
と
感

動
を
致
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
つ
い
て
は
「
阿
波
の
自
治
」
が
六
月
下
旬
に

九
十
号
を
発
刊
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
小
笠
原
さ
ん
が
、

市
町
村
振
興
協
会
か
ら
、
私
へ
原
稿
の
寄
稿
を
依
頼
し
て

ほ
し
い
と
頼
ま
れ
た
の
で
引
き
受
け
て
や
っ
て
下
さ
い
と
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治
」、「
埼
玉
自
治
」、「
信
州
自
治
」
等
を
参
考
に
構
想
を

ま
と
め
ま
し
た
。

　
機
関
誌
名
は
、当
時
の
地
方
課
職
員
全
員
の
投
票
で「
阿

波
の
自
治
」
に
決
め
ま
し
た
。
一
般
的
に
は
「
徳
島
自

治
」、「
自
治
徳
島
」
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
考
え
ら
れ
ま

し
た
が
、既
に
徳
島
県
自
治
労
の
機
関
誌
が
「
徳
島
自
治
」

で
し
た
の
で
、「
阿
波
の
自
治
」
に
落
ち
着
き
ま
し
た
が
、

結
果
的
に
平
凡
で
な
く
、
何
と
な
く
味
の
あ
る
親
し
み
や

す
い
名
前
で
良
か
っ
た
と
自
画
自
賛
し
て
い
ま
す
。

　
準
備
期
間
に
一
年
近
く
要
し
ま
し
た
が
、
何
し
ろ
多
忙

な
仕
事
の
合
間
に
片
手
間
で
準
備
を
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
。
特
に
私
も
課
長
と
し
て
創
刊
号
の
原
稿
を
割
当

て
ら
れ
ま
し
た
が
、
執
筆
の
時
間
が
取
れ
ず
締
切
り
に
大

幅
に
遅
れ
、
担
当
者
か
ら
何
回
も
厳
し
い
督
促
を
受
け
、

必
死
で
書
い
た
こ
と
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
し

ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
そ
の
後
私
が
自
治
省
へ
戻
る
昭
和
五
十

九
年
三
月
ま
で
に
三
号
を
発
刊
し
ま
し
た
が
、
担
当
し
て

い
た
振
興
係
の
御
苦
労
を
見
て
い
る
と
十
号
ま
で
続
け
ば

そ
の
後
の
継
続
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
ず
十
号
ま

で
発
刊
が
続
く
こ
と
を
念
じ
て
徳
島
県
を
離
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
十
号
を
昭
和
六
十
年
十
二
月
に
送
付
い
た
だ

い
た
時
、
こ
れ
で
「
阿
波
の
自
治
」
も
末
永
く
発
刊
さ
れ

る
と
安
心
し
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ
た
も
の
で
し
た
。

　
そ
れ
が
遂
に
九
十
号
が
発
刊
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
現
在

で
は
徳
島
県
の
地
方
自
治
関
係
の
情
報
誌
と
し
て
す
っ
か

り
定
着
し
、
そ
の
役
割
を
十
分
に
果
た
し
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
ど
う
か
次
は
、
百
号
、
百
五
十
号
へ
と
「
阿
波
の
自

治
」
が
着
実
に
益
々
充
実
し
て
発
刊
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念

し
、
担
当
者
の
方
々
の
御
尽
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

老
人
の
夢

　
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
た
日
々
を
過
ご
す
上
で
大
切
な
こ

と
は
、
何
よ
り
も
健
康
第
一
で
す
。

　
私
は
毎
朝
テ
レ
ビ
体
操
と
一
日
八
千
歩
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
に
努
め
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
い
つ
も
積
極
的
に

外
出
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
の
生
活
の
基
本
と
し
て
「
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
」
と

「
キ
ョ
ウ
イ
ク
」
を
高
め
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
高

年
齢
で
今
更
「
教
養
」
と
「
教
育
」
を
高
め
る
必
要
が
な

い
の
で
は
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
教
養

と
教
育
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
」
は
今
日
用

事
が
あ
る
。「
キ
ョ
ウ
イ
ク
」
は
今
日
行
く
と
こ
ろ
が
あ

る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
私
は
こ
の
「
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
」
と
「
キ
ョ
ウ
イ
ク
」
を
積

極
的
に
高
め
る
た
め
に
、
い
き
が
い
大
学
、
シ
ニ
ア
大
学
、

ね
ん
り
ん
大
学
等
の
高
齢
者
学
習
講
座
、
歌
謡
教
室
、
カ

ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
、
男
の
料
理
教
室
、
読
書
会
、
川
柳
教
室

等
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
幅
広
く
い
ろ
い
ろ

活
動
し
て
い
る
と
忙
し
く
な
り
ま
す
。
こ
の
状
況
を
川
柳

に
詠
む
と
「
ひ
ま
つ
ぶ
し
真
面
目
に
や
る
と
超
多
忙
」
と

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
会
に
参
加
し
て
い
る
人
は
、
高
齢
で

も
元
気
な
人
は
と
て
も
元
気
で
す
。
ま
た
鍛
え
て
い
る
人

は
、
体
の
動
き
が
速
く
表
情
も
違
う
し
、
頭
も
さ
え
て
い

ま
す
。

　
県
や
市
町
村
に
お
け
る
高
齢
者
対
策
は
、
医
療
、
介
護

等
の
福
祉
の
面
が
重
点
に
な
り
ま
す
が
、
元
気
で
積
極
的

に
社
会
参
加
し
た
い
高
齢
者
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
ら
の
人
を
対
象
に
し
た
場
を
作
る
こ
と
に
も
取
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
人
生
の
生
き
が
い
、
楽
し
み
は
、
ゴ
ル
フ
と
カ
ラ

オ
ケ
で
す
。

　
ま
ず
ゴ
ル
フ
は
年
間
三
十
ラ
ウ
ン
ド
程
度
プ
レ
ー
し
て

お
り
、
仲
間
内
で
は
取
り
敢
え
ず
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま

で
は
頑
張
ろ
う
と
い
う
の
が
目
標
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私

は
何
と
か
あ
と
十
年
や
る
の
が
夢
で
す
。

　
一
方
、
カ
ラ
オ
ケ
は
、
ク
ラ
ブ
の
例
会
に
参
加
し
、
歌

謡
教
室
で
個
人
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
、
更
に
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ

ク
ス
で
、
一
人
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
し
て
最
近
で
は
舞
台
に
立
っ
て
歌
う
の
が
楽
し
み
に

な
っ
て
来
ま
し
た
。
舞
台
で
歌
う
と
わ
く
わ
く
ど
き
ど
き

緊
張
し
ま
す
が
、
自
分
が
今
生
き
て
い
る
こ
と
が
実
感
出

来
る
の
が
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　
い
つ
の
日
か
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
に
出
場
し
、
合
格
の
鐘

を
鳴
ら
す
の
が
大
き
な
夢
で
す
。

　
指
導
を
受
け
て
い
る
歌
謡
教
室
の
先
生
か
ら
左
の
よ
う

な
小
唄
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
五
十
、
六
十
　
花
な
ら
つ
ぼ
み

　
七
十
、
八
十
　
花
ざ
か
り

　
九
十
に
な
っ
て
迎
え
が
来
た
ら

　
百
ま
で
待
て
と
追
い
返
す

　
こ
の
小
唄
の
よ
う
な
心
意
気
を
持
っ
て
、
夢
に
向
か
っ

て
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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蘇
る
南
海
道
へ
の
道
し
る
べ

　
板
野
町
は
、
太
古
か
ら
の
歴
史
を
有
す
る

町
で
、
律
令
時
代
に
は
「
南
海
道
」
が
通
り
、

当
時
の
役
所
「
板
野
郡
衙
」
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
徳
島
県
の
北
部
に
位
置
す
る
板
野

町
は
、
大
坂
峠
を
経
て
、
香
川
県
と
県
境
を

接
し
て
い
ま
す
。
藩
政
時
代
に
は
、
阿
波
国

に
五
十
六
箇
所
ほ
ど
の
番
所
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
中
の
一
つ
が
、
高
松
藩
と
の
国

境
警
備
を
果
た
す
た
め
設
け
ら
れ
て
い
た「
大

坂
口
御
番
所
」
で
す
。
現
在
も
当
時
の
役
人

が
住
ん
で
い
た
住
居
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

  

ま
た
、
昭
和
五
十
年
代
前
半
頃
ま
で
は
、

撫
養
街
道
を
中
心
に
商
店
等
も
建
ち
並
び
、

板
野
郡
の
中
心
的
な
役
割
の
町
と
し
て
、
交

通
の
要
衝
と
し
て
繁
栄
し
て
き
ま
し
た
。

  

現
在
は
、
高
松
自
動
車
道
の
板
野
Ｉ
Ｃ
、

徳
島
自
動
車
道
の
藍
住
Ｉ
Ｃ
間
が
県
道
徳
島
・

引
田
線
に
よ
り
直
線
距
離
で
三
・
八
㎞
で
結
ば

れ
て
お
り
、
今
日
の
車
社
会
に
お
い
て
、
本

町
の
特
性
で
あ
る
高
速
道
路
網
を
活
か
し
た

交
通
の
利
便
性
に
恵
ま
れ
た
「
南
海
道
」
が

蘇
っ
て
い
ま
す
。

  

こ
の
よ
う
に
本
町
が
活
性
化
し
て
い
く
プ

ロ
セ
ス
に
は
、「
道
」
と
い
う
ス
キ
ー
ム
は
非

常
に
重
要
で
す
。新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
の「
道
」

と
し
て
『
リ
ア
ル
な
道
』、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
産
業
の
発

展
に
不
可
欠
な
町
内
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
光

フ
ァ
イ
バ
ー
を
利
用
し
た
『
光
の
道
』
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
の
も
と
、
古
代
の
官
道
「
南
海
道
」

の
結
節
点
が
板
野
町
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

古
代
南
海
道
を
蘇
ら
せ
る
『
い
た
の
再
興
《
最

高
》
新
南
海
道
戦
略
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
本
町
で
は
、
企
業
や
地
域
住
民
な
ど
多
様

な
主
体
と
の
連
携
の
も
と
、
徳
島
な
ら
で
は

の
地
域
資
源
を
活
用
し
て
、
地
域
経
済
の

活
性
化
や
雇
用
の
創
出
、
移
住
の
促
進
な
ど
、

市
町
村
が
地
域
課
題
の
解
決
や
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
、
徳
島
県

と
連
携
し
、「
徳
島
版
地
方
創
生
特
区
第
一
号
」

の
認
定
事
業
と
し
て
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

未
来
志
向
型
「
道
の
駅
」

  

総
合
戦
略
の
重
点
的
推
進
テ
ー
マ
の
ひ
と

つ
で
あ
る
『
リ
ア
ル
な
道
』
と
し
て
は
、
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
備
え
た
未
来
志
向

型
の
「
道
の
駅
」
の
整
備
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　「
道
の
駅
」
は
、
従
来
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ト

イ
レ
や
休
憩
施
設
が
主
で
し
た
が
、
地
域
全

体
で
支
え
合
う
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
で

あ
る
た
め
、
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

を
活
か
し
、
地
元
で
と
れ
た
新
鮮
な
農
産
物

を
活
か
し
た
産
直
市
、
物
産
セ
ン
タ
ー
や
地

元
食
材
を
活
か
し
た
地
産
地
消
レ
ス
ト
ラ
ン

徳
島
版
地
方
創
生
特
区

　「
新
南
海
道
再
興
戦
略
特
区
」

板
野
町
参
事
兼
総
務
課
長

七
五
三
　
政
　
信

「道の駅」施設整備計画ゾーニング図

徳島自動車道　藍住ＩＣ 高松自動車道　板野ＩＣ彩りの舘　外観
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の
併
設
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
に
は
「
あ
す
た
む
ら
ん
ど
徳

島
」、「
あ
せ
び
温
泉
や
す
ら
ぎ
の
郷
」、「
四

国
八
十
八
箇
所
霊
場
三
番
札
所
、
四
番
札
所
、

五
番
札
所
」
及
び
徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
の
練

習
場
で
あ
る
「
徳
島
ス
ポ
ー
ツ
ビ
レ
ッ
ジ
」

が
あ
り
、
年
間
約
八
十
万
人
も
の
方
々
が
利

用
し
て
い
ま
す
。

　「
道
の
駅
」
は
、
町
内
の
観
光
施
設
に
訪
れ

る
方
々
の
滞
留
施
設
と
し
て
も
利
用
が
で
き

る
よ
う
に
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
シ
ー
ム
レ
ス
な
道
の
駅
」
と
し
て
、

防
災
・
減
災
対
策
で
大
規
模
な
災
害
時
に
お

け
る
救
護
や
支
援
、
津
波
被
害
を
受
け
な
い

地
域
と
し
て
の
広
域
支
援
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
物
資
輸
送
体
制
、
ま
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
基
地
等
の
防
災
拠
点
基
地
と
し
て
道
の
駅

を
核
と
し
た
防
災
倉
庫
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整

備
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
道
の
駅
」
は
、
平
成
三
十
一
年
度

末
の
完
成
を
目
指
し
、
順
次
、
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
と
雇
用
の
創
出

  

も
う
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
で
あ
る
『
光
の
道
』

と
し
て
は
、
歴
史
と
融
合
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
や
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
を
総

合
戦
略
の
中
に
盛
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
特
区
認
定
事
業
に
よ
り
、
国
補

事
業
に
よ
り
整
備
し
た
公
共
施
設
「
彩
り
の

舘
」
が
本
来
の
事
業
目
的
で
あ
る
観
光
情
報

発
信
並
び
に
催
し
の
テ
ー
マ
セ
ン
タ
ー
と
し

て
の
役
割
が
薄
く
な
っ
て
い
た
た
め
、
利
用

目
的
を
変
更
し
、
平
成
二
十
八
年
九
月
よ
り

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
を
行
い
、
公
共
施

設
の
再
活
用
を
行
い
ま
し
た
。

　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
雇
用
の
創
出
及
び

女
性
の
働
き
や
す
い
職
場
と
し
て
、
開
設
当

初
は
、
約
五
十
名
の
地
元
雇
用
者
の
方
が
働

い
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
七
十
名
に
増

員
し
た
い
と
の
申
し
出
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
更
な
る
地
元
雇
用
が
見
込

め
る
こ
と
か
ら
、
本
町
の
地
域
活
性
化
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

  

総
合
戦
略
の
も
う
一
つ
の
重
点
的
な
推
進

テ
ー
マ
と
し
て
、「
子
育
て
支
援
の
充
実
」
が

あ
り
ま
す
。

　
全
国
の
自
治
体
が
子
育
て
世
代
に
対
し
て

定
住
、
移
住
人
口
の
増
加
を
目
指
し
て
い
る

中
、
本
町
で
は
、
保
育
料
、
幼
稚
園
授
業
料

の
無
償
化
や
学
校
給
食
の
半
額
補
助
な
ど
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
成
果
と
し
て
、
未
就
学
児
を
中
心
に

子
育
て
世
代
の
出
生
率
、
転
入
者
数
が
増
加

し
て
お
り
、
十
五
年
ぶ
り
の
人
口
の
増
加
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
徳
島
県
と
連
携
し
な
が
ら
、

地
方
創
生
特
区
と
し
て
認
定
さ
れ
た
モ
デ
ル

と
な
る
先
導
的
な
事
業
を
推
進
し
、
住
み
慣

れ
た
地
域
の
中
で
、
健
や
か
に
生
き
が
い
を

も
っ
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

彩りの舘　外観
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は
じ
め
に

　
私
が
市
町
村
課
で
お
世
話
に
な
っ
た
の
は
、

平
成
十
九
年
度
で
す
の
で
、
は
や
十
年
が
経

ち
ま
し
た
。

　
平
成
の
大
合
併
に
よ
り
、
阿
波
市
は
、
平

成
十
七
年
四
月
一
日
に
板
野
郡
の
吉
野
町
と

土
成
町
、
阿
波
郡
の
市
場
町
と
阿
波
町
の
四

町
が
合
併
し
誕
生
し
ま
し
た
。
　

　
そ
の
時
か
ら
私
は
、
会
計
課
で
旧
四
町
の

微
妙
な
事
務
処
理
方
法
等
の
違
い
な
ど
に
苦

慮
し
な
が
ら
、
当
時
の
光
永
収
入
役(

こ
の

当
時
は
会
計
管
理
者
で
な
く
収
入
役)

の
も

と
、
仕
事
に
励
ん
で
お
り
ま
し
た
。

　
光
永
収
入
役
は
、
県
の
人
事
課
に
も
在
籍
し

て
お
ら
れ
た
方
な
の
で
、「
藤
原
君
、
県
の
市

町
村
課
で
研
修
を
受
け
て
み
て
は
ど
う
か
。」

と
薦
め
て
い
た
だ
き
、
私
な
ど
が
本
当
に
県

の
研
修
生
と
し
て
一
年
間
務
ま
る
の
だ
ろ
う

か
と
不
安
な
気
持
ち
を
持
ち
つ
つ
、
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
有
り
難
い
機
会
は
な
い
だ
ろ
う

と
、
薦
め
て
い
た
だ
い
た
お
気
持
ち
に
も
感

謝
し
、
お
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
初
め
て
県
庁
に
出
向
い
た
日
の
事
は
、
今

で
も
鮮
明
に
思
い
起
こ
せ
ま
す
。

　
市
町
村
課
の
ド
ア
を
息
を
止
め
て
押
し
開

き
、
自
己
紹
介
の
際
、「
本
日
よ
り
研
修
生
と
し

て
お
世
話
に
な
り
ま
す
阿
波
市
よ
り
参
り
ま

し
た
藤
原
一
史
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。」
と
、
声
だ
け
は
ひ
と
き
わ

大
き
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
心
は

ま
っ
た
く
萎
縮
し
て
震
え
て
お
り
ま
し
た
。

前
期
・
行
政
担
当

　
前
期
は
市
町
村
課
で
行
政
担
当
の
勉
強
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
時
の
市
町
村
課
長
は
総
務
省
か
ら
出
向

し
て
き
て
い
た
岡
課
長
、
行
政
担
当
は
、
大

塚
課
長
補
佐
、
小
原
事
務
主
任
、
玉
岡
事
務

主
任
、南
里
主
事
さ
ん
（
総
務
省
か
ら
出
向
）

の
四
名
（
五
月
一
日
か
ら
は
島
尾
課
長
補
佐
、

大
西
事
務
主
任
、
玉
岡
事
務
主
任
、
佐
伯
主

事
）
で
あ
り
、
向
か
い
側
の
選
挙
担
当
に
は

石
井
町
の
花
本
君
が
同
じ
研
修
生
と
し
て
、

早
速
県
知
事
選
挙
の
電
話
に
も
淡
々
と
対
応

し
て
い
ま
し
た
。

　
仕
事
内
容
は
、
定
員
管
理
調
査
、
住
民
基

本
台
帳
事
務
、
議
会
日
程
調
べ
、
行
政
担
当

者
名
簿
作
成
等
で
し
た
が
、
平
成
十
九
年
度

は
選
挙
の
年
で
あ
り
、
四
月
八
日
に
は
早
速

県
知
事
選
挙
が
あ
っ
た
た
め
、
市
町
村
課
の

こ
の
年
の
忙
し
さ
は
尋
常
で
な
く
、
想
像
し

て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
初
日
か
ら
、

訳
の
わ
か
ら
な
い
ま
ま
電
話
を
取
っ
た
り
し
、

四
月
三
日
頃
の
夕
方
、
ふ
と
窓
か
ら
見
え
る

万
代
町
の
景
色
を
ぼ
ん
や
り
と
眺
め
な
が
ら
、

た
っ
た
三
日
し
か
た
っ
て
な
い
の
に
、
も
う

一
年
が
過
ぎ
た
よ
う
だ
な
あ
と
感
じ
た
の
を

思
い
出
し
ま
す
。

　
ま
た
、
七
月
二
十
九
日
に
は
、
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
が
あ
り
、
投
票
率
向
上
の
一
環

と
し
て
、徳
島
駅
前
で
、明
る
い
選
挙
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
・
め
い
す
い
く
ん
の
中
に
入
っ
て
、

ぎ
こ
ち
な
い
動
き
を
し
た
こ
と
も
今
で
は
恥

ず
か
し
く
も
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

　
住
民
基
本
台
帳
事
務
は
、
そ
れ
ま
で
ま
っ

た
く
携
わ
っ
た
こ
と
が
な
い
事
務
で
あ
っ
た

た
め
、
住
基
年
報
の
内
容
な
ど
、
逆
に
市
役

所
の
同
僚
に
教
え
て
も
ら
っ
た
り
も
し
ま
し

た
。

　
そ
れ
に
、
市
町
村
か
ら
の
質
疑
は
待
っ
た

な
し
と
い
う
か
、
急
ぎ
の
回
答
を
求
め
ら
れ

る
こ
と
も
多
々
あ
り
、
担
当
者
の
切
羽
詰

ま
っ
た
様
子
か
ら
、
早
く
回
答
を
し
て
あ
げ

た
い
気
持
ち
と
、
そ
の
回
答
を
す
る
責
任
の

重
さ
に
随
分
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
ま
し
た

が
、
岡
課
長
、
行
政
担
当
の
皆
様
に
助
け
ら

れ
、
何
と
か
回
答
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
定
員
管
理
調
査
の
市
町
村
説
明
会

が
四
月
二
十
四
日
に
早
速
あ
り
、
自
分
が
十

分
解
っ
て
な
い
の
に
、
皆
に
説
明
を
す
る
と

い
う
こ
の
状
況
は
、
不
安
と
恐
怖
そ
の
も
の

で
し
た
。

　
そ
れ
と
単
純
に
困
っ
た
思
い
出
は
、
私
が

使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
パ
ソ
コ
ン
は
、
前

任
者
の
す
さ
ま
じ
い
仕
事
ぶ
り
の
成
果
と
い

う
か
結
果
と
い
う
か
、
ほ
と
ん
ど
壊
れ
た
状

態
で
し
た
。
そ
の
た
め
フ
ァ
ン
も
上
手
く
作

動
せ
ず
、
う
ち
わ
で
扇
ぎ
つ
つ
パ
ソ
コ
ン
の

ご
機
嫌
を
伺
い
な
が
ら
と
い
う
状
態
で
、
行

政
担
当
者
名
簿
作
成
中
に
、
ほ
と
ん
ど
出
来

上
が
っ
た
デ
ー
タ
が
飛
ん
で
し
ま
っ
た
時
に

は
、
本
当
に
泣
き
た
か
っ
た
も
の
で
す
。

　
そ
ん
な
こ
ん
な
で
前
期
が
終
わ
り
ま
し
た
。

後
期
・
地
方
分
権
推
進
課

　
後
期
は
地
方
分
権
推
進
課
企
画
振
興
担
当

で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

研
修
の
思
い
出

阿
波
市
企
画
総
務
部
秘
書
人
事
課
課
長
補
佐

藤
　
原
　
一
　
史

土　柱 ぶどう阿波市新庁舎
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当
時
の
地
方
分
権
推
進
課
長
は
吉
田
課
長
、

企
画
振
興
担
当
は
、
岡
田
課
長
補
佐
、
中

野
係
長
（
十
一
月
か
ら
）、
地
面
事
務
主
任
、

高
知
県
職
員
の
松
井
事
務
主
任
、
岡
﨑
技
術

主
任
、
西
森
主
事
、
青
木
主
事
さ
ん
の
七
名

で
あ
り
、
仕
事
内
容
は
主
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
に
関
す
る
こ
と
で
し
た
。
こ
こ
で

の
一
番
の
思
い
出
は
、
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
相
当
偉
い
役
職
の
お
二
人
が
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
で
建
設
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
や
遊
具
等
の
視
察
に
来
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
で
、
地
方
分
権
推
進
課
は
も
と
よ

り
、
南
部
・
西
部
総
合
県
民
局
の
方
々
と
綿

密
に
ル
ー
ト
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
直
前
の
休
日
に
は
、
花
本
君
に

頼
み
込
ん
で
（
昼
食
付
き
）、
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
ル
ー
ト
を
回
れ
る
か
、
実

際
に
自
分
の
車
で
走
っ
て
み
て
確
認
を
し
ま

し
た
。
そ
の
か
い
も
あ
っ
て
か
、
無
事
粗
相

も
な
く
？
視
察
が
終
わ
り
、
ほ
っ
と
し
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
茨
城
県
で
行
わ
れ
た
地
域
づ
く
り

の
全
国
大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
も
、
大
変
勉
強
に
な
っ
た
貴
重
な
体
験
で

し
た
。

　
そ
れ
と
県
の
査
定
に
臼
杵
係
長
と
出
席
さ

せ
て
頂
き
、
財
政
課
の
方
と
臼
杵
係
長
の
熱

い
や
り
取
り
を
横
目
で
見
な
が
ら
、
私
に
も

説
明
を
求
め
ら
れ
た
時
、
こ
の
一
言
で
予
算

が
通
ら
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
冷
や
汗

が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

研
修
を
終
え
て

　
こ
の
よ
う
な
一
年
間
の
研
修
を
終
え
て
、

送
別
会
を
開
い
て
い
た
だ
い
た
際
に
、
岡
市

町
村
課
長
の
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
れ
た
言
葉
は
、

「
藤
原
君
は
、
本
当
に
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ

た
ね
。
あ
り
が
と
う
。」

　
県
の
方
々
に
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

自
分
な
り
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
は
み
た

も
の
の
、
能
力
の
低
さ
に
落
ち
込
み
、
足
を

ひ
っ
ぱ
る
ば
か
り
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、

最
後
ま
で
見
守
っ
て
も
ら
い
温
か
い
言
葉
を

か
け
て
く
れ
た
こ
と
に
感
激
し
、
必
死
に
こ

ら
え
て
み
た
も
の
の
、
涙
が
あ
ふ
れ
る
の
を

止
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
を
今
で
も

覚
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
は
市
に
帰
っ
て
企
画
課
に
配
属
さ

れ
ま
し
た
。
後
期
で
研
修
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
連
の
経
験
が
随
分
活
か

さ
れ
ま
し
た
。
後
は
、財
政
課
・
会
計
課
等
々

を
経
て
、
現
在
は
秘
書
人
事
課
で
頑
張
っ
て

お
り
ま
す
。

　

阿
波
市
に
つ
い
て

　
阿
波
市
は
、
吉
野
川
北
岸
に
広
が
る
平
坦

で
肥
沃
な
土
地
の
た
め
、
レ
タ
ス
や
ト
マ
ト
、

ナ
ス
、
エ
ン
ド
ウ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
野
菜

を
は
じ
め
、
メ
ロ
ン
・
い
ち
ご
・
ぶ
ど
う
な
ど
、

美
味
し
い
果

物
も
多
彩
に
実

り
ま
す
。
国
道

３
１
８
号
線
は
、

別
名
フ
ル
ー
ツ

ロ
ー
ド
と
呼
ば

れ
、
収
穫
時
期

に
は
直
売
所
が

オ
ー
プ
ン
す
る

な
ど
、
に
ぎ
わ

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
市
は
、
農
業
立
市
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

野
菜
ソ
ム
リ
エ
や
キ
ッ
ズ
野
菜
ソ
ム
リ
エ
に

よ
る
、
地
元
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
・
食
育
活
動
な

ど
、
阿
波
市
の
農
業
の
魅
力
の
発
信
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
観
光
に
つ
い
て
は
、
何
と
い
っ
て
も
、
ア

メ
リ
カ
の
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
と
イ
タ
リ
ア
の
チ

ロ
ル
地
方
と
阿
波
市
に
し
か
な
い
世
界
三
大

奇
勝
で
あ
る
「
阿
波
の
土
柱
」
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
国
の
天
然
記
念
物
で
あ
り
、

今
年
三
月
に
は
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
四
国
の
魅
力
を
発
信
す

る
た
め
の
、「
四
国
八
十
八
景
」
に
も
選
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
長
い
歳
月
を
か
け
て
土
が
雨
水
の
浸
食
作

用
で
削
ら
れ
形
づ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
い
く
つ

も
の
土
の
柱
が
カ
ー
テ
ン
の
ひ
だ
の
よ
う
に

連
な
っ
て
見
え
る
様
は
、
自
然
の
大
き
な
力

を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
だ
ご
覧

に
な
ら
れ
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
、
阿

波
市
に
お
越
し
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

さ
い
ご
に

　
今
回
、「
阿
波
の
自
治
」
に
執
筆
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
当
時
の
こ
と
を
改
め

て
思
い
起
こ
し
ま
す
と
、
研
修
生
と
し
て
の

一
年
間
は
、
苦
し
く
も
あ
り
楽
し
く
も
あ
り
、

ま
た
驚
き
も
あ
り
の
、
私
に
と
っ
て
本
当
に

貴
重
な
か
け
が
え
の
な
い
時
間
を
い
た
だ
い

た
と
思
い
ま
す
。

　
毎
日
、
片
道
約
四
十
五
キ
ロ
の
距
離
を
県

庁
ま
で
事
故
も
な
く
通
勤
で
き
た
も
の
だ
と

今
に
な
っ
て
思
い
ま
す
。

　
当
時
の
市
町
村
課
・
地
方
分
権
推
進
課
の

職
員
の
皆
さ
ま
、
同
期
の
研
修
生
の
皆
さ
ま
、

特
に
仲
良
く
助
け
合
い
励
ま
し
あ
っ
た
、
三

好
市
の
山
口
君
、
石
井
町
の
花
本
君
に
も
改

め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

土　柱あわみちゃん

いちご
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は
じ
め
に

　
人
事
担
当
と
し
て
多
忙
な
毎
日
を
過
ご
し

て
い
た
三
月
の
日
常
に
、
市
町
村
課
藤
坂
さ

ん
か
ら
の
「
阿
波
の
自
治
」
執
筆
依
頼
の
電

話
が
、
い
っ
そ
う
暗
い
影
を
落
と
し
始
め
ま

し
た
。
私
の
タ
ー
ン
は
も
う
ち
ょ
っ
と
後
だ

ろ
う
、
と
常
々
考
え
て
い
ま
し
た
し
、
日
常

的
に
藤
坂
さ
ん
と
は
業
務
上
の
や
り
取
り
を

し
て
い
ま
し
た
（
た
と
え
ば
県
へ
の
研
修
生

派
遣
の
こ
と
と
か
！
）
の
で
、
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
の
「
阿
波
の
自
治
」
は
ま
っ
た
く
の

不
意
打
ち
で
し
た
。
長
年
、
総
務
課
で
地
方

債
→
選
挙
事
務
→
交
付
税
→
人
事
と
担
当
し

て
き
た
私
に
と
っ
て
、
市
町
村
課
か
ら
の
依

頼
を
拒
否
す
る
こ
と
な
ど
不
可
能
で
、
引
き

受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
せ
め
て
冬
の

発
行
分
で
あ
っ
た
ら
よ
か
っ
た
の
に
な
、
と

考
え
な
か
っ
た
と
い
え
ば
嘘
に
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
想
定
ど
お
り
年
度
替
わ
り
の
業
務

の
最
中
に
原
稿
な
ど
一
ミ
リ
も
書
け
る
は
ず

な
く
、
〆
切
を
大
幅
に
突
破
し
た
状
況
で
慌

て
て
書
く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
民
局
で
の
思
い
出

　
那
賀
町
は
平
成
二
十
年
度
か
ら
ほ
ぼ
毎
年

度
、
研
修
生
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
私
が
研

修
生
と
し
て
徳
島
県
南
部
総
合
県
民
局
企
画

振
興
部
県
南
振
興
担
当
（
こ
の
所
属
名
を
毎

回
、
電
話
で
名
乗
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い

え
ば
）
で
お
世
話
に
な
っ
た
の
は
、
平
成
二

十
一
年
度
で
し
た
。

　
当
時
、ち
ょ
う
ど
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ「
ウ
ェ

ル
か
め
」
の
撮
影
が
美
波
町
で
は
行
わ
れ
て

お
り
、
な
ん
と
な
く
町
全
体
が
に
ぎ
や
か
で
、

ざ
わ
ざ
わ
し
た
雰
囲
気
だ
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
県
南
振
興
担
当
も
、
こ
の
ド
ラ
マ

撮
影
に
は
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
、

オ
フ
ィ
ス
も
な
ん
だ
か
非
日
常
間
が
漂
っ
て

お
り
少
し
不
安
に
な
り
ま
し
た
が
、
県
南
振

興
は
二
つ
の
シ
マ
が
あ
り
、
ど
う
も
私
が
配

属
さ
れ
た
シ
マ
は
市
町
村
の
行
財
政
事
務
支

援
等
が
メ
イ
ン
と
い
う
地
味
な
ほ
う（
失
礼
）

で
、
も
う
一
方
の
シ
マ
が
ド
ラ
マ
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
華
や
か
な
業

務
の
ほ
う
で
し
た
の
で
、
個
人
的
に
は
少
し

安
心
し
ま
し
た
。

　
研
修
生
は
二
名
い
て
、
私
が
財
政
の
メ
イ

ン
担
当
（
と
離
島
振
興
な
ど
）、
も
う
一
名

の
方
が
行
政
の
メ
イ
ン
担
当
と
な
り
、
前
期

と
後
期
で
交
代
は
せ
ず
、
お
互
い
に
助
け
合

い
な
が
ら
業
務
を
進
め
る
よ
う
な
感
じ
で
し

た
。
私
は
派
遣
前
も
那
賀
町
で
地
方
債
を
担

当
し
て
お
り
、
従
来
の
業
務
の
延
長
の
よ
う

な
感
覚
で
、
決
算
統
計
や
地
方
債
、
地
方
交

付
税
と
い
っ
た
業
務
に
あ
た
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
い
ち
お
う
財
政
経
験
者
で
制
度
や
事
務
の

流
れ
は
あ
る
程
度
わ
か
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
初
歩
で
つ
ま
ず
く
こ
と
は
さ
す
が
に
な

く
（
正
直
、
も
の
す
ご
く
不
安
で
し
た
が
）、

他
市
町
の
財
政
事
情
や
財
政
計
画
、
ま
た
細

か
い
実
務
上
の
こ
と
ま
で
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

各
担
当
者
の
皆
様
か
ら
詳
細
に
お
聞
き
す
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
自
分
の
誤
っ
た
認
識
等

に
気
づ
く
こ
と
も
で
き
、
大
変
い
い
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
那
賀
町
を
含
め
た
、
各

市
町
か
ら
の
質
疑
等
に
県
の
立
場
で
回
答
を

す
る
こ
と
も
た
び
た
び
あ
り
、
外
か
ら
見
た

那
賀
町
の
姿
も
再
認
識
で
き
ま
し
た
し
、
対

外
的
な
回
答
は
と
に
も
か
く
に
も
ま
ず
は
法

令
根
拠
を
抑
え
て
か
ら
、
と
い
っ
た
よ
う
な

こ
と
を
意
識
し
て
業
務
に
あ
た
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
は
じ
め
た
の
も
、
こ
の
研

修
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
と
は
い
う
も
の
の
不
慣
れ
な
県
の
事
務
プ

ロ
セ
ス
な
ど
に
戸
惑
い
も
少
な
か
ら
ず
あ
り

　
　
那
賀
町
総
務
課
係
長

武
　
内
　
　
　
一

研
修
の
思
い
出

拝宮農村舞台 エキサイティング・サマー・イン・ワジキ樹　氷

高の瀬峡
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ま
し
た
が
、
当
時
の
県
南
振
興
担
当
は
犬
伏

係
長
を
は
じ
め
、
荒
井
主
任
主
事
、
相
棒
で

あ
る
美
波
町
か
ら
の
研
修
生
、
福
岡
さ
ん
と

い
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
全
員
優
秀
な
方
で
あ
っ

た
た
め
、
私
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
誰
か
が

知
っ
て
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
る
、
と
い
う

最
高
の
環
境
で
し
た
。

　
県
南
振
興
担
当
で
は
月
イ
チ
ペ
ー
ス
で
飲

み
会
を
行
い
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
県
南
と
い
う
地
の

利
を
生
か
し
、
た
ま
に
帰
宅
前
に
釣
り
を
楽

し
む
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　
も
う
ひ
と
つ
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
離

島
振
興
に
関
し
て
は
、
海
の
な
い
那
賀
町
で

は
絶
対
に
あ
り
え
な
い
、
ま
た
興
味
深
い
業

務
で
し
た
。
そ
も
そ
も
そ
の
よ
う
な
法
律
が

あ
る
こ
と
な
ど
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

阿
南
市
の
伊
島
と
牟
岐
町
の
出
羽
島
に
も
視

察
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
は
じ
め

て
み
る
「
島
」
の
暮
ら
し
は
、
同
じ
県
南
で

も
山
の
中
の
那
賀
町
と
は
ず
い
ぶ
ん
違
う
の

だ
ろ
う
な
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に

訪
れ
た
り
、
業
務
上
で
い
ろ
い
ろ
と
調
べ
る

こ
と
で
、
少
子
高
齢
化
や
防
災
対
策
、
生
活

イ
ン
フ
ラ
の
確
保
な
ど
、
抱
え
て
い
る
課
題

は
、
那
賀
町
と
似
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
国
土
交
通
省
で
の
概
算
要

求
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
大
勢
の
国
交
省
職
員

の
皆
さ
ん
の
前
で
、
説
明
を
す
る
機
会
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
と
は
い
う
も
の
の
現
地
に

行
っ
た
の
は
一
度
ず
つ
で
、
ま
さ
に
付
け
焼

刃
の
よ
う
な
知
識
の
み
が
武
器
で
、
質
問
に

も
十
分
に
回
答
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
何
と
か
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
離
島
の
プ
レ
ゼ

ン
を
山
奥
の
人
間
が
必
死
に
や
る
と
い
う

シ
ュ
ー
ル
な
体
験
で
し
た
。
研
修
を
終
え
て

か
ら
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
で
伊
島
や
出
羽
島
の

話
題
を
目
に
す
る
た
び
に
、
こ
の
当
時
の
こ

と
を
思
い
出
し
、
懐
か
し
く
感
じ
ま
す
。

　

那
賀
町
の
取
組
み

　
少
し
紙
面
を
お
借
り
し
て
那
賀
町
が
現
在
、

力
を
入
れ
て
い
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
那
賀
町
で
は
ド
ロ
ー
ン
や
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
現
在
、

総
勢
十
数
名
を
任
命
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ド

ロ
ー
ン
、
ジ
ビ
エ
、
特
産
品
開
発
や
新
た
な

販
路
拡
大
、
林
業
な
ど
個
性
豊
か
で
ユ
ニ
ー

ク
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
ド
ロ
ー
ン
活
用
に
お
い
て
は
、徳
島
版「
地

方
創
生
特
区
」
の
第
一
次
指
定
を
受
け
、「
日

本
一
ド
ロ
ー
ン
が
飛
ぶ
街
に
！！
」
を
合
言
葉

に
、
安
全
で
安
心
な
ド
ロ
ー
ン
の
利
活
用
に

よ
る
ま
ち
お
こ
し
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ド

ロ
ー
ン
実
証
実
験
の
取
り
組
み
を
強
化
し
な

が
ら
日
本
全
国
に
那
賀
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
の
が

狙
い
で
、「
ド
ロ
ー
ン
」
と
い
う
言
葉
が
入
っ

た
自
治
体
の
部
署
と
し
て
は
全
国
初
の
「
ド

ロ
ー
ン
推
進
室
」
を
設
置
し
、
Ｐ
Ｒ
ド
ラ
マ
を

作
成
し
た
り
、
基
幹
産
業
で
あ
る
林
業
へ
の

導
入
実
験
を
行
っ
た
り
、
災
害
時
に
お
け
る

利
活
用
の
検
討
や
、
鳥
獣
害
対
策
な
ど
、
那

賀
町
の
み
な
ら
ず
全
国
の
自
治
体
が
か
か
え

る
地
域
課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
の
取
り
組
み

に
も
ご
注
目
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま

た
ド
ロ
ー
ン
レ
ー
ス
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な

機
会
に
は
ぜ
ひ
那
賀
町
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

最
後
に

　
今
回
、
半
強
制
的
に
研
修
当
時
を
振
り
か

え
る
こ
と
が
で
き
、
結
果
的
に
よ
い
機
会
を

い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
研
修
の
一
番
の
収
穫
は
県
南
振
興
担
当
を

は
じ
め
と
し
た
、
南
部
総
合
県
民
局
や
市
町

村
課
、
他
市
町
の
担
当
者
の
皆
さ
ん
と
知
り
合

う
機
会
を
い
た
だ
け
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
一
年
間
、
本
当
に
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

樹　氷木頭杉一本乗り

大釜の滝
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は
じ
め
に

　
鳴
門
市
は
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
期
の

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
総
合
的
な
相
談
や

支
援
を
提
供
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
拠
点
と
し

て
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
〜
鳴

門
市
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
を
平
成
二
十
七
年
十
月

に
開
設
し
ま
し
た
。
開
設
か
ら
一
年
が
経
過

し
、
新
た
な
課
題
や
、
今
後
の
推
進
体
制
を

構
築
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
、
平

成
二
十
八
年
十
一
月
十
六
日
か
ら
十
一
月

十
八
日
ま
で
の
三
日
間
、
全
国
市
町
村
国
際

文
化
研
修
所
で
行
わ
れ
た
「
海
外
事
例
で
学

ぶ
子
育
て
支
援
の
ま
ち
づ
く
り
〜
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
ネ
ウ
ボ
ラ
〜
」
の
研
修
を
受
講
し
ま

し
た
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

ネ
ウ
ボ
ラ
に
つ
い
て

　
今
回
の
研
修
で
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
歴

史
や
政
治
的
背
景
等
も
学
び
な
が
ら
、
ネ
ウ

ボ
ラ
の
発
祥
か
ら
国
の
施
策
と
し
て
定
着
し

て
い
っ
た
経
過
、
福
祉
国
家
と
し
て
の
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
総
合
的
な
子
育
て
施
策
な
ど
に

つ
い
て
の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ネ
ウ
ボ
ラ
は
、
戦
後
、
母

子
の
栄
養
状
態
や
衛
生
状
態
の
改
善
を
目
的

に
、
医
師
や
看
護
師
、
保
健
師
な
ど
の
専
門

職
が
無
料
で
相
談
で
き
る
機
会
を
つ
く
っ
た

こ
と
が
始
ま
り
で
す
。
市
民
活
動
と
し
て
始

ま
っ
た
こ
の
活
動
が
、
草
の
根
運
動
と
し
て

全
国
に
広
が
り
、
定
着
し
て
い
く
一
方
、
隣

国
ロ
シ
ア
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
の
政
治
的
・

文
化
的
な
影
響
を
受
け
、
多
民
族
、
多
文
化

共
生
へ
の
道
を
歩
ん
で
き
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

は
、
様
々
な
考
え
方
や
価
値
観
を
受
け
入
れ

な
が
ら
、
男
女
共
同
参
画
の
意
識
や
、
自
立

し
た
家
族
の
あ
り
方
な
ど
に
ま
で
影
響
を
及

ぼ
し
な
が
ら
、
ネ
ウ
ボ
ラ
は
国
の
施
策
と
し

て
定
着
し
て
い
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　
母
子
保
健
の
水
準
の
向
上
を
目
的
に
、
メ

デ
ィ
カ
ル
的
な
助
言
が
中
心
だ
っ
た
ネ
ウ
ボ

ラ
の
支
援
は
、
現
在
、
親
に
な
る
準
備
や
夫

婦
・
親
子
な
ど
の
関
係
性
発
達
の
サ
ポ
ー
ト

が
中
心
と
な
り
、
経
済
的
状
況
や
産
後
う
つ

等
の
メ
ン
タ
ル
的
領
域
ま
で
も
含
ん
だ
サ

ポ
ー
ト
に
変
化
し
て
い
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
、
時
代
の
変
化
に
伴
っ
て
支
援

の
内
容
は
変
化
し
て
い
る
も
の
の
、
草
の
根

運
動
の
頃
か
ら
ネ
ウ
ボ
ラ
の
根
幹
で
あ
っ

た
「
周
産
期
の
リ
ス
ク
予
防
」
を
原
点
と
し

た
、「
普
遍
的
（
す
べ
て
の
妊
産
婦
及
び
子

育
て
家
庭
を
対
象
と
し
た
、
無
料
で
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
）」
で
「
連
続
し
た
（
切
れ
目
な
い
）

支
援
」
は
、
現
在
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

お
り
、
ネ
ウ
ボ
ラ
は
「
リ
ス
ク
の
早
期
発
見

や
早
期
支
援
」
に
つ
な
が
る
大
切
な
拠
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
子
育
て
支
援
施
策
と

ネ
ウ
ボ
ラ

　
今
、
日
本
は
、
少
子
高
齢
化
の
波
が
押
し

寄
せ
て
い
ま
す
。
日
本
の
人
口
は
、
長
ら
く

一
億
二
千
万
人
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

約
四
十
年
後
の
二
千
六
十
年
に
は
、
八
千
六

百
万
人
ま
で
減
少
し
、
高
齢
化
率
は
現
在
の

二
倍
の
約
四
十
％
、
逆
に
出
生
数
は
、
現
在

「
海
外
事
例
で
学
ぶ
子
育
て
支
援
の

　
ま
ち
づ
く
り
〜
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

　

　
の
ネ
ウ
ボ
ラ
〜
」を
受
講
し
て

鳴
門
市
健
康
福
祉
部
健
康
政
策
課

黒
　
濱
　
綾
　
子
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の
約
半
分
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

出
生
率
低
下
の
要
因
と
し
て
は
、
晩
婚
化
の

進
行
と
夫
婦
出
生
児
数
の
減
少
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
晩
婚
よ
り
も
未
婚
率

が
上
昇
し
て
い
く
と
も
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
厚
生
労
働
省
が
行
っ
た
独
身
男

女
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
男
女
と
も

九
割
の
人
が
結
婚
を
望
ん
で
お
り
、
ま
た
二

人
程
度
の
子
ど
も
を
持
ち
た
い
と
希
望
し
て

い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
は
、
そ
れ
を
阻
ん
で

い
る
の
が
、
若
年
者
の
非
正
規
雇
用
率
の
高

さ
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
ま
す
。
と
り
わ

け
、
非
正
規
雇
用
の
男
性
は
、
結
婚
し
て
子

ど
も
を
持
つ
こ
と
に
対
し
、
不
安
が
強
い
傾

向
が
あ
り
、
ま
た
、
育
児
休
業
な
ど
が
利
用

で
き
な
い
非
正
規
雇
用
の
女
性
も
、
出
産
・

育
児
に
よ
り
離
職
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
か

ら
、
経
済
的
基
盤
の
不
安
定
さ
や
、
キ
ャ
リ

ア
、
将
来
の
見
通
し
が
立
た
な
い
こ
と
に
よ

る
不
安
が
、
出
生
率
低
下
の
大
き
な
要
因
と

な
っ
て
い
る
と
の
分
析
で
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
で
は
、
諸
外
国
に
比
べ
、
長

時
間
労
働
者
の
割
合
が
高
く
、
特
に
子
育

て
期
に
あ
る
三
十
歳
代
の
男
性
の
十
五
〜

十
六
％
は
週
六
十
時
間
を
超
え
就
業
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
比
例
し
、
男
性
の
家
事
・
育

児
に
費
や
す
時
間
は
最
低
水
準
で
あ
る
こ
と

も
わ
か
り
ま
し
た
。

　
国
で
は
、
少
子
化
対
策
、
虐
待
予
防
な
ど

の
観
点
か
ら
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
法
定
化
し
、
平
成
三
十
二
年
度
末
ま

で
に
全
国
展
開
を
目
指
す
予
定
と
し
て
い
ま

す
。
併
せ
て
、
待
機
児
童
の
対
策
や
多
子
世
帯

へ
の
優
遇
措
置
な
ど
の
他
、
働
き
方
改
革
な

ど
も
、
引
き
続
き
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
方

針
だ
と
の
お
話
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　
今
回
の
研
修
で
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ネ

ウ
ボ
ラ
と
日
本
の
現
状
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会

が
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
市
町
村
議
員
と
職

員
（
職
員
も
事
務
職
員
と
保
健
師
、
保
育
士

な
ど
の
専
門
職
）
が
一
緒
に
学
び
、
夜
な
夜

な
討
議
す
る
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

最
終
日
に
は
、
受
講
者
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
「
当
市
町
村
の
現
状
と
今
後
の
取
り

組
み
」
に
つ
い
て
発
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

三
日
間
と
い
う
短
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

中
身
の
濃
い
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
鳴
門
市
版
ネ
ウ
ボ
ラ
の
立
ち
上
げ
に
際
し

て
、
私
は
、
そ
の
手
法
を
と
て
も
重
要
視
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と

日
本
で
は
、
男
女
共
同
参
画
へ
の
意
識
や
、

個
人
の
自
立
に
対
す
る
考
え
、
権
利
意
識
の

強
さ
、
福
祉
政
策
に
関
す
る
信
頼
感
な
ど
の

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
違
う
た
め
、
そ
の
手

法
だ
け
を
取
り
入
れ
て
も
、
解
決
し
な
い
課

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
ほ
と
ん
ど

な
い
、
望
ま
な
い
（
予
期
せ
ぬ
）
妊
娠
は
、

日
本
で
は
多
く
、
虐
待
の
ハ
イ
リ
ス
ク
要
因

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
談
業
務
の
中

で
、
依
存
度
の
高
い
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
出
会

う
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
対
応
に
頭
を
悩
ま
せ

る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
日
本
の
ネ
ウ
ボ

ラ
で
は
、
自
己
肯
定
感
の
醸
成
や
自
立
支
援

に
向
け
た
方
策
、
命
を
育
む
思
春
期
教
育
や

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
等
に
よ
る
後
方
支
援
体

制
の
構
築
な
ど
へ
の
取
り
組
み
も
早
急
に
検

討
が
必
要
で
す
。

　
今
回
の
研
修
で
は
、
ネ
ウ
ボ
ラ
の
目
指
す

べ
き
方
向
を
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
歴
史
や
現

状
、
日
本
の
施
策
の
方
向
性
を
知
る
こ
と
で
、

よ
り
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ネ

ウ
ボ
ラ
の
根
幹
に
あ
る
、
周
産
期
の
リ
ス
ク

の
予
防
と
利
用
者
主
体
を
原
点
に
、
普
遍
的

で
連
続
し
た
支
援
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
手
法
を
考
え
る
、
素
晴
ら
し

い
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
周
産
期

だ
け
で
な
く
、
本
市
の
実
情
に
応
じ
た
子
育

て
支
援
や
、
働
き
方
改
革
に
も
併
せ
て
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

し
た
。
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Business corner

は
じ
め
に

　
地
方
公
営
企
業
は
、
地
方
公
共
団
体
が
社
会
公
共
の

利
益
を
目
的
と
し
て
経
営
す
る
企
業
で
あ
り
、
水
道
、

下
水
道
、
公
立
病
院
、
交
通
、
宅
地
造
成
な
ど
様
々
な

事
業
を
行
っ
て
い
る
。
公
営
企
業
の
役
割
は
、
住
民

生
活
に
身
近
な
社
会
資
本
整
備
を
進
め
、
住
民
に
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ

り
、
将
来
に
渡
っ
て
公
共
の
福
祉
を
増

進
し
て
い
く
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い

る
。
同
時
に
、
企
業
と
し
て
経
済
性
を

発
揮
し
な
が
ら
、
公
共
の
福
祉
を
増
進

す
る
よ
う
、
運
営
・
維
持
さ
れ
る
公
的

組
織
で
も
あ
る
。
住
民
が
地
域
で
生
活

す
る
た
め
に
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
を
供

給
し
、
住
民
の
生
活
改
善
や
福
利
の
増

進
に
寄
与
し
て
き
た
が
、
近
年
は
少
子

高
齢
化
、
財
政
制
約
、
整
備
施
設
の
老

朽
化
や
従
事
者
の
高
年
齢
化
と
い
っ
た

要
因
な
ど
か
ら
、
経
営
環
境
が
厳
し
い

方
向
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。

　
地
方
公
営
企
業
法
が
制
定
さ
れ
て
か

ら
六
十
年
以
上
が
経
過
し
た
現
在
、
公

営
企
業
の
事
業
の
意
義
や
必
要
性
、
指

定
管
理
者
制
度
や
民
間
委
託
の
導
入
等

の
事
業
手
法
の
選
択
に
つ
い
て
再
検
討

さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
方
公
営
企
業
法

を
適
用
し
て
い
な
い
公
営
企
業
に
つ
い

て
は
、
同
法
の
全
部
又
は
財
務
規
定
等

の
適
用
（
一
部
適
用
）
が
積
極
的
に
検

討
さ
れ
る
な
ど
、
公
営
企
業
の
抜
本
的

な
改
革
に
向
け
た
取
組
み
が
推
進
さ
れ

て
い
る
。（
資
料
１
）ま
た
、公
営
企
業
の
経
営
に
当
た
っ

て
は
、
中
長
期
的
視
点
に
立
っ
て
計
画
的
に
行
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
経
営
計
画
を

策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
た
経
営
を
行
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
公
営
企
業
改
革
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の

取
組
と
現
状
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
き
た
い
。

公営企業改革について

市町村課主事（行政担当）　平　内　桂　人

（資料１）
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ら
れ
る
。
特
に
中
小
規
模
の
公
営
企
業
で
は
、
人
口
減

少
や
設
備
更
新
費
用
の
増
大
、
制
度
改
革
の
影
響
等
に

よ
り
、
現
在
の
経
営
形
態
を
前
提
と
し
た
経
営
手
法
だ

け
で
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す

る
こ
と
が
困
難
と
な
る
懸
念
が
あ
る
な
ど
、
事
業
の
存

続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
各
公
営
企
業
に
お
け
る
経
営
戦

略
の
策
定
を
通
じ
て
、
更
新
投
資
額
の
平
準
化
を
見
据

え
た
投
資
計
画
と
財
源
手
当
て
の
た
め
の
財
政
計
画
が

作
成
さ
れ
、
将
来
の
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
施
設

の
老
朽
化
に
対
応
し
た
戦
略
的
な
経
営
へ
の
移
行
が
推

進
さ
れ
て
い
る
。
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業

で
も
、
目
先
の
人
件
費
カ
ッ
ト
や
施
設
の
長
寿
命
化
を

伴
わ
な
い
修
繕
等
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
、
経
営
弱
体

化
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
徹
底
的
な
効
率
化
及
び

合
理
化
と
、
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
の
計
画
的
な
経
営

基
盤
の
強
化
の
両
立
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　
経
営
管
理
の
点
で
は
、
公
営
企
業
会
計
の
非
適
用
事

業
が
あ
る
が
、
非
適
用
事
業
に
つ
い
て
は
、
貸
借
対
照

表
・
損
益
計
算
書
等
の
財
務
諸
表
や
固
定
資
産
台
帳
の

作
成
及
び
活
用
に
よ
っ
て
、
減
価
償
却
等
を
反
映
し
た

損
益
・
資
産
・
負
債
の
現
状
把
握
と
将
来
推
計
な
ど
が

よ
り
適
切
に
行
え
る
よ
う
、
法
適
化
（
公
営
企
業
会
計

の
適
用
）
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
法
適
化
に
よ
り
発

生
主
義
を
導
入
し
、
民
間
企
業
と
同
様
の
精
度
の
高
い

財
務
諸
表
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
よ
り
計
画
的
な
企
業

経
営
が
可
能
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
。

現
状
と
課
題

　
平
成
二
十
一
年
度
以
降
、
総
務
省
の
主
導
の
も
と
、

公
営
企
業
が
経
営
の
実
態
を
よ
り
正
確
に
把
握
し
、
住

民
に
も
経
営
状
態
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、

地
方
公
営
企
業
会
計
基
準
の
見
直
し
が
推
進
さ
れ
る
と

と
も
に
、
各
公
営
企
業
の
経
営
健
全
化
の
観
点
か
ら
抜

本
改
革
が
推
進
さ
れ
て
き
た
。

　
地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法
の
全
面
施
行
を
踏
ま

え
た
平
成
二
十
一
年
か
ら
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
の
五

年
間
の
公
営
企
業
抜
本
改
革
の
集
中
的
な
推
進
に
よ
り
、

公
営
企
業
の
資
金
不
足
比
率
の
改
善
な
ど
、
一
定
の
成

果
が
見
ら
れ
た
。
加
え
て
、
平
成
二
十
四
年
度
の
地
方

公
営
企
業
の
資
本
（
会
計
）
制
度
及
び
地
方
公
営
企
業

会
計
基
準
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
で
、損
益
や
資
産（
負

債
）
の
よ
り
正
確
な
把
握
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
以

前
と
比
べ
正
確
な
財
務
諸
表
の
作
成
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
他
に
も
、
平
成
二
十
五
年
度
の
公
営
企
業

の
経
営
戦
略
の
策
定
等
に
関
す
る
検
討
、
平
成
二
十
六

年
度
の
新
地
方
公
営
企
業
会
計
基
準
の
全
面
適
用
及
び

公
営
企
業
の
経
営
戦
略
の
策
定
と
活
用
等
に
関
す
る
検

討
、
平
成
二
十
七
年
度
の
公
営
企
業
会
計
の
適
用
の
集

中
取
組
期
間
等
の
取
組
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。

　　
上
述
の
取
組
に
よ
っ
て
、
資
金
不
足
比
率
の
改
善
な

ど
一
定
の
成
果
は
あ
っ
た
も
の
の
、
他
会
計
負
担
（
繰

入
金
）
に
依
存
し
て
い
る
事
業
、
資
金
不
足
や
赤
字
が

発
生
し
て
い
る
事
業
な
ど
も
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、

収
支
面
で
問
題
が
な
さ
そ
う
に
見
え
る
場
合
に
お
い
て

も
、
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
や
今
後
の
た
め
の
設
備
投

資
が
十
分
で
は
な
い
も
の
が
一
定
数
あ
る
も
の
と
考
え

公
営
企
業
の
抜
本
的
な
改
革
に

つ
い
て
の
検
討

　
現
状
を
踏
ま
え
、
公
営
企
業
に
つ
い
て
廃
止
・
民
営

化
・
広
域
化
・
民
間
活
用
と
い
っ
た
抜
本
的
な
改
革
に

つ
い
て
検
討
を
行
う
た
め
、
平
成
二
十
八
年
五
月
か
ら

「
公
営
企
業
の
経
営
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会
」
が

開
催
さ
れ
、
公
営
企
業
の
各
分
野
に
つ
い
て
、
抜
本
的

な
改
革
に
関
す
る
課
題
や
方
策
等
に
つ
い
て
整
理
が
行

わ
れ
た
。
平
成
二
十
九
年
二
月
ま
で
に
九
回
の
研
究
会

が
開
か
れ
、
三
月
に
報
告
書
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
の

で
、こ
こ
か
ら
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
解
説
す
る
。（
資

料
２
）

　
各
公
営
企
業
は
ま
ず
公
営
企
業
会
計
の
適
用
に
よ
る

財
務
内
容
の
正
確
な
把
握
、
経
営
比
較
分
析
表
の
活
用

等
に
よ
り
、
事
業
の
現
在
の
課
題
、
将
来
の
見
通
し
・

リ
ス
ク
を
「
見
え
る
化
」
し
て
把
握
、
分
析
、
公
表
す
る

こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
現
在
の
経
営

の
効
率
化
・
健
全
化
と
、
将
来
に
わ
た
る
安
定
的
な
経

営
の
継
続
の
た
め
、
各
公
営
企
業
は
、
中
長
期
的
な
投

資
・
財
源
の
将
来
推
計
も
踏
ま
え
、
当
該
事
業
の
必
要

性
と
担
い
手
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
次
の
三
点
か
ら
抜

本
的
な
改
革
の
検
討
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

１
　
事
業
そ
の
も
の
の
必
要
性
及
び
公
営
で
行
う
必
要
性

　
公
営
企
業
の
経
営
に
当
た
り
、「
現
在
公
営
企
業
が

行
っ
て
い
る
事
業
そ
の
も
の
の
意
義
、
提
供
し
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
自
体
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
事
業
に
意
義
、
必
要
性
が

な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
廃
止
等

を
行
う
べ
き
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
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各
事
業
の
特
性
に
応
じ
た
検
証
を
要
請
し
て
い
る
。
公

営
企
業
が
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
自
体
の
必
要
性
を

含
め
、
公
営
企
業
と
し
て
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
も

民
間
的
手
法
を
導
入
す
る
な
ど
、
効
率
性
を
最
大
限
に

発
揮
さ
せ
る
方
法
の
検
討
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

２
　
事
業
と
し
て
の
持
続
可
能
性

　
人
口
減
少
等
に
伴
う
料
金
収
入
の
減
少
、
施
設
の

更
新
需
要
や
老
朽
化
、
制
度
改
正
に
よ
る
影

響
等
の
経
営
上
の
課
題
や
、
国
の
補
助
制
度

等
の
動
向
、
一
般
会
計
の
負
担
の
程
度
の
状

況
等
を
勘
案
し
、
事
業
と
し
て
の
持
続
可
能

性
の
検
証
を
行
っ
た
上
で
、
持
続
可
能
性
に

問
題
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
事
業
の

必
要
性
に
応
じ
て
事
業
廃
止
の
検
討
ま
た
は

事
業
を
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
の
抜

本
的
な
経
営
改
革
の
取
組
を
要
請
し
て
い
る
。

人
口
減
少
や
制
度
改
正
な
ど
の
避
け
ら
れ
な

い
要
因
が
あ
る
と
し
て
も
、
民
営
化
・
民
間

譲
渡
、
官
民
連
携
な
ど
、
事
業
を
持
続
し
て

い
く
た
め
の
自
助
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

３
　
経
営
形
態
（
事
業
規
模
、
範
囲
及
び
担

　
い
手
）

　
公
営
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
が
厳
し

さ
を
増
す
中
で
、
現
在
の
経
営
形
態
を
前
提

と
し
た
経
営
改
革
だ
け
で
は
、
将
来
に
わ
た

る
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

と
な
る
懸
念
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
統

合
、
施
設
・
管
理
の
共
同
化
な
ど
の
広
域
化

や
、
更
な
る
民
間
活
用
に
つ
い
て
検
討
を
要

請
し
て
い
る
。
経
営
基
盤
の
強
化
、
経
営
効

率
化
の
推
進
、
地
域
住
民
に
対
す
る
サ
ー
ビ

ス
水
準
の
向
上
等
を
図
る
観
点
か
ら
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
事
業
の
広
域
化
や
統
合
等
の
推
進
に

つ
い
て
取
り
組
み
、
企
業
団
、
一
部
事
務
組
合
等
の
設

置
、
事
務
の
委
託
な
ど
に
よ
る
共
同
処
理
方
式
等
の
手

法
の
導
入
に
つ
い
て
積
極
的
に
検
討
す
る
ほ
か
、
地
方

公
共
団
体
間
の
連
携
や
、
定
住
自
立
圏
等
の
広
域
連
携

手
法
の
活
用
な
ど
、
相
互
に
適
切
な
機
能
分
担
が
図
ら

れ
る
形
で
の
連
携
強
化
の
推
進
に
つ
い
て
検
討
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
三
点
に
つ
い
て
整
理
を
行
い
、
各
公
営
企
業

に
お
い
て
事
業
毎
の
特
性
に
応
じ
て
事
業
廃
止
、
民
営

化
・
民
間
譲
渡
、
広
域
化
等
及
び
民
間
活
用
と
い
う
四

つ
の
方
向
性
を
基
本
と
し
た
抜
本
的
な
改
革
の
検
討
の

必
要
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

抜
本
的
な
改
革
の
推
進

　
抜
本
的
な
改
革
の
検
討
と
経
営
戦
略
の
策
定
は
、
表

裏
一
体
の
も
の
と
し
て
捉
え
て
推
進
さ
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
各
公
営
企
業
は
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
よ
り
的
確
に

進
め
る
た
め
に
、
公
営
企
業
会
計
の
適
用
や
経
営
比
較

分
析
表
等
を
活
用
し
た
経
営
状
況
の
「
見
え
る
化
」
の

推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

１
　
経
営
戦
略
の
策
定

　
各
公
営
企
業
が
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
事
業
を

継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
長
期
的
な
需
要
の
見
通
し
、

更
新
等
の
投
資
の
計
画
、
料
金
改
定
な
ど
に
関
す
る
計

画
に
基
づ
い
て
事
業
の
持
続
性
に
対
す
る
的
確
な
見
通

し
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
た
め
、中
長
期
の
投
資
・

財
政
計
画
を
主
な
構
成
要
素
と
す
る
経
営
戦
略
を
策

定
・
実
行
す
る
こ
と
で
、
経
営
基
盤
強
化
と
財
政
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。

２
　
抜
本
的
な
改
革
の
検
討
と
経
営
戦
略
の
策
定
と
の

　
関
係

　
各
公
営
企
業
に
お
い
て
は
、
抜
本
的
な
改
革
の
検
討

を
行
っ
た
上
で
、
経
営
戦
略
を
早
期
に
策
定
し
、
経
営

戦
略
に
基
づ
く
目
標
管
理
に
よ
っ
て
計
画
的
か
つ
合
理

的
な
経
営
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
経
営
効
率
化

や
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
等
を
図
り
つ
つ
、
収
支
均
衡

（資料２）



45　AWA no JICHI No.90

Business corner

を
図
る
た
め
の
取
組
と
し
て
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
、
広
域
化

等
や
民
間
活
用
も
含
め
た
抜
本

的
な
改
革
の
検
討
に
つ
い
て
積

極
的
か
つ
具
体
的
に
検
討
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

３
　
公
営
企
業
の
経
営
状
況
の

　「
見
え
る
化
」

　
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た

計
画
的
な
経
営
基
盤
の
強
化
と

財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
向
上
等

に
よ
り
的
確
に
取
り
組
む
た
め

に
は
、
公
営
企
業
会
計
を
適
用

し
、
固
定
資
産
台
帳
や
貸
借
対

照
表
・
損
益
計
算
書
等
の
財
務

諸
表
を
通
じ
て
、自
ら
の
経
営
・

資
産
・
負
債
を
正
確
に
把
握
し
、

経
営
に
活
用
す
る
こ
と
が
必
要

と
さ
れ
る
。

　
ま
た
、「
見
え
る
化
」
の
取

組
に
当
た
っ
て
は
、
民
間
譲
渡

や
民
間
活
用
の
相
手
先
と
な
る

民
間
事
業
者
に
よ
る
経
営
状
況

等
の
把
握
を
可
能
・
容
易
と
す

る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
事
業
提

案
に
繋
げ
る
と
い
う
視
点
も
重

要
と
さ
れ
て
い
る
。

４
　
具
体
的
な
取
組
に
当
た
っ

　
て
の
留
意
点

　
そ
の
他
、
抜
本
的
な
改
革
を

進
め
る
に
当
た
っ
て
の
留
意
点

は
以
下
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。（
一
部
を
抜
粋
）

・
公
営
企
業
会
計
の
適
用
や
経
営
比
較
分
析
表
の
活
用

等
を
通
じ
て
、
客
観
的
な
指
標
等
に
基
づ
き
、
現
状

の
把
握
、
分
析
を
行
う
こ
と
。

・
事
業
の
特
性
に
応
じ
て
、
コ
ス
ト
削
減
だ
け
で
な
く
、

料
金
の
値
上
げ
以
外
の
利
用
者
等
の
増
加
に
よ
る
収

入
確
保
の
方
策
に
つ
い
て
も
検
討
す
べ
き
こ
と
。

・
他
団
体
に
お
け
る
抜
本
的
な
改
革
の
取
組
の
内
容
、

効
果
及
び
進
め
方
を
分
析
し
、
改
革
の
検
討
の
契
機

と
す
る
な
ど
、
先
進
・
優
良
事
例
を
参
照
す
る
こ
と
。

※
総
務
省
Ｈ
Ｐ
に
て
経
営
改
革
優
良
事
例
集
が
公
開

さ
れ
て
い
る
。（
資
料
３
）

お
わ
り
に

　
地
方
公
営
企
業
に
限
ら
ず
、
地
方
公
共
団
体
を
含
め

た
地
方
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、

各
公
営
企
業
に
お
い
て
は
一
般
会
計
等
他
会
計
か
ら
の

繰
入
金
に
過
度
に
依
存
し
な
い
、
中
長
期
的
に
自
立
し

た
経
営
基
盤
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
経
営
基
盤
を
盤
石
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、

そ
の
時
代
毎
の
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、
公
営
企

業
経
営
の
あ
り
方
を
絶
え
ず
見
直
し
て
い
く
姿
勢
も
不

可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
多
様
性
を
持
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の

公
営
企
業
が
抱
え
る
問
題
を
統
一
的
な
視
点
か
ら
解
決

し
て
い
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
公
営
企

業
が
自
団
体
の
財
務
内
容
等
を
含
め
た
現
状
を
正
確
に

把
握
し
た
上
で
、
類
似
団
体
の
先
進
・
優
良
事
例
の
活

用
等
、
実
情
を
踏
ま
え
た
経
営
改
革
を
進
め
て
い
く
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
。

（資料３）
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「緊急防災・減災事業」の拡充・延長等について

市町村課主事（企画財政担当）　村　雲　正　敏

を
行
う
場
合
な
ど
に
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
の
対
象
事

業
と
な
り
、
多
く
の
自
治
体
が
活
用
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
こ
れ
を
受
け
本
稿
で
は
、「
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
」

の
年
度
毎
の
改
正
点
に
加
え
て
、
拡
充
・
延
長
と
な
っ

た
内
容
に
つ
い
て
、
ま
た
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
創
設

さ
れ
る
「
市
町
村
役
場
機
能
緊
急
保
全
事
業
」
に
つ
い

て
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
（
沿
革
）

平
成
二
十
四
年
度
　
　
　

　
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
が
創
設
さ
れ
た
。

　
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震

災
を
教
訓
と
し
て
、
全
国
的
に
緊
急
に
実
施
す
る
必
要

性
が
高
く
、
即
効
性
の
あ
る
防
災
、
減
災
等
の
た
め
の

事
業
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
関
し
地

方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
防
災
の
た
め
の
施
策
に
必
要

な
財
源
の
確
保
に
係
る
地
方
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る

法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
一
一
八
号
）
等
に
よ
り

確
保
さ
れ
る
財
源
に
よ
り
実
施
す
る
次
の
事
業
を
対
象

と
し
た
。（
た
だ
し
、
財
政
融
資
資
金
又
は
地
方
公
共

団
体
金
融
機
構
資
金
を
充
て
る
も
の
に
限
る
。）

一
　
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
（
補
助
・
直
轄
）

　
平
成
二
十
三
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
よ
り
追

加
さ
れ
た
全
国
防
災
対
策
費
に
係
る
事
業
及
び
平
成

二
十
四
年
度
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計
予
算
に
お

け
る
全
国
防
災
対
策
費
に
係
る
事
業
（
公
営
住
宅
建
設

事
業
及
び
公
営
企
業
会
計
負
担
分
を
除
く
。）

は
じ
め
に

　
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
は
、
防
災
基
盤
の
整
備
事

業
並
び
に
公
共
施
設
及
び
公
用
施
設
の
耐
震
化
事
業

で
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
地
方
債
計
画
の
項
目

に
本
事
業
が
設
け
ら
れ
た
。
住
民
の
避
難
、
行
政
・
社

会
機
能
の
維
持
及
び
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
資
す

る
地
方
単
独
事
業
の
他
、
平
成
二
十
三
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
に
よ
り
追
加
さ
れ
た
全
国
防
災
対
策
費
に
係

る
事
業
に
つ
い
て
も
対
象
と
な
っ
た
。
平
成
二
十
五
年

度
に
は
、
地
方
公
務
員
給
与
費
の
臨
時
特
例
に
対
応
し
、

補
助
直
轄
事
業
に
つ
い
て
は
全
国
防
災
事
業
（
平
成

二
十
七
年
度
ま
で
）
と
な
り
、
ま
た
地
方
単
独
事
業
に

つ
い
て
は
、
単
年
度
限
り
の
措
置
と
し
て
新
た
な
緊
急

防
災
・
減
災
事
業
に
そ
れ
ぞ
れ
名
称
が
変
更
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
は
、
地

方
公
共
団
体
の
取
組
実
績
や
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
、
平

成
二
十
六
年
度
か
ら
二
十
八
年
度
ま
で
継
続
す
る
こ
と

と
さ
れ
た
。
最
終
年
を
迎
え
た
昨
年
度
、
多
く
の
地
方

公
共
団
体
か
ら
延
長
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
平

成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成

二
十
九
年
度
地
方
財
政
対
策
に
係
る
総
務
省
説
明
会
で
、

平
成
二
十
九
年
度
地
方
債
計
画
が
発
表
さ
れ
、
地
方
公

共
団
体
が
引
き
続
き
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
防
災
・
減
災

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
、
対
象
事
業
を
拡
充

し
た
上
で
、
東
日
本
大
震
災
に
係
る
復
興
・
創
生
期
間

で
あ
る
平
成
三
十
二
年
度
ま
で
、
継
続
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
指
定
避
難
所
と
さ
れ
る
学
校
や
、
災
害

対
策
の
拠
点
と
な
る
庁
舎
、
公
共
施
設
な
ど
の
耐
震
化
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二
　
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
（
単
独
）

　
住
民
の
避
難
、
行
政
・
社
会
機
能
の
維
持
及
び
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
地
方
単
独
事
業

【
充
当
率
】
一
〇
〇
％

【
資
　
金
】
財
政
融
資
資
金
、
地
方
公
共
団
体
金
融
機

　
　
　
　
　

構
資
金

【
元
利
償
還
金
に
対
す
る
交
付
税
措
置
】

（
１
）
補
助

　
元
利
償
還
金
の
八
〇
％
に
つ
い
て
基
準
財
政
需
要
額

に
算
入
　

（
２
）
単
独

　
元
利
償
還
金
の
七
〇
％
に
つ
い
て
基
準
財
政
需
要
額

に
算
入

平
成
二
十
五
年
度
　
主
な
改
正
点

・
平
成
二
十
五
年
度
は
、
地
方
公
務
員
給
与
費
の
臨
時

特
例
に
対
応
し
、
緊
急
に
防
災
・
減
災
事
業
に
取
り

組
む
た
め
の
地
方
単
独
事
業
を
創
設
す
る
こ
と
と
し
、

対
象
事
業
が
拡
大
さ
れ
た
。

　
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
新
た
に
対
象
と
な
っ
た
事
業

は
次
の
と
お
り
。

・
緊
急
消
防
援
助
隊
の
広
域
活
動
拠
点
施
設

・
緊
急
消
防
援
助
隊
の
機
能
強
化
を
図
る
た
め
の
車
両

資
機
材
等

・
消
防
団
の
機
能
強
化
を
図
る
た
め
の
施
設
・
設
備

・
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
（
消
防
救
急
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
併
せ
て
整
備
す
る
も
の
に
限
る
。
）

・
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
、
衛
星
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
等
大
規
模
災
害
時
の
情
報
伝
達
の
た
め
に
必

要
な
通
信
施
設

・
「
市
町
村
の
消
防
の
広
域
化
に
関
す
る
基
本
指
針
」

に
基
づ
き
広
域
化
の
期
限
ま
で
に
広
域
化
し
た
も
の

が
実
施
す
る
消
防
広
域
化
事
業

・
災
害
時
に
要
援
護
者
対
策
が
必
要
と
な
る
社
会
福
祉

事
業
の
用
に
供
す
る
公
共
施
設
の
耐
震
化

【
資
　
金
】
地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
資
金
、
市
場
公

　
　
　

　
募
資
金
、
銀
行
等
引
受
資
金

【
元
利
償
還
金
に
対
す
る
交
付
税
措
置
】

　
元
利
償
還
金
の
七
〇
％
に
つ
い
て
基
準
財
政
需
要
額

に
算
入

平
成
二
十
六
年
度
　
主
な
改
正
点

・
平
成
二
十
五
年
度
は
、
地
方
公
務
員
給
与
費
の
臨
時

特
例
に
対
応
し
、
単
年
度
限
り
の
措
置
と
さ
れ
て
い

た
が
、
地
方
公
共
団
体
の
取
組
実
績
や
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
、
歳
出
の
重
点
化
・
効
率
化
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
平
成
二
十
六
年
度
は
前
年
度
に
比
べ
四
五
〇
億

円
増
の
五
、〇
〇
〇
億
円
を
確
保
し
、
平
成
二
十
八

年
度
ま
で
継
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

・
対
象
事
業
に
つ
い
て
、
既
存
の
地
方
単
独
事
業
に
加

え
、
特
定
地
域
の
振
興
や
生
活
環
境
の
整
備
を
目
的

と
し
た
国
庫
補
助
金
（
防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境

の
整
備
に
係
る
補
助
金
、
離
島
活
性
化
交
付
金
及
び

奄
美
群
島
振
興
交
付
金
）
の
交
付
を
受
け
て
現
行
の

対
象
事
業
と
同
様
の
事
業
を
実
施
す
る
場
合
も
新
た

に
対
象
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

平
成
二
十
七
年
度
　
主
な
改
正
点

・
こ
れ
ま
で
の
対
象
事
業
に
加
え
、
消
防
水
利
施
設
、

初
期
消
火
資
機
材
及
び
活
動
火
山
対
策
避
難
施
設
（
火

山
シ
ェ
ル
タ
ー
）
の
整
備
が
新
た
に
対
象
と
な
っ
た
。

・
乳
幼
児
等
の
災
害
時
要
配
慮
者
対
策
の
観
点
か
ら
、

指
定
避
難
所
以
外
の
幼
稚
園
、
特
別
支
援
学
校
及
び

認
定
こ
ど
も
園
の
耐
震
化
に
つ
い
て
も
対
象
と
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
学
校
法
人
が
実
施
す
る
指

定
避
難
所
以
外
の
私
立
幼
稚
園
施
設
等
の
耐
震
化
に

つ
い
て
は
、
私
立
学
校
施
設
は
設
置
者
負
担
の
原
則

で
あ
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
国
庫
補
助
事
業
と
併
せ

て
、
地
方
公
共
団
体
が
独
自
に
助
成
す
る
場
合
に
限

り
、
事
業
費
の
六
分
の
一
を
上
限
と
し
て
対
象
と
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
度
　
主
な
改
正
点

・
全
国
防
災
事
業
の
廃
止
に
伴
い
、
全
国
防
災
事
業
に

伴
っ
て
実
施
す
る
地
方
単
独
事
業
（
継
ぎ
足
し
単
独

事
業
）
も
廃
止
さ
れ
た
。

・
「
大
規
模
災
害
時
の
情
報
伝
達
の
た
め
に
必
要
な
通

信
施
設
」
に
つ
い
て
は
、
「
災
害
時
の
住
民
へ
の
情

報
伝
達
体
制
の
更
な
る
強
化
に
つ
い
て
」
（
平
成

二
十
八
年
四
月
一
日
消
防
情
第
九
六
号
）
に
よ
り
対

象
施
設
が
追
加
さ
れ
た
。

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
の
拡
充
・
延
長
に
つ
い
て

平
成
二
十
九
年
度
　
主
な
改
正
点

　
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
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団
体
が
引
き
続
き
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
防
災
・
減
災
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
、
対
象
事
業
を
拡
充
し

た
上
で
、
東
日
本
大
震
災
に
係
る
復
興
・
創
生
期
間
の

平
成
三
十
二
年
度
ま
で
継
続
す
る
こ
と
と
な
り
、
平
成

二
十
九
年
度
に
つ
い
て
は
、
五
、
〇
〇
〇
億
円
が
計
上

さ
れ
た
。

　
ま
た
、
対
象
事
業
に
つ
い
て
は
、【
資
料
１
】
に
あ

る
と
お
り
こ
れ
ま
で
の
対
象
事
業
に
加
え
て
、

　
①
指
定
避
難
所
に
お
け
る
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
等
の
整
備

　
②
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
の
新

型
受
信
機
の
導
入
及
び
情
報
伝
達
手
段
の
多
重
化

　
③
消
防
の
広
域
化
又
は
共
同
化
に
伴
う
高
機
能
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備

　
を
新
た
に
追
加
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

公
共
施
設
等
の
適
正
管
理
の
推
進

　
公
共
施
設
等
の
適
正
管
理
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て

は
、【
資
料
２
】
に
あ
る
よ
う
に
平
成
二
十
九
年
度
の

地
方
財
政
計
画
に
お
け
る
計
上
額
を
増
額
す
る
と
と
も

に
、
長
寿
命
化
事
業
な
ど
に
対
し
、
地
方
財
政
措
置
を

拡
充
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
、
公
共
施
設
等
の
集
約
化
・
複
合

化
、
転
用
、
除
却
の
た
め
に
必
要
な
経
費
を
計
上
し

て
い
る
現
行
の
「
公
共
施
設
等
最
適
化
事
業
費
」（
二
、

〇
〇
〇
億
円
）
に
つ
い
て
、
長
寿
命
化
対
策
、
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
の
推
進
、
熊
本
地
震
の
被
害
状
況
を
踏
ま

え
た
庁
舎
機
能
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
経
費
を
追
加

し
て
、
内
容
を
拡
充
し
新
た
に
「
公
共
施
設
等
適
正
管

理
推
進
事
業
費
」
と
し
て
、
三
、
五
〇
〇
億
円
を
計
上

【資料１】

（総務省資料より）

【資料２】

（総務省資料より）
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す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
地
方
債
計
画
で
は
、
こ
れ
ら

の
事
業
費
に
対
応
す
る
地
方
債
と
し
て
、「
公
共
施

設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
債
」
と
し
て
、
事
業
費

三
、
五
〇
〇
億
円
に
充
当
率
九
〇
％
を
乗
じ
た
三
、

一
五
〇
億
円
が
計
上
さ
れ
た
。

市
町
村
役
場
機
能
緊
急
保
全
事
業
に
つ
い
て

　「
市
町
村
役
場
機
能
緊
急
保
全
事
業
」
に
つ
い
て
、

熊
本
地
震
に
よ
り
、
業
務
継
続
が
確
実
に
行
わ
れ
る
た

め
に
は
、
行
政
の
中
枢
拠
点
で
あ
る
庁
舎
が
発
災
時
に

お
い
て
も
、
有
効
に
機
能
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

再
認
識
さ
れ
、
庁
舎
の
耐
震
化
が
未
実
施
の
市
町
村
に

お
い
て
は
、
発
災
時
に
業
務
継
続
に
支
障
が
生
じ
る
お

そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
庁
舎
の
建
て
替
え
を

緊
急
に
実
施
す
る
た
め
、【
資
料
３
】
に
示
す
「
市
町
村

役
場
機
能
緊
急
保
全
事
業
」
を
創
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
対
象
と
な
る
事
業
は
、
昭
和
五
十
六
年
の
新
耐
震
基

準
導
入
前
に
建
設
さ
れ
、
耐
震
化
が
未
実
施
の
市
町
村

の
本
庁
舎
の
建
て
替
え
で
あ
り
、
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
及
び
個
別
施
設
計
画
に
基
づ
く
事
業
で
あ
っ
て
、

建
て
替
え
後
の
庁
舎
を
業
務
継
続
計
画
に
位
置
づ
け
る

も
の
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
事
業
の
充
当
率
に
つ
い
て
は
、
緊
急
に
実
施
す
る

必
要
性
が
高
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
標
準
的
な
面
積
を
基

に
算
出
し
た
起
債
対

象
経
費
の
九
〇
％
以

内
と
し
、
交
付
税

措
置
に
つ
い
て
は
、

起
債
対
象
経
費
の

七
五
％
を
上
限
と
し

て
、
こ
の
範
囲
で
充

当
し
た
地
方
債
の
元

利
償
還
金
の
三
〇
％

を
基
準
財
政
需
要
額

に
算
入
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
な
お
、
庁
舎
の
建

て
替
え
事
業
に
つ
い

て
は
、
一
般
的
に
多

額
の
財
源
が
必
要
と

な
る
た
め
、
自
治
体
の
財
政
運
営
に
及
ぼ
す
影
響
が
大

き
い
。
公
用
施
設
の
基
本
と
も
い
う
べ
き
庁
舎
の
性
格

上
、
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
建
設
計
画
や
財
源
確
保
が

必
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
前
か
ら
一
貫
し
て
、

自
己
財
源
で
あ
る
庁
舎
建
設
基
金
な
ど
を
活
用
し
て
き

た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
回
創
設
さ
れ
た
市
町
村

役
場
機
能
緊
急
保
全
事
業
に
つ
い
て
も
、
地
方
債
の
充

当
残
（
一
般
財
源
）
部
分
に
対
し
て
は
、
基
金
の
活
用

を
基
本
と
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
近
年
、
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
、
鳥
取
地
震
、

ま
た
、
大
型
化
す
る
台
風
に
よ
る
災
害
、
頻
発
す
る
集

中
豪
雨
や
土
砂
災
害
、
大
雪
に
よ
る
災
害
な
ど
、
数
多

く
の
大
規
模
な
自
然
災
害
が
各
地
で
発
生
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
中
央
構
造
線
の
活

断
層
地
震
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
る
な
か
、
徳
島
県
内
の

市
町
村
も
こ
れ
ま
で
様
々
な
防
災
・
減
災
対
策
の
充
実

を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
大
規
模
災

害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
止
し
、
徳
島
県
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
は
、
ハ
ー
ド
面
ソ
フ
ト
面
の

様
々
な
防
災
・
減
災
対
策
を
よ
り
い
っ
そ
う
進
め
て
い

く
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

　
災
害
等
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、

平
成
三
十
二
年
度
ま
で
継
続
さ
れ
る
緊
急
防
災
・
減
災

事
業
と
市
町
村
役
場
機
能
緊
急
保
全
事
業
等
の
有
効
活

用
を
検
討
さ
れ
、
財
源
措
置
が
あ
る
う
ち
に
万
全
の
措

置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

【資料３】

（総務省資料より）
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１　

は
じ
め
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
平
成
二
十
七
年
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
日
本
の
総
人

口
は
約
一
億
二
、
七
〇
九
万
人
と
な
り
、
平
成
二
十
二

年
の
前
回
調
査
に
比
べ
約
〇
・
八
％
減
少
し
た
。
国
勢

調
査
で
総
人
口
が
減
少
し
た
の
は
大
正
九
年
の
調
査
開

始
以
来
初
め
て
で
あ
り
、
出
生
数
が
死
亡
数
を
下
回
る

自
然
減
が
大
き
く
影
響
し
た
。
ま
た
、
都
道
府
県
別
人

口
で
見
る
と
、
東
京
圏
だ
け
で
五
〇
万
人
以
上
の
人
口

増
の
約
三
、
六
一
二
万
人
と
、
人
口
全
体
の
四
分
の
一

以
上
を
占
め
、
東
京
一
極
集
中
が
さ
ら
に
進
ん
だ
結
果

と
な
っ
た
。

　
国
に
お
い
て
は
、
直
面
す
る
人
口
減
少
問
題
の
克

服
や
地
方
創
生
等
の
課
題
に
取
り
組
む
た
め
、
平
成

二
十
六
年
十
二
月
、
国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
を
策
定
、
こ
れ
を
受
け
、
全
国
四
十
七

都
道
府
県
及
び
一
、
七
三
七
市
町
村
が
、
平
成
二
十
七

年
度
中
に
地
方
版
総
合
戦
略
を
策
定
し
、
平
成
二
十
八

年
度
は
、
地
方
版
総
合
戦
略
本
格
展
開
の
年
と
な
っ
た
。

国
は
、
こ
の
地
方
版
総
合
戦
略
を
安
定
的
、
継
続
的
に

推
進
で
き
る
よ
う
、
情
報
支
援
、
人
的
支
援
、
財
政
支

援
の
「
三
本
の
矢
」
で
支
援
す
る
と
し
て
い
る
。

　
一
方
、
徳
島
県
に
お
い
て
は
、
人
口
七
五
万
五
、七

三
三
人
と
平
成
二
十
二
年
の
前
回
調
査
に
比
べ
二
万
九
、

七
五
八
人
、約
三
・
八
％
減
少
し
た
。「
人
口
減
少
」と「
東

京
一
極
集
中
」
の
さ
ら
な
る
加
速
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

県
で
は
平
成
二
十
七
年
七
月
に
策
定
し
た
「
と
く
し
ま

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、二
〇
六
〇
年
に
「
六
〇
万

人
か
ら
六
五
万
人
超
」
を
確
保
す
る
と
い
う
数
値
目
標

地方創生関連交付金について
～地方創生推進交付金～

市町村課主事（企画財政担当）　吉　田　仁　美

を
設
定
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
、「
新
し
い
人
の
流
れ

づ
く
り
」「
地
域
に
お
け
る
仕
事
づ
く
り
」「
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
の
環
境
づ
く
り
」「
活
力
あ
る
暮
ら
し
や
す
い

地
域
づ
く
り
」
の
四
つ
を
基
本
目
標
と
し
た
「
ｖ
ｓ
東

京
『
と
く
し
ま
回
帰
』
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、
地
方

創
生
推
進
交
付
金
等
を
活
用
し
て
「
徳
島
な
ら
で
は
」

の
具
体
的
な
実
施
策
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
国
の
「
三
本
の
矢
」
の
う
ち
財
政
支
援

に
あ
た
る
「
地
方
創
生
推
進
交
付
金
」
に
つ
い
て
説
明

す
る
。２　

地
方
創
生
推
進
交
付
金
へ
の
流
れ

ⅰ
　
地
方
創
生
先
行
型
交
付
金
　

　
地
方
創
生
関
連
の
財
政
支
援
と
し
て
は
、
大
き
く
三

つ
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
一
つ
に
は
自
由
度
の
高
い

交
付
金
、
二
つ
に
は
各
府
省
の
個
別
補
助
金
等
、
三
つ

に
は
地
方
財
政
措
置
で
あ
る
。
平
成
二
十
六
年
度
に
は

ま
ず
、
自
由
度
の
高
い
交
付
金
と
し
て
、
地
方
創
生
先

行
型
交
付
金
一
、
七
〇
〇
億
円
（
補
助
率
十
分
の
十
）

が
創
設
さ
れ
た
。

　
こ
の
地
方
創
生
先
行
型
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
一
、

四
〇
〇
億
円
を
基
礎
交
付
分
と
し
、
残
り
の
三
〇
〇
億

円
に
つ
い
て
は
、
上
乗
せ
交
付
分
の
、
タ
イ
プ
Ⅰ
（
先

駆
的
事
業
に
取
り
組
む
地
方
公
共
団
体
を
対
象
と
す
る

も
の
）
と
タ
イ
プ
Ⅱ
（
平
成
二
十
七
年
十
月
末
ま
で
に

地
方
版
総
合
戦
略
を
策
定
し
た
地
方
公
共
団
体
を
対
象

と
す
る
も
の
）
に
分
け
て
交
付
す
る
こ
と
と
し
た
。
特

に
タ
イ
プ
Ⅰ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
の
交
付
金
の
支
援



51　AWA no JICHI No.90

Business corner

対
象
等
の
基
本
的
な
考
え
方
を
あ
る
程
度
先
取
り
す
る

よ
う
な
形
で
実
施
さ
れ
、
対
象
事
業
や
事
業
実
施
の

手
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
各
地
方
公
共
団
体
の
自
主

性
・
主
体
性
に
委
ね
ら
れ
る
一
方
で
、
単
独
の
地
方
公

共
団
体
が
単
一
の
政
策
目
的
で
実
施
す
る
従
来
型
の
取

組
で
は
な
く
、
官
民
協
働
や
地
域
間
連
携
、
政
策
間
連

携
、
事
業
推
進
主
体
の
形
成
な
ど
連
携
・
協
働
の
仕
組

み
を
駆
使
し
た
先
駆
的
事
業
を
対
象
と
し
た
。
ま
た
Ｒ

Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
）
等
客
観
的
な

デ
ー
タ
に
基
づ
き
事
業
設
計
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

重
要
業
績
評
価
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ

：K
ey

　P
erform

ance

　

Indicator

の
略
）
が
原
則
と
し
て
成
果
目
標
（
ア
ウ
ト

カ
ム
）
で
設
定
さ
れ
、
そ
の
検
証
と
事
業
の
見
直
し
の

た
め
の
仕
組
み
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
）
を
備
え
て
い
る
こ
と
等

に
つ
い
て
も
申
請
の
要
件
と
な
っ
た
。

ⅱ
　
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
と
地
方
創
生
推
進
交
付
金

　
そ
の
後
、
国
の
総
合
戦
略
は
、
平
成
二
十
七
年
十
二

月
に
改
訂
が
行
わ
れ
、
財
政
支
援
に
つ
い
て
も
、
平
成

二
十
七
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
、
地
方
創
生
加
速
化

交
付
金
一
、
〇
〇
〇
億
円
（
補
助
率
十
分
の
十
）
が
計

上
さ
れ
、
ま
た
平
成
二
十
八
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て

は
、
地
方
創
生
推
進
交
付
金
一
、
〇
〇
〇
億
円
（
補
助

率
二
分
の
一
、
事
業
費
ベ
ー
ス
二
、
〇
〇
〇
億
円
）
が

計
上
さ
れ
、
両
交
付
金
に
よ
り
、
平
成
二
十
八
年
度
に

お
け
る
実
質
的
な
事
業
規
模
と
し
て
、
三
、
〇
〇
〇
億

円
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
は
、
先
行
型
の
上
乗
せ
交

付
分
タ
イ
プ
Ⅰ
と
同
様
に
、
地
方
の
自
主
性
・
主
体
性

を
尊
重
す
る
こ
と
、
先
駆
的
な
事
業
を
対
象
と
す
る
こ

と
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
組
み
込
ん
だ
も
の
と
す
る

こ
と
と
い
っ
た
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
維
持
し
な
が
ら
も
、

地
方
創
生
の
取
組
の
す
そ
野
を
広
げ
、
地
方
創
生
の
動

き
を
切
れ
目
な
く
加
速
さ
せ
る
こ
と
を
狙
い
と
し
た
。

　
そ
の
後
、
平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
四
日
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
総
合
戦
略
に
お
い
て
、
新
型
交
付
金
（
地

方
創
生
推
進
交
付
金
）
は
、
以
下
の
と
お
り
盛
り
込
ま

れ
た
。

「
平
成
二
十
八
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
、
地
方
創
生

の
深
化
の
た
め
、
統
一
的
な
方
針
の
下
で
関
係
府
省
庁

が
連
携
し
、
地
方
創
生
予
算
へ
の
重
点
化
に
よ
り
財
源

確
保
を
行
い
、
従
来
の
「
縦
割
り
」
の
事
業
を
超
え
た

財
政
支
援
を
行
う
新
型
交
付
金
（「
地
方
創
生
推
進
交

付
金
」）
を
創
設
す
る
。」

３　

地
方
創
生
推
進
交
付
金
の
概
要

　
上
記
の
流
れ
に
よ
り
、
平
成
二
十
八
年
度
当
初
予
算

に
お
い
て
地
方
創
生
推
進
交
付
金
一
、
〇
〇
〇
億
円
が

創
設
さ
れ
、
地
方
創
生
の
た
め
の
財
源
が
確
保
さ
れ
た
。

こ
の
交
付
金
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

〈
基
本
的
な
考
え
方
〉

①
地
方
版
総
合
戦
略
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
、
地
方
公
共

団
体
の
自
主
的
・
主
体
的
な
取
組
で
、
先
導
的
な
も

の
を
支
援
す
る
。

②
支
援
対
象
で
あ
る
先
導
的
な
事
業
は
以
下
の
３
タ
イ

プ
・
先
駆
タ
イ
プ
…
官
民
協
働
、
地
域
間
連
携
、
政
策
間

連
携
等
の
先
駆
的
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
事
業

・
横
展
開
タ
イ
プ
…
先
駆
的
・
優
良
事
例
の
横
展
開
を

図
る
事
業

・
隘
路
打
開
タ
イ
プ
…
既
存
事
業
の
隘
路
を
発
見
し
、

打
開
す
る
事
業

③
各
事
業
毎
に
、
ふ
さ
わ
し
い
具
体
的
な
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設

定
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
整
備
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
特
に
事
業
年
度
毎
に
、
外
部
有
識
者
や

議
会
の
関
与
等
も
含
め
効
果
検
証
を
行
い
、
そ
の
結

果
に
つ
い
て
公
表
す
る
と
と
も
に
、
国
へ
の
報
告
を

行
う
。

〈
対
象
事
業
〉　

　
地
方
版
総
合
戦
略
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
事
業
全
般
で
、

し
ご
と
創
生
、
地
方
へ
の
人
の
流
れ
、
働
き
方
改
革
、

ま
ち
づ
く
り
等
が
例
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
地
方

創
生
推
進
交
付
金
は
ソ
フ
ト
事
業
を
中
心
と
し
て
交
付

さ
れ
る
が
、
ソ
フ
ト
事
業
と
密
接
に
関
連
す
る
ハ
ー
ド

事
業
に
つ
い
て
も
対
象
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
ソ
フ
ト

事
業
の
み
に
よ
る
場
合
に
比
し
て
、
設
定
す
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ

等
の
十
分
な
向
上
が
見
込
ま
れ
る
も
の
が
対
象
で
あ
り
、

そ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
ハ
ー
ド
が
大
宗
を
占
め
る
場

合
（
五
〇
％
以
上
を
目
安
と
す
る
）
に
は
、
原
則
と
し

て
交
付
金
の
対
象
と
し
な
い
。

※
た
だ
し
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
は
、
ハ
ー
ド
が
大
宗
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を
占
め
る
事
業
で
あ
っ
て
も
、
外
部
有
識
者
の
審
査

に
よ
り
、
地
方
の
平
均
所
得
の
向
上
や
費
用
対
効
果

の
観
点
か
ら
地
方
創
生
に
高
い
効
果
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
場
合
に
は
対
象
と
す
る
。

〈
事
業
の
仕
組
み
〉

①
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
）
の
活
用

等
に
よ
る
客
観
的
な
事
業
設
計
が
な
さ
れ
て
い
る
。

②
事
業
の
企
画
、
実
施
に
あ
た
り
、
地
域
に
お
け
る
関

係
者
と
の
連
携
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

③
ア
ウ
ト
カ
ム
と
し
て
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
設
定
、
そ
の
検
証

と
見
直
し
の
た
め
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
確
立
と

外
部
有
識
者
や
議
会
の
関
与
等
の
整
備

④
効
果
検
証
と
事
業
の
見
直
し
の
結
果
に
つ
い
て
の
公

表
と
国
へ
の
報
告

〈
支
援
対
象
〉

　
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
地
方
創
生
推
進
交
付
金
は
、

①
先
駆
タ
イ
プ
、
②
横
展
開
タ
イ
プ
、
③
隘
路
打
開
タ

イ
プ
の
３
種
類
か
ら
な
っ
て
い
る
。

①
先
駆
タ
イ
プ

　
自
立
性
、
官
民
協
働
、
地
域
間
連
携
、
政
策
間
連
携
、

事
業
推
進
主
体
の
形
成
、
地
方
創
生
人
材
の
確
保
・
育

成
、
国
の
総
合
戦
略
に
お
け
る
政
策
五
原
則
等
、
七
つ

の
視
点
か
ら
先
駆
的
で
あ
る
事
業
に
対
し
て
交
付
さ
れ

る
。
特
に
、
自
立
性
、
官
民
協
働
、
地
域
間
連
携
、
政

策
間
連
携
の
要
素
が
重
要
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
こ
れ

ら
の
要
素
が
全
て
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
申
請
要
件
と

な
っ
て
い
る
。

○
計
画
認
定
期
間
…
五
か
年
度
以
内

○
交
付
金
額
…
市
町
村
は
一
事
業
あ
た
り
国
費
一
億
円

　（
事
業
費
ベ
ー
ス
二
億
円
）
上
限

※
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
は
一
事
業
あ
た
り
国
費
二
億

　
円
（
事
業
費
ベ
ー
ス
四
億
円
）
上
限

○
外
部
有
識
者
の
審
査
を
経
て
採
択

②
横
展
開
タ
イ
プ

　
先
駆
的
・
優
良
事
例
の
横
展
開
を
図
る
先
駆
的
事
業

が
対
象
と
さ
れ
、
先
駆
タ
イ
プ
同
様
に
七
つ
の
視
点
か

ら
先
駆
的
で
あ
る
こ
と
、
特
に
自
立
性
に
加
え
、
官
民

協
働
、
地
域
間
連
携
、
政
策
間
連
携
の
三
つ
の
連
携
要

素
の
う
ち
少
な
く
と
も
二
つ
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
申
請
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

○
計
画
認
定
期
間
…
三
か
年
度
以
内

○
交
付
金
額
…
市
町
村
は
一
事
業
あ
た
り
国
費
〇
・
二

　
五
億
円
（
事
業
費
ベ
ー
ス
〇
・
五
億
円
）
上
限

※
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
は
一
事
業
あ
た
り
国
費
〇
・

五
億
円
（
事
業
費
ベ
ー
ス
一
億
円
）
上
限

　③
隘
路
打
開
タ
イ
プ

　
地
方
公
共
団
体
が
地
方
創
生
の
推
進
に
取
り
組
む
過

程
で
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
検
証
を
実
施
し
そ
の
結
果
と

し
て
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
達
成
に
向
け
て
既
存
の
取
組
や
制
度

上
の
隘
路
を
発
見
し
、
課
題
を
打
開
す
る
た
め
に
新
規

事
業
に
取
り
組
も
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
交
付
さ
れ

る
。

○
計
画
認
定
期
間
…
三
か
年
度
以
内

○
交
付
金
額
…
市
町
村
は
一
事
業
あ
た
り
国
費
〇
・
二

　
五
億
円
（
事
業
費
ベ
ー
ス
〇
・
五
億
円
）
上
限

※
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
は
一
事
業
あ
た
り
国
費
〇
・

五
億
円
（
事
業
費
ベ
ー
ス
一
億
円
）
上
限

〈
地
方
負
担
に
対
す
る
地
方
財
政
措
置
〉

　
補
助
率
は
二
分
の
一
で
あ
る
が
、
個
々
の
事
業
に
対

す
る
地
方
負
担
分
に
つ
い
て
は
、
地
方
財
政
措
置
と
し

て
ソ
フ
ト
事
業
の
五
割
は
普
通
交
付
税
、
残
り
の
五
割

に
つ
い
て
は
事
業
費
に
応
じ
て
特
別
交
付
税
に
よ
っ
て

措
置
さ
れ
る
。
ま
た
ハ
ー
ド
事
業
に
つ
い
て
は
、
一
般

補
助
施
設
整
備
等
事
業
債
の
対
象
と
な
り
、
充
当
率

九
〇
％
、
交
付
税
措
置
は
三
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。

４　
地
域
再
生
法
の
改
正
と
地
方
創
生

　
　
推
進
交
付
金

　
地
方
創
生
推
進
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
当
面
五
年
間

に
集
中
的
に
施
策
を
展
開
し
、
地
方
創
生
の
大
き
な
流

れ
を
創
り
出
す
必
要
が
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
少
な
く

と
も
当
面
の
五
年
間
を
見
据
え
て
施
策
展
開
が
図
ら
れ

る
よ
う
継
続
的
な
も
の
に
す
べ
き
と
さ
れ
た
。
こ
れ
を

踏
ま
え
、
政
府
は
、
地
域
再
生
法
を
改
正
し
、
地
方
創

生
推
進
交
付
金
を
同
法
に
基
づ
く
交
付
金
と
し
て
位
置

づ
け
、
安
定
的
・
継
続
的
に
運
用
し
て
い
く
こ
と
と
し

た
。
具
体
的
に
は
、
地
方
公
共
団
体
は
、
地
方
創
生
事
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業
に
つ
い
て
の
地
域
再
生
計
画
を
作
成
の
上
、
申
請
を

行
い
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
上
で
、
各
年
度
に
お
い
て
、
当
該
事
業

に
つ
い
て
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金
の
交
付
申
請
を
行

う
こ
と
と
な
る
。

　

５　

お
わ
り
に

　
地
方
創
生
推
進
交
付
金
は
、
平

成
二
十
八
年
度
か
ら
各
自
治
体

が
本
格
的
な
事
業
展
開
の
段
階
に

入
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
各
方
面
か

ら
運
用
改
善
の
要
望
が
な
さ
れ
た
。

平
成
二
十
九
年
度
か
ら
は
、
交
付

上
限
額
や
ハ
ー
ド
事
業
割
合
の
要

件
緩
和
等
に
つ
い
て
、
運
用
の
弾

力
化
が
図
ら
れ
た
が
、
今
後
と
も

対
象
経
費
の
拡
大
や
事
務
手
続
き

の
簡
素
化
等
、
さ
ら
な
る
制
度
の

充
実
を
求
め
た
い
。

　
人
口
減
少
が
叫
ば
れ
る
中
、
そ

の
要
因
や
影
響
は
、
そ
の
地
域
に

よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
。
例
え
ば
、

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
し
、
人
口
が

増
加
す
る
こ
と
に
伴
う
課
題
（
子

育
て
環
境
の
充
実
や
空
き
家
対
策

等
）
を
抱
え
る
地
域
や
、
以
前
は

観
光
地
と
し
て
栄
え
て
い
た
地
域

で
も
、
交
通
の
便
が
良
く
な
っ
た

こ
と
で
逆
に
交
流
人
口
が
減
少
し

た
地
域
等
、
地
域
が
抱
え
る
課
題

は
様
々
で
あ
る
。
地
方
創
生
事
業

を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
は
課
題
解
決
の
た

め
に
、
一
人
一
人
が
地
域
の
実
情
を
知
り
、
自
分
の
住

ん
で
い
る
場
所
を
改
め
て
見
つ
め
直
す
と
と
も
に
、
他

の
地
域
に
は
な
い
強
み
を
発
見
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
ま
た
事
業
を
企
画
・
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

各
自
治
体
内
で
の
横
の
連
携
、
官
と
官
の
連
携
、
官
と

民
の
連
携
、
住
民
の
方
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
り
、
地

域
が
一
つ
に
な
り
共
通
認
識
を
も
っ
て
課
題
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。 

　
そ
の
上
で
、
今
後
、
各
地
方
公
共
団
体
が
地
方
創
生

の
取
組
を
自
主
的
・
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め

に
は
、
各
地
方
公
共
団
体
が
積
極
的
に
使
え
る
よ
う
な

交
付
金
制
度
の
改
善
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
県
に

お
い
て
は
、〝
挙
県
一
致
〟、
ま
た
「
県
内
二
十
四
市
町

村
の
創
生
な
く
し
て
、
県
の
創
生
な
し
」
と
い
う
考
え

の
も
と
、「
地
方
創
生
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
各
市
町
村
に
お
い
て
も
、
改
め
て
自
分
達
の

地
域
の
現
状
や
将
来
に
つ
い
て
考
え
、
そ
の
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
課
題
解
決
の
た
め
の
事
業
を
計
画
し
、
さ

ら
な
る
地
方
創
生
の
推
進
に
向
け
〝
挙
県
一
致
〟
で
取

り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。
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過疎地域等自立活性化
推進交付金について

地域振興課主事（地域企画担当）　江　本　泰　子

は
じ
め
に

　
過
疎
地
域
は
、
著
し
い
人
口
減
少
、
高
齢
化
の
進
展

に
よ
り
、
集
落
機
能
が
低
下
し
、
維
持
困
難
な
集
落
が

増
加
す
る
と
と
も
に
、
空
き
家
の
増
加
、
商
店
、
ス
ー

パ
ー
等
の
閉
鎖
、
公
共
交
通
の
利
便
性
低
下
、
地
域
医

療
の
危
機
等
の
住
民
生
活
に
関
す
る
問
題
、
働
き
口
の

減
少
、
耕
作
放
棄
地
の
増
大
等
の
産
業
基
盤
に
関
す
る

問
題
等
、
様
々
な
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
現
状
を
踏
ま
え
、
総
務
省
は
、

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
（
平
成
十
二
年
法
律

第
一
五
号
。
以
下
「
過
疎
法
」
と
い
う
。）
に
基
づ
き
、

過
疎
地
域
に
多
く
の
支
援
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
支
援
措
置
の
一
つ
で
あ
る
過
疎
地
域
等

自
立
活
性
化
推
進
交
付
金
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

過
疎
地
域
等
自
立
活
性
化
推
進
交
付
金

に
つ
い
て

趣
旨

　
総
務
省
で
は
、
過
疎
地
域
等
に
お
け
る
喫
緊
の
諸
課

題
に
対
応
す
る
た
め
の
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
経
費
の

全
部
ま
た
は
一
部
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
過
疎
地

域
等
の
自
立
活
性
化
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
事
業
は
、
過
疎
地
域
等
集
落
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
圏
形
成
支
援
事
業
、
過
疎
地
域
等
自
立
活
性
化

推
進
事
業
、
過
疎
地
域
集
落
再
編
整
備
事
業
、
過
疎
地

域
遊
休
施
設
再
整
備
事
業
で
、
過
疎
地
域
等
集
落
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
圏
形
成
支
援
事
業
を
除
き
、
原
則
と
し
て
過

疎
法
第
六
条
に
定
め
る
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計

画
に
お
い
て
当
該
年
度
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
と
し

て
定
め
ら
れ
た
事
業
と
な
り
ま
す
。

事
業
概
要

（
１
）　
過
疎
地
域
等
集
落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏
形
成
支
援

事
業
（
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

：

「
小
さ
な
拠
点
」
の
形
成
関
連
事
業
）

　
過
疎
集
落
等
を
対
象
に
、
継
続
的
な
集
落
の
維
持
・

活
性
化
の
た
め
、
基
幹
集
落
を
中
心
と
し
て
複
数
の
集

落
で
構
成
さ
れ
る
集
落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏
に
お
け
る
モ

デ
ル
的
な
取
組
（
集
落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏
の
形
成
に
係

る
取
組
及
び
活
性
化
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
活
性
化
の
た
め

の
事
業
）
に
要
す
る
経
費
に
対
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

　　
ア
　
集
落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏
に
お
け
る
取
組

　
過
疎
地
域
等
に
お
い
て
、
小
規
模
化
、
高
齢
化
に

よ
り
、
維
持
困
難
な
集
落
が
増
加
し
て
い
る
現
状
を

踏
ま
え
、
集
落
機
能
の
維
持
だ
け
で
は
な
く
、
中
長

期
的
に
持
続
可
能
な
集
落
と
す
る
た
め
の
活
性
化
策

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
単
体
集
落
で
は
様
々
な

課
題
の
解
決
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
よ
り
広
い
範
囲

（
住
民
の
一
体
性
が
あ
る
新
旧
小
学
校
区
、
昭
和
・

平
成
の
合
併
の
旧
市
町
村
等
の
エ
リ
ア
を
想
定
）
で
、

基
幹
集
落
を
中
心
に
複
数
集
落
を
ひ
と
つ
の
ま
と
ま

り
に
し
て
、
持
続
的
な
集
落
の
活
性
化
実
現
の
た
め

の
「
住
民
の
く
ら
し
を
支
え
る
生
活
サ
ポ
ー
ト
シ
ス

テ
ム
の
構
築
」、「
住
民
の
な
り
わ
い
を
継
承
・
創
出

す
る
活
動
の
育
成
」
の
二
つ
を
軸
と
し
た
取
組
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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具
体
的
に
は
、
中
心
と
な
る
基
幹
的
集
落
に
日
常

生
活
に
不
可
欠
な
機
能
を
集
約
化
す
る
と
と
も
に
、

周
辺
集
落
と
基
幹
集
落
と
の
間
で
ア
ク
セ
ス
手
段
の

確
保
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
強
化
し
、
人
々
が
引
き

続
き
集
落
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
確
保
し
、

さ
ら
に
、
集
落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏
を
核
に
小
さ
な
ビ

ジ
ネ
ス
等
の
地
域
産
業
を
振
興
し
、
働
き
口
を
増
大

さ
せ
、
将
来
に
わ
た
る
持
続
的
な
定
住
の
促
進
等
の

取
組
が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
資
料
１
）

　
イ
　
集
落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏
の
形
成

　
①
市
町
村
に
よ
る
集
落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏
計
画
の

策
定
（
複
数
の
生
活
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
活
動
の
場
を

集
め
た
拠
点
の
形
成
に
係
る
プ
ラ
ン
策
定
を
含
む
。）、

②
地
域
運
営
組
織
の
体
制
確
立
、
③
地
域
運
営
組
織

に
よ
る
活
性
化
プ
ラ
ン
の
策
定
及
び
地
域
運
営
組
織

が
活
性
化
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
事
業
実
施
を
行
い
ま
す
。

（
資
料
２
）

（
２
）　
過
疎
地
域

　
　
等
自
立
活
性

　
　
化
推
進
事
業

　
次
の
い
ず
れ
か

に
掲
げ
る
も
の
で

あ
り
、
過
疎
地
域

に
お
け
る
喫
緊
の

諸
課
題
に
対
応
す

る
た
め
の
先
進
的

で
波
及
性
の
あ
る

ソ
フ
ト
事
業
に
対

し
て
交
付
さ
れ
ま

す
。

　
ア
　
産
業
振
興

　
　（
ス
モ
ー
ル

　
　
ビ
ジ
ネ
ス
）

　
イ
　
生
活
の
安
心
・
安
全
確
保
対
策

　
ウ
　
集
落
の
維
持
・
活
性
化
対
策

　
エ
　
移
住
・
交
流
・
若
者
の
定
住
促
進
対
策

　
オ
　
地
域
文
化
伝
承
対
策

　
カ
　
環
境
貢
献
施
策
の
推
進

（
３
）　
過
疎
地
域
集
落
再
編
整
備
事
業

　
過
疎
地
域
の
集
落
再
編
を
図
る
た
め
に
行
う
次
の
事

業
に
対
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。（
資
料
３
）

　
ア
　
集
落
等
移
転
事
業

　
次
の
要
件
を
満
た
し
、
人
口
の
著
し
い
減
少
、
高

齢
化
の
進
展
等
に
よ
り
そ
の
基
礎
的
条
件
が
著
し
く

低
下
し
た
集
落
ま
た
は
基
礎
的
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

確
保
が
困
難
な
地
域
に
孤
立
散
在
す
る
住
居
を
基
幹

集
落
等
に
移
転
さ
せ
る
た
め
の
経
費
に
対
し
て
交
付

さ
れ
ま
す
。

　（
ア
）　
集
落
移
転
タ
イ
プ

　
　
①
　
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
す
集
落
で
あ

る
こ
と
。

　
　
・
交
通
条
件
が
悪
く
、
医
療
、
教
育
等
基
礎
的
な

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。

　
　
・
交
通
条
件
が
悪
く
、
人
口
が
著
し
く
減
少
し
て

い
る
こ
と
。

　
　
・
交
通
条
件
が
悪
く
、
高
齢
化
が
著
し
い
こ
と
。

　
　
②
　
全
体
と
し
て
移
転
戸
数
が
お
お
む
ね
五
戸
以

上
で
あ
る
こ
と
。

　
　
③
　
各
移
転
対
象
集
落
等
に
あ
る
相
当
の
戸
数
が

移
転
す
る
こ
と
。

　
　
④
　
移
転
戸
数
の
う
ち
、
相
当
の
戸
数
が
移
転
先

地
に
お
い
て
団
体
を
形
成
す
る
こ
と
。

　（
イ
）　
へ
き
地
点
在
住
居
移
転
タ
イ
プ

　
　
①
　
交
通
条
件
が
悪
く
、
医
療
、
教
育
等
基
礎
的

な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
が
困
難
な
地
域
に
存

資料１　集落ネットワーク圏における取組イメージ図

資料２　集落ネットワーク圏の形成に向けて

資料３　過疎地域集落再編整備事業のイメージ図
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す
る
住
居
で
あ
る
こ
と
。

　
　
②
　
全
体
と
し
て
移
転
戸
数
が
三
戸
以
上
で
あ
り
、

移
転
先
に
お
い
て
団
地
を
形
成
す
る
こ
と
。

　
イ
　
定
住
促
進
団
地
整
備
事
業

　
次
の
要
件
を
満
た
し
、
過
疎
地
域
に
お
け
る
定
住

を
促
進
す
る
た
め
、
基
幹
的
な
集
落
等
に
住
宅
団
地

を
造
成
す
る
経
費
に
対
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

　（
ア
）　
地
域
に
お
け
る
定
住
を
促
進
す
る
た
め
の
住

宅
団
地
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　（
イ
）　
五
戸
以
上
が
団
地
を
形
成
す
る
こ
と
。

　
ウ
　
定
住
促
進
空
き
家
活
用
事
業

　
次
の
要
件
を
満
た
し
、
地
域
に
お
け
る
定
住
を
促

進
す
る
た
め
の
基
幹
的
集
落
に
点
在
す
る
空
き
家
を

有
効
活
用
し
、
住
宅
を
整
備
す
る
経
費
に
対
し
て
交

付
さ
れ
ま
す
。

　（
ア
）　
地
域
に
お
け
る
定
住
を
促
進
す
る
た
め
の
住

宅
団
地
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　（
イ
）　
空
き
家
を
整
備
す
る
戸
数
が
三
戸
以
上
で
あ

る
こ
と
。

　（
ウ
）　
公
営
住
宅
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
一
九

三
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
公
営
住
宅
、

特
定
優
良
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る

法
律
（
平
成
五
年
法
律
第
五
二
号
）
第
一
八
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
補
助
を
受
け
て
整

備
し
た
住
宅
、
そ
の
他
こ
の
事
業
を
実
施
す
る

過
疎
地
域
市
町
村
が
住
宅
の
用
に
供
し
て
い
る

住
宅
は
対
象
か
ら
除
外
す
る
。

　
エ
　
季
節
居
住
団
地
整
備
事
業

　
次
の
要
件
を
満
た
し
、
漸
進
的
な
集
落
移
転
を
誘

導
す
る
た
め
の
季
節
居
住
団
地
を
造
成
す
る
経
費
に

対
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

　（
ア
）　
交
通
条
件
が
悪
く
、
医
療
、
教
育
等
基
礎
的

な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
が
困
難
な
地
域
に
存

す
る
住
居
で
あ
る
こ
と
。

　（
イ
）　
移
転
先
に
お
い
て
漸
進
的
な
集
落
移
転
を
誘

導
す
る
た
め
、
冬
期
間
な
ど
季
節
的
に
居
住
等

す
る
た
め
の
団
地
を
形
成
す
る
こ
と
。

　（
ウ
）　
全
体
と
し
て
、
季
節
的
居
住
等
の
戸
数
が
三

戸
以
上
で
あ
る
こ
と
。

（
４
）　
過
疎
地
域
遊
休
施
設
再
整
備
事
業

  

次
の
要
件
を
満
た
し
、
過
疎
地
域
に
あ
る
遊
休
施
設

を
再
活
用
し
て
地
域
振
興
や
都
市
住
民
と
の
地
域
間
交

流
を
促
進
す
る
た
め
、
生
産
加
工
施
設
、
資
料
展
示
施

設
、
教
育
文
化
施
設
、
地
域
芸
能
・
文
化
体
験
施
設
等

の
整
備
に
要
す
る
経
費
に
対
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

（
資
料
４
）

　
ア 

現
在
使
用
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
、
廃
校
舎
、
そ

の
他
本
来
の
用
途
を
廃
止
し
た
施
設
等
遊
休
施
設

を
有
効
活
用
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
イ
　
都
市
部
等
と
の
人
・
文
化
・
情
報
等
に
よ
る
地

域
間
交
流
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
交
流
を
図
る
上

で
、
都
市
部
等
と
の
連
携
が
図
ら
れ
て
い
る
も
の
。

ま
た
は
、
地
域
の
振
興
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

　
ウ
　
一
体
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
っ
て
地
域
に
所
在

す
る
既
存
の
施
設
と
の
調
和
が
図
ら
れ
、
ま
た
そ

の
よ
う
な
施
設
と
連
携
し
て
交
流
事
業
等
を
推
進

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
エ
　
自
然
環
境
や
街
並
み
景
観
に
配
慮
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
。

　
オ
　
文
化
、
歴
史
等
の
地
域
の
特
性
・
魅
力
を
い
か

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

交
付
対
象
者

　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
市
町
村
及
び
一
部
事
務
組
合
等

（
以
下
「
市
町
村
等
」
と
い
う
。）
が
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

（
１
）　
集
落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏
形
成
支
援
事
業
の
対
象

者
は
、
過
疎
地
域
等
集
落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏
形
成

支
援
事
業
実
施
要
綱
第
四
（
資
料
５
）
の
対
象
地

域
を
有
す
る
市
町
村
で
す
。

（
２
）　
自
立
活
性
化
推
進
事
業
及
び
遊
休
施
設
再
整
備

事
業
の
対
象
者
は
、
過
疎
法
第
二
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
公
示
さ
れ
た
市
町
村
（
以
下
「
過
疎
地

域
市
町
村
」
と
い
う
。）
及
び
構
成
市
町
村
の
二

分
の
一
以
上
が
過
疎
地
域
市
町
村
で
構
成
す
る
一

部
事
務
組
合
等
（
以
下
「
過
疎
地
域
市
町
村
等
」

資料４　過疎地域遊休施設再整備事業のイメージ図
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と
い
う
。）
で
、集
落
再
編
整
備
事
業
の
対
象
者
は
、

過
疎
地
域
市
町
村
で
す
。

交
付
限
度
額

（
１
）　
過
疎
地
域
等
集
落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏
形
成
支
援

事
業
に
つ
い
て
は
、
二
、〇
〇
〇
万
円

（
２
）　
過
疎
地
域
等
自
立
活
性
化
推
進
事
業
に
つ
い
て

は
、
一
、〇
〇
〇
万
円

（
３
）　
過
疎
地
域
集
落
再
編
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

交
付
対
象
経
費
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額

（
４
）　
過
疎
地
域
遊
休
施
設
再
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

交
付
対
象
経
費
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額

過
疎
地
域
等
集
落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏
形
成

支
援
事
業
の
活
用
事
例
に
つ
い
て

　
総
務
省
が
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
「
過
疎
地
域
等
集

落
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏
形
成
支
援
事
業
」
の
活
用
事
例
を

三
事
例
紹
介
し
ま
す
。

　
Ａ
市
で
は
、
産
業
振
興
部
会
、
地
域
交
流
会
、
防
災

安
全
部
会
、
生
活
環
境
部
会
の
四
つ
の
部
会
か
ら
な
る

地
域
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、「
地
域
の
特
産
品
づ
く
り
」、

「
伝
統
文
化
の
継
承
」、「
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
や
講
習

会
の
開
催
」、「
高
齢
者
の
健
康
相
談
・
健
康
教
室
の
開

催
」
を
一
つ
の
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
Ｂ
町
で
は
、
農
業

を
核
に
地
域
活
性
化

団
体
、
加
工
グ
ル
ー
プ
、

自
治
会
が
一
つ
と
な
り
、

「
地
域
の
特
産
品
づ
く

り
」、「
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
広
報
誌
の
作

成
」、「
体
験
農
園
の
メ

ニ
ュ
ー
開
発
」
を
一
つ

の
事
業
と
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
Ｃ
村
で
は
、
地
域
活

性
化
団
体
、
漁
協
、
自

治
会
が
一
つ
と
な
り
、

「
地
域
を
題
材
と
し
た

映
画
作
成
や
ミ
ニ
シ
ア

タ
ー
の
整
備
」、「
体
験

型
イ
ベ
ン
ト
」、「
地
域

の
特
産
物
を
活
か
し
た

マ
ル
シ
ェ
の
開
催
」、「
地
区
の
伝
統
文
化
を
継
承
す
る

た
め
の
体
制
整
備
」
を
一
つ
の
事
業
と
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
　

お
わ
り
に

　
過
疎
地
域
は
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
等
に
伴
い
、
地

域
活
力
の
低
下
、
生
産
機
能
及
び
生
活
環
境
の
整
備
等

に
格
差
が
見
ら
れ
る
等
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
地
域
住
民
か
ら
の
集
落
で
暮
ら
し
続

け
た
い
と
い
う
強
い
要
望
や
都
市
住
民
に
お
け
る
田
園

回
帰
志
向
の
高
ま
り
も
で
て
き
て
お
り
、
過
疎
地
域
を

取
り
巻
く
環
境
も
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
中
国
・
四
国
地
方
を
中
心
に
各
地
で
、
地
域
の
暮
ら

し
を
守
る
た
め
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
組
織
を

形
成
し
、
暮
ら
し
を
支
え
る
様
々
な
活
動
を
行
う
取
組

が
現
れ
て
お
り
、
持
続
的
な
地
域
づ
く
り
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
ま
す
。

　
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り

の
た
め
、
今
回
紹
介
し
た
各
種
事
業
に
つ
い
て
活
用
し

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
二
十
九
年
度
の
「『
と
く
し
ま
回
帰
』

加
速
化
支
援
交
付
金
（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
モ
デ

ル
部
門
）」
を
活
用
し
、「
組
織
体
制
づ
く
り
」
や
「
将

来
像
・
プ
ラ
ン
策
定
」
に
取
り
組
み
、
次
年
度
の
交
付

金
の
活
用
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
！

資料５　過疎地域等集落ネットワーク圏形成支援事業実施要綱第４

過疎地域等集落ネットワーク圏形成支援事業  実施要綱

平成27年4月27日（総行過第26号）制定　　

平成28年3月29日（総行過第10号）一部改正

第４  対象地域

　本事業の対象地域は、次の（１）から（10）までの地域を含む地域において、複数の

集落で構成され、住民の一体性が確保されている地域で、医療・福祉対策、日常生

活における交通の確保、地域産業・生業の振興、地域の伝統文化の継承・振興等の

集落機能の維持及び活性化の取組を共同で行う地域（以下「集落ネットワーク圏」）

とする。

（１） 過疎地域自立促進特別措置法（平成12年法律第15号）第２条第２項の規定に基

づき公示された過疎地域（同法第33条第１項または第２項の規定により過疎地

域とみなされる区域を含む。）

（２）  特定農山村地域における農林業等の活性化のための基盤整備の促進に関する法律

（平成５年法律第72号）第２条第４項の規定に基づき公示された特定農山村地域

（３）  山村振興法（昭和40年法律第64号）第７条第１項の規定に基づき指定された

振興山村地域

（４）  半島振興法（昭和60年法律第63号）第２条第１項の規定に基づき指定された

半島振興対策実施地域  

（５）  離島振興法（昭和28年法律第72号）第２条第１項の規定に基づき指定された

離島振興対策実施地域

（６）  沖縄振興特別措置法（平成14年法律第14号）第３条第１項に規定する沖縄

（７）  奄美群島振興開発特別措置法（昭和29年法律第189号）第１条に規定する奄美

群島

（８）  小笠原諸島振興開発特別措置法（昭和44年法律第79号）第４条第１項に規定

する小笠原諸島

（９）  辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律

（昭和37年法律第88号）第２条第１項に規定する辺地

（10）その他（１）から（９）に準ずる地域と総務大臣が認める地域
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１　

は
じ
め
に

　
平
成
二
十
五
年
十
二
月
に
増
田
寛
也
氏
ら
が
発
表
し

た
「
地
方
消
滅
」
論
、
そ
し
て
翌
年
五
月
の
日
本
創
生

会
議
に
よ
る
「
消
滅
可
能
性
都
市
」
を
き
っ
か
け
に
、

出
生
率
の
低
い
東
京
圏
へ
の
人
口
一
極
集
中
と
、
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
方
圏
の
課
題
に
注
目
が

集
ま
っ
た
。

　
平
成
二
十
六
年
九
月
、
政
府
は
、
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
を
設
置
し
、
十
一

月
に
は
、ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
が「
急

速
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
的
確
に
対
応
し
、

人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、

東
京
圏
へ
の
人
口
の
過
度
の
集
中
を
是
正
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
住
み
よ
い
環
境
を
確
保

し
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
日
本
社

会
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
国
民
一
人

一
人
が
夢
や
希
望
を
持
ち
、
潤
い
の
あ
る
豊

か
な
生
活
を
安
心
し
て
営
む
こ
と
が
で
き
る

地
域
社
会
の
形
成
、
地
域
社
会
を
担
う
個
性

豊
か
で
多
様
な
人
材
の
確
保
及
び
地
域
に
お

け
る
魅
力
あ
る
多
様
な
就
業
の
機
会
の
創
出

を
一
体
的
に
推
進
す
る
こ
と
」
等
を
目
的
と

し
て
成
立
し
た
。

　
さ
ら
に
十
二
月
に
は
、
基
本
理
念
、
国
等

の
責
務
、
政
府
が
講
ず
べ
き
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
に
関
す
る
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
実
施
す
る
た
め
の
計
画
と
し
て
、国
の「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
が
策

定
さ
れ
、
自
治
体
に
対
し
て
も
地
方
版
総
合
戦
絡
の
策

定
を
努
力
義
務
と
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
地
方
版
総
合
戦
略
は
、
平
成
二
十
八
年

三
月
三
十
一
日
時
点
に
お
い
て
、
全
て
の
都
道
府
県
、

九
九
・
八
％
の
市
区
町
村
で
策
定
さ
れ
て
い
る
。

  

ま
た
政
府
に
お
い
て
は
、
地
方
版
総
合
戦
略
を
安
定

的
、
継
続
的
に
推
進
で
き
る
よ
う
、「
地
方
創
生
版
・

三
本
の
矢
」（
資
料
１
参
照
）に
よ
り
、「
情
報
支
援
」、「
人

地方創生に向けた国の支援措置について

地方創生推進課主事（地方創生担当）　井　上　　　健

（資料１）
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材
支
援
」、「
財
政
支
援
」
を
内
容
と
す
る
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
本
稿
で
は
、
三
本
の
矢
の
概
要
と
「
財
政
支

援
」
の
一
環
と
し
て
、
主
に
地
方
創
生
に
取
り
組
む
自

治
体
の
施
設
整
備
事
業
（
ハ
ー
ド
事
業
）
を
支
援
す
る

た
め
平
成
二
十
八
年
度
第
二
次
補
正
予
算
で
措
置
さ
れ

た「
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
」に
つ
い
て
解
説
す
る
。

２　

支
援
制
度
の
概
要

■
情
報
支
援
（
資
料
２
参
照
）

○
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム

：R
ESA

S

（
リ
ー
サ
ス
）

　
人
口
減
少
、
過
疎
化
が
構
造
的
に
進
展
し
、
疲
弊
す

る
地
域
経
済
を
真
の
意
味
で
活
性
化
さ
せ
て
い
く
た
め

に
は
、
地
域
の
現
状
・
実
態
を
正
確
に
把
握
し
た
上
で
、

将
来
の
姿
を
客
観
的
に
予
測
し
、
そ
の
上
で
、
地
域
の

実
情
・
特
性
に
応
じ
た
施
策
の
検
討
と
そ
の
実
行
が
不

可
欠
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
国
が
、
地
域
経
済
に
係
わ
る
様
々
な

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
（
企
業
間
取
引
、
人
の
流
れ
、
人
口
動

態
、
等
）
を
収
集
し
、
か
つ
、
わ
か
り
や
す
く
「
見
え

る
化
（
可
視
化
）」
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
で
、

真
に
効
果
的
な
施
策
の
立

案
、
実
行
、
検
証
（P

D
C
A

）

を
支
援
す
る
も
の
。

■
人
材
支
援

○
地
方
創
生
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ（
資
料
３

−

１
参
照
）

　「
地
方
版
総
合
戦
略
」

に
沿
っ
て
施
策
展
開
を
進

め
、
地
方
創
生
に
取
り
組

む
地
方
公
共
団
体
に
対

し
て
、
国
が
相
談
窓
口

を
設
け
積
極
的
に
支
援

す
る
た
め
の
体
制
と
し

て
、
当
該
地
域
に
愛
着
の

あ
る
国
の
職
員
を
選
任
し
、

「
地
方
創
生
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
」
の
仕
組
み
を
平
成

二
十
七
年
二
月
二
十
七
日

構
築
（
平
成
二
十
九
年
一

月
現
在
十
七
府
省
庁
総
勢

九
六
五
人
）。
地
方
か
ら

の
相
談
に
対
し
前
向
き
に

（資料２）

（資料３−１）
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具
体
的
な
提
案
が
で
き
る
よ
う
親
切
、
丁
寧
、
誠
実
に

対
応
し
て
い
く
も
の
。

○
地
方
創
生
人
材
支
援
制
度
（
資
料
３

−

２
参
照
）

　
地
方
創
生
に
積
極
的
に
取
り
組
む
市
町
村
に
対
し
、

意
欲
と
能
力
の
あ
る
国
家
公
務
員
や
大
学
研
究
者
、　

民
間
人
材
を
市
町
村
長
の
補
佐
役
と
し
て
派
遣
し
支
援

す
る
も
の
。

○
地
方
創
生
カ
レ
ッ
ジ
（
資
料
３

−

２
参
照
）

　
地
方
創
生
を
担
う
人
材
に
求
め
ら
れ
る
知
識
や
ス

キ
ル
を
習
得
す
る
実
践
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
、
ｅ
　

ラ
ー
ニ
ン
グ
形
式
に
よ
り
提
供
す
る
も
の
。

○
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
事
業
（
資
料
３

−

２
参

照
）

　
四
十
六
道
府
県
に
、「
攻
め
の
経
営
」
と
新
た
な
事

業
展
開
を
促
す
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略
拠

点
」
を
設
置
し
、
潜
在
力
の
高

い
地
域
企
業
を
発
掘
し
、
都
市

圏
の
多
様
な
プ
ロ
人
材
を
抱
え

る
民
間
事
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

に
よ
り
、
プ
ロ
人
材
の
地
方
還

流
の
実
現
を
目
指
す
も
の
。

■
財
政
支
援
（
資
料
４
参
照
）

○
地
方
創
生
推
進
交
付
金

　
地
方
版
総
合
戦
略
に
位
置
付

け
ら
れ
た
、
地
方
公
共
団
体
の

自
主
的
・
主
体
的
な
取
組
で
、

先
導
的
な
も
の
を
支
援
。

○
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金

　
地
方
版
総
合
戦
略
に
基
づ
く

自
主
的
・
主
体
的
な
地
域
拠
点

づ
く
り
な
ど
の
事
業
の
う
ち
、

ロ
ー
カ
ル
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
、
地

方
へ
の
人
材
環
流
、
小
さ
な
拠

点
形
成
な
ど
に
資
す
る
、
未
来

へ
の
投
資
の
実
現
に
つ
な
が
る

先
導
的
な
施
設
整
備
を
支
援
。

（資料３−２）

（資料４）
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○
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費

  

地
方
公
共
団
体
が
自
主
性
・
主
体
性
を
最
大
限
発
揮

し
て
地
方
創
生
に
取
り
組
み
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

き
め
細
や
か
な
施
策
を
可
能
と
す
る
観
点
か
ら
地
方
財

政
計
画
（
歳
出
）
に
計
上
。

○
地
方
創
生
応
援
税
制

　
地
方
公
共
団
体
が
行
う
地
方
創
生
の
取
組
に
対
す
る

企
業
の
寄
附
に
つ
い
て
、
税
額
控
除
の
優
遇
措
置
。

３　

地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金

　
　

に
つ
い
て

Ⅰ
　
基
本
的
な
考
え
方

（
１
）　
地
方
公
共
団
体
が
進
め
て
い
る
地
方
版
総
合
戦

略
に
基
づ
く
自
主
的
・
主
体
的
な
地
域
拠
点
づ
く

り
な
ど
の
事
業
に
つ
い
て
、
地
方
の
事
情
を
尊
重

し
な
が
ら
施
設
整
備
等
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
格
的

な
事
業
展
開
の
段
階
を
迎
え
た
地
方
創
生
の
更
な

る
深
化
を
目
指
し
、
本
交
付
金
で
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
地
方
創
生
推
進
交
付
金
の
二
十
八
年
度
採

択
事
業
も
し
く
は
申
請
予
定
事
業
等
（
以
下
、「
採

択
事
業
等
」
と
い
う
。）
を
は
じ
め
と
し
て
、
未

来
へ
の
投
資
と
い
う
経
済
対
策
の
趣
旨
に
重
点
を

置
き
つ
つ
、
ロ
ー
カ
ル
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
、
地
方
へ

の
人
材
還
流
、
小
さ
な
拠
点
形
成
な
ど
に
資
す
る

緊
急
性
の
高
い
施
設
整
備
等
を
対
象
と
す
る
。

（
２
）　
本
交
付
金
に
よ
る
施
設
整
備
等
は
、単
な
る「
ハ

コ
モ
ノ
行
政
」
で
は
な
く
、
地
方
版
総
合
戦
略
に

基
づ
く
取
組
と
し
て
未
来
へ
の
投
資
の
基
盤
に
つ

な
が
る
先
導
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
こ
の
た
め
、
当
該
施
設
に
つ
い
て
は
、
運
営
戦

略
や
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
利
活
用
方
策
が
明
確
　

に
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
十
分
な
地
方
創
生
へ
の
波

及
効
果
（
例

：

平
均
所
得
の
向
上
、
雇
用
創
出
、

生
産
額
の
増
加
、
生
産
性
向
上
、
移
住
者
の
増
加

及
び
出
生
率
の
向
上
等
）
の
発
現
を
期
待
で
き
る

も
の
を
対
象
と
し
、
関
連
す
る
ソ
フ
ト
事
業
と
連

携
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
そ
う
し
た
効
果
の
発

現
を
高
め
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（
３
）　
地
方
創
生
の
政
策
５
原
則
を
踏
ま
え
、
本
交
付

金
の
対
象
と
な
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
当
該
施
設

の
利
活
用
に
係
る
適
切
か
つ
具
体
的
なK

P
I

（
重

要
業
績
評
価
）
の
設
定
及
びP

D
C
A

サ
イ
ク
ル
を

備
え
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
そ
の
際
、
当
該
施
設
が
、
採
択
事
業
等
に
お
い

て
明
確
な
位
置
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

当
該
採
択
事
業
等
を
も
っ
て
当
該
施
設
の
利
活
用

方
策
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ⅱ
　
予
算
額
、
補
助
率

　
九
〇
〇
億
円
（
事
業
費
ベ
ー
ス

：

一
、八
〇
〇
億
円
）、

補
助
率
は
二
分
の
一

  

道
、
汚
水
処
理
施
設
、
港
の
整
備
の
た
め
の
公
共
事

業
（
三
〇
・
二
億
円
）
を
含
む
。

Ⅲ
　
支
援
対
象

　
地
方
版
総
合
戦
略
に
位
置
付
け
ら
れ
た
事
業
の
う
ち
、

地
方
創
生
と
い
う
観
点
か
ら
未
来
へ
の
投
資
の
基
盤
と

な
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
施
設
整
備
等
を
対
象
と

す
る
。

対
象
施
設
等

　
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
版
総

合
戦
略
に
位
置
付
け
ら
れ
た
（
な
い
し
は
位
置
付
け
ら

れ
る
予
定
で
あ
る
）
事
業
で
あ
っ
て
、
未
来
へ
の
投
資

に
重
点
を
置
き
つ
つ
、
地
方
創
生
の
深
化
に
向
け
て
、

効
果
の
発
現
が
高
い
施
設
等
を
対
象
と
す
る
。

　
具
体
的
な
例
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
施
設
整
備

等
が
考
え
ら
れ
る
。

・
ロ
ー
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
資
す
る
公
設
試
験
研

究
機
関
（
附
帯
設
備
を
含
む
）
の
改
修
等

・
地
域
経
営
の
視
点
に
立
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り
に
効

果
的
な
観
光
施
設
の
改
修
等
や
、
地
域
全
体
と
し
て

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
の
確
立
に
資
す
る
収
益
施

設
等
（
六
次
産
業
化
施
設
等
を
含
む
）
の
整
備

・
生
涯
活
躍
の
ま
ち
の
推
進
に
資
す
る
多
世
代
交
流
の

拠
点
施
設
（
既
存
施
設
の
改
修
等
を
含
む
）
の
整
備

や
、
移
住
定
住
促
進
の
た
め
に
行
う
空
き
施
設
の
改

修
等

・
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
に
資
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
の
日
常
的
な
活
動
の
場
と
し
て
機
能
す
る
基
幹

的
な
拠
点
施
設
の
整
備
（
廃
校
舎
、
旧
役
場
、
公
民

館
等
の
改
修
を
含
む
）

・
公
立
保
育
所
を
は
じ
め
と
す
る
子
育
て
支
援
施
設
※

・
地
域
の
観
光
拠
点
と
な
る
博
物
館
・
美
術
館
・
競
技

場
等
（
た
だ
し
、
一
定
の
入
場
料
収
入
等
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
場
合
に
限
る
）
※

・
歴
史
的
建
造
物
を
活
用
し
た
展
示
施
設
（
た
だ
し
、
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一
定
の
収
入
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
限
る
）
※

　
※
第
二
回
募
集
に
お
い
て
新
た
に
追
加
さ
れ
た
項
目

Ⅳ
　
交
付
申
請
及
び
上
限
目
安
額

　
地
方
公
共
団
体
ご
と
の
申
請
事
業
数
や
交
付
額
に
上

限
を
設
定
し
な
い
が
、
一
団
体
当
た
り
の
交
付
上
限
額

に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
○
都
道
府
県
で
は
七
・
五
～
一
二
・
五
億
円
程
度
（
事

業
費
ベ
ー
ス

：

一
五
～
二
五
億
円
程
度
）。

　
○
市
区
町
村
で
は
〇
・
三
～
〇
・
六
億
円
程
度
（
事
業

費
ベ
ー
ス

：

〇
・
六
～
一
・
二
億
円
程
度
）。

　
な
お
、
対
象
施
設
等
で
※
の
付
さ
れ
た
施
設
に
つ

い
て
は
、
一
施
設
整
備
事
業
あ
た
り
、
都
道
府
県
で

は
原
則
と
し
て
一
・
〇
億
円
（
事
業
費
ベ
ー
ス

：

二
・

〇
億
円
）、市
町
村
で
は
原
則
と
し
て
〇
・
五
億
円（
事

業
費
ベ
ー
ス

：

一
・
〇
億
円
）
が
上
限
の
目
安
。

　
た
だ
し
、
本
交
付
金
に
よ
り
整
備
さ
れ
る
施
設
等

を
活
用
し
た
事
業
に
つ
い
て
、
高
い
先
駆
性
や
地
方

創
生
へ
の
波
及
効
果
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
上

記
の
交
付
上
限
額
の
目
安
を
超
え
て
必
要
な
経
費
を

交
付
で
き
る
と
な
っ
て
い
る
。

４　

お
わ
り
に

　
徳
島
県
内
全
二
十
四
市
町
村
が
平
成
二
十
八
年
三
月

ま
で
に
、
市
町
村
版
の
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
及
び
「
総

合
戦
略
」
の
策
定
を
終
え
、
平
成
二
十
八
年
度
は
、
県

及
び
市
町
村
に
お
い
て
「
総
合
戦
略
」
が
本
格
実
施
に

向
け
て
動
き
出
す
、「
地
方
創
生
・
本
格
展
開
の
年
」

と
な
っ
た
。

　
日
本
全
体
で
進
行
す
る
「
人
口
減
少
」
と
「
東
京
一

極
集
中
」
に
一
刻
も
早
く
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
は
、

国
・
地
方
を
挙
げ
て
、「
地
方
創
生
」
を
強
力
に
推
進

す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
徳
島
県
で
は
、

「
挙
県
一
致
」
で
県
と
二
十
四
市
町
村
が
創
意
工
夫
を

凝
ら
し
た
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
来
る
平
成

二
十
九
年
度
は
、
五
年
間
の
「
総
合
戦
略
」
の
中
間
年

度
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
県
・
市
町
村
と

も
に
「
総
合
戦
略
」
を
進
化
さ
せ
な
が
ら
、「
地
方
創

生
の
本
格
展
開
」
を
加
速
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
く
る
。

　
各
市
町
村
に
お
い
て
は
、
総
合
戦
略
に
盛
り
込
ん
だ

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
国
の
情
報
支
援
、

人
材
支
援
、
財
政
支
援
の
「
三
本
の
矢
」
を
最
大
限
に

活
用
し
な
が
ら
、
直
面
す
る
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
各
市
町
村
は
、
現
状
や
課
題
を
分
析
し
た
上

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
強
み
」
を
最
大
限
に
活
か
し
な
が

ら
単
独
で
は
、
対
応
が
困
難
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
県

や
近
隣
市
町
村
と
の
連
携
を
模
索
す
る
な
ど
、
課
題
解

決
に
向
け
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
検
討
し
な
が
ら
事
業
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
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は
じ
め
に

　
国
・
地
方
自
治
体
の
文
化
振
興
政
策
の
根
拠
と
な

る
法
律
と
し
て
、「
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
」
が
平
成

十
三
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
同
法
で
は
、
国
の
施
策

と
し
て
自
治
体
や
民
間
の
芸
術
文
化
活
動
を
積
極
的
に

支
援
し
て
い
く
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
、
第
四
条
で
は
、
各

自
治
体
が
国
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、「
自
主
的
か
つ

主
体
的
に
」
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
文
化
政
策
を
展
開

し
て
い
く
責
務
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
二
十
四
年
に
は
「
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
活

性
化
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
、
同
法
前
文
で
は

「
劇
場
、
音
楽
堂
（
ホ
ー
ル
）
等
」
を
「
文
化
芸
術
を
継

承
し
、創
造
し
、及
び
発
信
す
る
場
で
あ
り
、人
々
が
集
い
、

人
々
に
感
動
と
希
望
を
も
た
ら
し
、
人
々
の
創
造
性
を
育

み
、
人
々
が
共
に
生
き
る
絆
を
形
成
す
る
た
め
の
地
域
の

文
化
拠
点
」「
国
民
の
生
活
に
お
い
て
い
わ
ば
公
共
財

と
も
い
う
べ
き
存
在
」
と
位
置
づ
け
、
そ
の
活
性
化
に
対

し
て
国
や
自
治
体
は
責
任
が
あ
る
と
明
記
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
、
文
部
科
学
省
も
「
劇
場
、
音
楽
堂
等

の
事
業
の
活
性
化
の
た
め
の
取
り
組
み
に
関
す
る
指

針
」（
平
成
二
十
五
年
文
部
科
学
省
告
示
第
六
十
号
）

を
告
示
し
て
い
ま
す
。
同
指
針
で
は
、
設
置
主
体
や
設

置
目
的
、
施
設
規
模
な
ど
が
異
な
る
劇
場
・
ホ
ー
ル
が

多
様
に
存
在
す
る
な
か
、
設
置
者
は
長
期
的
な
視
点
に

立
っ
て
運
営
方
針
を
定
め
、
戦
略
的
に
管
理
運
営
へ
取

り
組
ん
で
い
く
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

　
維
持
管
理
の
大
き
さ
か
ら
、
そ
の
意
義
が
問
わ
れ
る

こ
と
も
多
い
公
立
文
化
ホ
ー
ル
で
す
が
、
そ
の
役
割
に

つ
い
て
考
察
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

公
立
文
化
ホ
ー
ル
の
存
在
意
義　
　
　
　
　

　
公
立
文
化
ホ
ー
ル
は
、
地
域
の
子
ど
も
や
青
少
年
を

含
め
た
多
様
な
年
齢
層
、
表
現
を
行
う
文
化
芸
術
団
体

に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
地
域
の
文
化
イ
ン
フ
ラ
で
あ

り
、
同
時
に
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活
性
化
の
核
と
し

て
、
地
域
の
発
展
や
豊
か
な
暮
ら
し
づ
く
り
に
大
い
に

貢
献
し
て
い
る
施
設
で
す
。

　
最
近
は
、
文
化
芸
術
振
興
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
づ
く

り
や
観
光
振
興
な
ど
、
多
く
の
目
的
や
役
割
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
お
お
む
ね
、「
文
化
芸
術
の
振
興
に
よ
っ

て
何
を
達
成
し
た
い
の
か
」
と
い
う
目
的
、「
誰
を
対

象
と
す
る
の
か
」
と
い
う
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
二
点
か
ら
、

図
１
の
よ
う
に
整
理
で
き
ま
す
。

① 

文
化
芸
術
振
興

　
文
化
芸
術
と
い
う
人
類
共
通
の
財
産
を
継
承
・
支
援

し
、
新
し
い
芸
術
作
品
を
つ
く
り
出
す
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
地
域
が
有
名
に
な

る
、
と
い
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
レ
ベ
ル

の
高
い
芸
術
作
品
を
世
に
送
り
出
す
こ
と
が
目
的
と
な

り
ま
す
。
例
え
ば
、
ホ
ー
ル
自
体
を
音
楽
や
演
劇
、
舞

踊
な
ど
特
定
ジ
ャ
ン
ル
の
芸
術
公
演
に
合
わ
せ
て
設
計
、

当
該
芸
術
ジ
ャ
ン
ル
の
芸
術
団
体
が
そ
の
ホ
ー
ル
を

積
極
的
に
活
用
し
た
り
、
館
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と

な
っ
て
、
作
品
創
造
に
必
要
な
人
材
・
予
算
を
準
備
し
、

新
し
い
作
品
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

公立文化ホールの役割と運営業務について

文化創造室主事（文化創造担当）　森　田　和　美
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② 

地
域
文
化
振
興

　
地
域
住
民
の
文
化
レ
ベ
ル
の
向
上
や
育
成
を
目
指
し

て
い
く
場
合
で
す
。
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
優
れ

た
音
楽
、
演
劇
、
舞
踊
な
ど
文
化
芸
術
の
鑑
賞
機
会
を

提
供
し
、
地
域
に
住
む
人
々
の
文
化
享
受
機
会
の
拡
大

を
は
か
る
、
練
習
や
発
表
、
交
流
な
ど
の
機
会
を
提
供

す
る
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
な
ど
で
教
育
普
及
活
動
を
は
か

る
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
伝
統
的
な
芸

能
の
保
存
・
継
承
な
ど
も
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

③ 

地
域
活
性
化

　
文
化
芸
術
を
活
用
し
て
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
場
合
で
す
。

視
点
を
地
域
住
民
に
お
い
て
、
そ
の
活
力
源
や
地
域
へ

の
誇
り
、
薄
ま
り
つ
つ
あ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

を
目
的
と
し
ま
す
。
こ
と
に
近
年
で
は
、
参
加
型
ま
ち
づ

く
り
の
機
運
が
高
ま
り
、
住
民
の
多
様
な
文
化
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
公
立
文
化
会
館
は
、
住
民
参
加
の
学
習
や
研

修
の
場
と
し
て
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

④ 

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

　
文
化
芸
術
を
ツ
ー
ル
（
道
具
）
と
し
て
、外
か
ら
人
々

を
呼
び
込
ん
だ
り
、
文
化
的
な
地
域
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
は
か
っ
た
り
す
る
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
著

名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
い
て
の
大
規
模
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
実
施
、
個
性
的
な
ホ
ー
ル
施
設
の
整
備
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
い
ず
れ
の
公
立
文
化
ホ
ー
ル
も
、
①
～

④
の
い
ず
れ
の
顔
も
も
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
特
に
近

年
で
は
、
①
や
②
と
い
っ
た
文
化
芸
術
振
興
と
い
う
本

来
的
な
面
だ
け
で
な
く
、
③
や
④
と
い
っ
た
、
地
域
経

済
や
地
域
活
性
化
へ
の
効
果
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
整
理
し
て
み
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の

ホ
ー
ル
が
主
に
ど
の
側
面
を
強
く
も
っ
て
い
る
の
か
、

も
つ
こ
と
が
必
要
な
の
か
、
を
常
に
考
え
る
こ
と
は
必

要
で
す
。
ど
こ
に
力
点
を
置
い
て
い
く
の
か
に
よ
っ
て
、

ス
タ
ッ
フ
の
配
置
も
行
う
べ
き
事
業
も
異
な
っ
て
き
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
ホ
ー
ル
の
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
共

有
す
る
こ
と
で
、
活
動
が
よ
り
い
っ
そ
う
明
確
な
も
の

と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

公
立
文
化
ホ
ー
ル
の
主
な
業
務

　
公
立
文
化
ホ
ー
ル
に
は
、
多
様
な
業
務
内
容
が
あ
り

ま
す
。

①
文
化
芸
術
活
動
支
援

ア
　
施
設
の
貸
し
出
し

　
ホ
ー
ル
、
練
習
場
、
リ
ハ
ー
サ
ル
室
等
を
貸
し
出
す

と
い
う
、
地
域
住
民
の
文
化
振
興
、
お
よ
び
ホ
ー
ル
の

収
入
の
柱
と
し
て
重
要
な
業
務
で
す
。

イ
　
地
域
の
文
化
芸
術
ア
ド
バ
イ
ス
、
情
報
提
供
、
サ

ポ
ー
ト

　
公
立
文
化
ホ
ー
ル
が
地
域
の
文
化
的
な
核
と
な
る
た
め

に
、
近
年
、
非
常
に
注
目
さ
れ
て
い
る
業
務
で
す
。
地
域

の
文
化
団
体
の
発
表
な
ど
貸
し
館
事
業
時
の
ア
ド
バ
イ
ス

に
は
じ
ま
っ
て
、
日
常
的
な
文
化
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
、
学

校
教
育
と
の
連
携
な
ど
、「
文
化
芸
術
に
関
し
て
何
か
あ
っ

た
ら
ホ
ー
ル
に
相
談
」
し
て
も
ら
う
た
め
の
窓
口
で
す
。

ウ
　
鑑
賞
事
業

　
公
立
文
化
ホ
ー
ル
の
自
主
文
化
事
業
と
し
て
、
最
も

多
く
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
ど
う
い
っ
た
ジ
ャ
ン

ル
や
内
容
の
公
演
を
行
う
か
は
、
各
地
域
の
事
情
や
会

館
の
目
指
す
も
の
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

エ
　
参
加
・
育
成
事
業

　
こ
れ
も
、
地
域
文
化
の
核
と
な
る
意
味
で
増
加
し
て

い
る
事
業
で
す
。
例
と
し
て
は
、
鑑
賞
教
室
や
レ
ク

チ
ャ
ー
つ
き
公
演
な
ど
の
鑑
賞
者
育
成
事
業
、
文
化
芸

図１　公共の劇場・ホールの役割と機能
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術
の
楽
し
さ
を
体
感
し
て
も
ら
う
参
加
・
体
験
型
の
講

座
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
住
民
と
プ
ロ
が
連

携
し
て
参
加
型
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
等
を
制
作
す
る
場
合

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

オ
　
文
化
芸
術
作
品
の
創
造

　
ホ
ー
ル
で
人
材
や
予
算
を
手
配
し
て
、
文
化
芸
術
作

品
を
創
造
す
る
事
業
で
す
。
プ
ロ
に
場
を
提
供
し
て
高

度
な
芸
術
公
演
を
創
造
し
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

プ
ロ
の
劇
団
や
楽
団
、
お
よ
び
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
等
を
会

館
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
と
し
て
、
日
常
の
創
造
活
動
を

支
援
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

カ
　
館
外
で
の
文
化
事
業

　「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
」「
出
前
公
演
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ

る
事
業
で
す
。
ホ
ー
ル
に
足
を
運
ば
な
い
（
あ
る
い
は

運
べ
な
い
）
住
民
に
向
け
て
、
公
民
館
な
ど
で
公
演
を

行
う
、
身
近
に
公
演
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
触
れ
る
機
会

と
し
て
学
校
で
参
加
型
公
演
を
行
う
等
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
最
終
的
に
は
、
地
域
に
鑑
賞
者
や
会
館
の
理
解
者

が
増
加
し
、
地
域
の
文
化
振
興
が
は
か
ら
れ
会
館
が
活

性
化
す
る
こ
と
が
目
的
と
な
り
ま
す
。

②
施
設
維
持
管
理

ア
　
維
持
管
理

　
公
立
文
化
ホ
ー
ル
を
地
域
の
重
要
な
財
産
と
し
て
維

持
し
、
誰
に
と
っ
て
も
安
全
な
場
と
し
て
管
理
し
て
い

く
重
要
な
業
務
で
す
。
多
く
の
お
客
様
が
訪
れ
る
場
で

す
し
、
特
に
ホ
ー
ル
部
分
に
は
特
殊
な
機
器
や
設
備
が

数
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
を
危
険
の
な
い
よ
う
、

適
切
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
て
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
さ
れ
ま
す
。

イ
　
安
全
対
策

　
鑑
賞
者
を
は
じ
め
と
す
る
訪
問
者
、
ホ
ー
ル
等
を
借

り
る
利
用
者
、
技
術
者
な
ど
ホ
ー
ル
の
ス
タ
ッ
フ
全
員

に
と
っ
て
、
安
全
で
安
心
な
場
で
あ
る
よ
う
、
常
に
対

策
を
怠
ら
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
事
故
防
止
、

天
災
へ
の
対
策
、
日
常
的
な
設
備
等
へ
の
扱
い
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
側
面
で
の
安
全
対
策
が
必
要
で
す
。

ウ
　
設
備
更
新
・
改
善
・
改
修

　
設
計
図
面
で
ど
れ
だ
け
検
討
し
て
も
、
完
成
す
る
と

運
用
上
の
課
題
が
出
て
く
る
の
が
ホ
ー
ル
の
通
常
で
、

当
初
か
ら
何
ら
か
の
改
善
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ル
設
備
に
は
古
く
な
る
と
危
険
性
を
伴
う
も
の
が

多
数
あ
り
、
こ
れ
ら
の
更
新
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
加
え

て
、
耐
震
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、
安
全
性

や
人
へ
の
優
し
さ
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
古
い
施

設
で
は
こ
れ
ら
に
も
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
そ
の
意
味
で
、
完
成
し
た
翌
日
か
ら
、
絶
え
間
な
く

改
善
や
改
修
、
設
備
更
新
が
必
要
と
さ
れ
る
の
が
ホ
ー

ル
施
設
の
宿
命
と
も
い
え
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
費
用
は

か
な
り
大
き
い
た
め
、
予
算
を
有
効
に
配
分
す
べ
く
、

優
先
順
位
を
つ
け
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

お
わ
り
に

　「
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
」
の

第
三
条
第
八
で
は
「
地
域
社
会
の
絆
の
維
持
及
び
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、
共
生
社
会
の
実
現
に
資
す
る
た
め

の
事
業
」
の
展
開
を
求
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成

十
三
年
の
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
施
行
を
受
け
、
国
は

概
ね
五
年
ご
と
に
「
文
化
芸
術
の
振
興
に
関
す
る
基
本

方
針
」
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
二
十
七
年
五
月
に

閣
議
決
定
さ
れ
た
第
四
次
基
本
方
針
で
は
、「
文
化
芸

術
資
源
で
未
来
を
つ
く
る
」
と
い
う
副
題
の
も
と
、
前

文
で
「
教
育
、
福
祉
、
ま
ち
づ
く
り
、
観
光
・
産
業
等

幅
広
い
分
野
と
の
関
連
性
を
意
識
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら

周
辺
領
域
へ
の
波
及
効
果
を
視
野
に
い
れ
た
文
化
芸
術

振
興
施
策
の
展
開
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
る
」「
文
化

芸
術
が
生
み
出
す
社
会
へ
の
波
及
効
果
を
活
か
し
て
、

諸
課
題
を
乗
り
越
え
、
成
熟
社
会
に
適
合
し
た
新
し
い

社
会
モ
デ
ル
の
構
築
に
つ
な
げ
て
い
く
」
と
う
た
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
公
立
文
化
ホ
ー
ル
は
住
民
に
感
動
と

希
望
を
も
た
ら
し
、
創
造
性
を
育
む
た
め
の
場
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
や
再
生
、

地
域
発
展
を
支
え
る
場
で
あ
り
、
運
営
担
当
者
は
、
そ

の
こ
と
を
強
く
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
公
立
文

化
ホ
ー
ル
は
「
共
生
社
会
の
実
現
」「
地
域
社
会
の
絆

の
強
化
」「
社
会
参
加
の
機
会
の
拡
充
」
を
活
動
・
事

業
の
大
き
な
テ
ー
マ
に
据
え
て
、
地
域
課
題
に
向
き
合

い
、
教
育
、
地
域
社
会
、
福
祉
、
経
済
な
ど
様
々
な
分

野
と
連
携
し
て
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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あなたの自慢の写真を『阿波の自治』に掲載

します。徳島県内の景勝、史跡等、徳島に関

するものならテーマは問いません。

まちおこしや、むらおこしに関するあなた

の体験を手記や論文にまとめてみませんか？

詳しくは編集部までお問い合わせください。

『阿波の自治』の読者の皆さんに紹介したい

情報はありませんか？あなたのとっておきの

ニュースをお待ちしております。

「こんな特集を組んで欲しい！」「こんな情

報を知りたい！」「こんな記事にもの申す！」

など『阿波の自治』へのご意見、ご要望もお

寄せください。

阿波の自治より募集のお知らせ

写真

情報

原稿

ご意見

こちら編集部

渭城の朝雨軽塵をうるおす　　　　　　　　朝方渭城に降った雨は、軽く舞い上った塵を潤し、

客舎青青柳色新たなり　　　　　　　　　　旅館の前の青青とした柳の葉は、雨に濡れ一層鮮やかに見える。

君に勧む更に尽くせ一杯の酒　　　　　　　君よ、さあ、もう一杯飲み干したまえ。

西のかた陽関を出ずれば故人なからん　　　西の方、陽関を出れば、もう親しい友もいないだろうから。

　王維の詩である。友人の元二が西域の安西に公務で旅立つのを見送ったときのものだ。

　以前は「勧君更尽一杯酒」が気に入っていて、明日渡欧するという友人と一緒に飲んだとき、杯を勧めこの詩

を贈った。「さあ、もう一杯飲んでくれ。成田を出たら、親しい友人もいないだろうから。」と。

　渭城とは、渭水のほとりにあった秦・漢時代の都・咸陽のこと。「渭」という字は、徳島の人には渭東、渭北

など馴染みがあるが、渭水のための字であり、他には使われないようだ。しかし、徳島では「猪山」と呼ばれて

いた城山に、蜂須賀以前から「渭」の字を使っていたらしい。司馬遼太郎氏によると、「当時、阿波の各地から

上方の方へ出ようとする人は、猪津にあつまって船に乗る。多少の客舎もあったかもしれず、偶然、柳も植わっ

ていたりして、長安郊外の“渭城”に似ていたかもしれない。」となる。

　今は、この歌全体に親しみを感じている。

　柳が青青とした今の季節、雨上がりの徳島城堀川端など散策してみてはいかがでしょうか。 

Ｈ

Ｎ

　2020年東京オリンピック、パラリンピックの公式エンブレムをデザインされた野老朝雄さんをご存じでしょう

か？先日テレビ番組で野老さんがインタビューされていて、野老さんは“繋ぐ”をテーマに作品を作っていると

おっしゃっていました。そのテーマにたどり着いたのは、2001年９月11日にアメリカで起こった同時多発テロ事

件がきっかけだったそうで、人と人が、国と国が、世界が繋がってほしいという思いから、1ミリでも何か繋がる

可能性というものを表せたらとその日からずっと“繋がる”という形を作り続けているそうです。野老さんの作

品の一つであるパズルは、どのように並べても繋がるデザインになっており、作る人によって全然違うものに仕

上がるそうで、他にも熊本地震の仮設住宅支援を行っているＫＡＳＥＩプロジェクトのビブスは、「人」という文

字が繋がって幾何学のデザインになっていて、人々が協力し合ってほしいという願いが込められているそうです。

　「手を繋ぐ」「心が繋がる」など、“繋がる”という言葉からは、温かくて、どこか安心出来るような心地よさを

感じますし、野老さんの作品からは、その作品に込められたメッセージが強く伝わって来るような気がします。

これからもご活躍を期待しています。
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vol.90

宝くじのイメージキャラクター「クーちゃん」です。

みなさ～ん

宝くじは徳島県内で

買ってね。

なぜ県内で買って欲しいのかって？それは、徳島県内で売られた宝

くじの収益金は、徳島県の収入になるからだよ。そうしたお金が道

路や橋、学校、公園の整備など県内の公共事業に使われているから

さ。みんなの豊かな生活のためにたいへん役立っているのです。
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